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    「海に、行きたいな……いっしょに」


    　そう言った彼女を、僕はまじまじと見つめていた。


    　言われたことをすぐには理解できなくて──彼女の人なつっこい大きな瞳ひとみを、長く見事な黒髪を、はにかみながらつぐんだ口元を、ただ見つめていた。


    　放課後。


    　映画部の部室には、僕と彼女──七なな竈かまどあかりちゃんしかいなくて。


    　一学期の終業式の今日。蒸むすような暑さと、これから始まる長い、長い夏休みの開放感がこの部屋には満ちていた。


    「海に？」


    　じじじじじ、と校庭で鳴く蝉せみの声。


    　バカみたいに聞き返すことしかできない僕に、あかりちゃんが戸と惑まどいながらうなずく。


    「いや……かな？」


    　どうやら、聞き間違いじゃなかった。


    　海に──。


    　海に誘われてる？　僕が？　僕が──あかりちゃんに、海へ行こうと誘われてる!!


    　理解した。でも、マジで!?　海なんて……、僕が最後に行ったのは、小学校のときだ。僕、日光に弱いから（ハーフとはいえ吸血鬼だからね）海で目め眩まいを起こして、みんなが楽しそうに遊ぶのをひとりぼっちで見てたっけ……。


    「……デモンくん？」


    「あ、い、いや、大丈夫……ちょっと過去を思い返して悲しくなっただけだから……ちょっと、ちょっとだけね……」


    　ふふふ、と僕は目元に浮かんだ涙をそっとぬぐう。


    「あのさ……どうしたの？　急に海なんて。あかりちゃんの家って、夏休みはいつも外国とか行ってなかったっけ？」


    　あかりちゃんちは結構なお金持ちだ。で、夏休みはほとんど家族で長期旅行。日本に帰ってきても、あかりちゃんはマジメだから夏休みの宿題をやってたはずだけど。


    「たまにはお父さんたちも、夫婦ふたりきりで過ごしたいかなぁって」


    「あぁ……、なるほど」


    「それでデモンくん、どうかな？　海、私と行っておもしろいかどうかわからないけど」


    「そんなっ、おもしろいよ、おもしろいに決まってるよ！　い、いいい、行きますっ！」


    　うんうんうんうん、と僕は首を縦たてに振った。


    　あかりちゃんと海。


    　ああ、なんてすばらしい響きだろう。あかりちゃんと海！　何度だって叫びたいよ僕！


    　それにほら、海と言えば……いえいえ、僕はそっちが目的じゃないんですよ？　でも海だったらやっぱりほら、あるじゃないですか……一般人が目撃しうる唯ゆい一いつ合法とも言える女子の露ろ出しゆつたっぷりの、ほら！


    「私、新しい水着買っちゃおうかなっ」


    「積極的ィィ──!!」


    　しまった、思わず叫んでしまった！　あかりちゃんどうしちゃったの、積極的だよ！　これがウワサの、夏が女の子にかける魔法なの……!?


    「あ……積極的、かな？　ちょっとはしゃぎすぎちゃったかも……」


    「そんなことない！　そんなことないよ！　む、むしろそれくらいじゃなきゃ……う、うん、それくらいじゃなきゃねえ！」


    　やばい、僕のテンションフルマックス。


    「あ、あのね、デモンくん。でも海って言っても……実は」


    　するとあかりちゃんが目を伏せて──申し訳なさそうに言った。


    「え？」


    　な、なに、あかりちゃん、そのセリフ……ひ、ひょっとして、これは、僕を喜ばせておいてその後、残念きわまりない結果になるいつものパターン？


    「行こうとしてるの、お祖じ父いちゃんちなんだ。ひとり暮らししてて、その家に泊めてもらおうかな……って。やっぱりお泊まりとか、ダメかな……？」


    　違ったァァァァァ！　むしろご褒ほう美びパターンでした！


    　お泊まり!!


    　できることならもう一度そのフレーズを言って欲しい！　耳が溶ける、とろけそう！　僕の脳はすでに、おおかた溶けてるけども！


    「オトマリ、オッケー、オッケーです」


    　思わず片言になる僕。落ち着け、落ち着け僕。まだ日にちすら決めてない！


    「ほら、僕、お年寄りのお話とか聞くの、好きだし」


    「ほんとっ？」


    　うん、と僕はうなずく。うちの父親なんて──実際のところ吸血鬼だけど──何千年生きてるかわかんないしね。年齢だけ見たらお年寄りとかそういうレベルじゃないよ。


    「そこね、海がとてもきれいなの。砂浜は小さいんだけど、地元の人くらいしかいないから、プライベートビーチみたいなんだよ？」


    「ぷ、ぷ、ぷ、プライベートビーチ……！」


    　なんだろう、この見事なまでに期待で埋うめ尽くされたプラン。あかりちゃんと僕、ふたりで砂浜に行くとそこは白い砂が敷き詰められている。パラソルの下、ビーチチェアに寝そべるふたり。サングラスをかけてフルーツジュースを飲みながら、


    　──なんだかこうしていると、都会であくせくしているのがバカらしくなるな。


    　──ふふ、あなたったら、いつも根こんを詰めて勉強しすぎなんだもの。無理矢理連れ出してよかったわ。


    　──あかりだって生徒会生徒会って大変そうだったろ？　オレが気を利きかせたんだぜ。


    　──まあ、どの口で言うのよ。素直じゃない人。


    　──ウソだよ、あかりには感謝しなくちゃな。


    　──あら、感謝するなら……わかってるでしょ？


    　──ははは、わがままな子猫ちゃんだ。


    　そして僕とあかりちゃんの距離は縮ちぢまり、唇くちびると唇が……、


    「デモンくん、よだれ出てるよ？」


    「ブヒィッ!?」


    　我われながら人間性を疑われかねない叫び声でこっちの世界に戻ってきたよ！


    　あわてて口元をぬぐう──あれ？　なんもついてない。


    「なーんて、ウソだよっ。私が話してるのに、ぼーっとしちゃうんだもん」


    「ウ、ウソ……？」


    　あかりちゃん、ときどきそういう鋭いこと言うよね……。


    　ころころと笑うあかりちゃんに、僕は思う。


    　うん、あかりちゃんの無む邪じや気きな笑顔。僕は大好きだ。


    　改めて気づかされた。今は、のんきな妄もう想そうにふけってる場合じゃなかった。あかりちゃんを、僕は守らなくちゃいけないんだ。


    「じゃあ、決まりだねっ。日にち決めなくちゃ」


    　海だったら危険もないだろうし……いいよね？


    　あかりちゃんは、この世界と魔界とをつなぐ「扉」を開く能力がある。そして、あかりちゃん自身はそれを知らない。そもそも悪魔の存在さえ。


    　悪魔を意識する、悪魔の存在を知る──それだけで、あかりちゃんの能力覚かく醒せいを早めてしまう。だから僕はあかりちゃんに、悪魔のことを隠し続ける。それが、僕にとって「あかりちゃんを守る」ということ。


    「終業式が終わってすぐだけど──」


    　あかりちゃんは日付を言った。僕の夏休みのスケジュール帳なんて真っ白だから、すぐにオーケーした。


    「えへへ、楽しみだねっ」


    「うん、僕もすっごくすっごく楽しみだよ！」


    「それじゃあ連絡はお願いしていいかな？」


    「うん、任せて！」


    　僕は大きくうなずいてから、


    「──連絡？」


    「うん。ビスコちゃんとカルラちゃん、ブリュンヒルドさんにも予定聞いてみなくちゃね。この五人で行けたら、まるで映画部の合宿みたい！」


    　びすこちゃんとかるらちゃん。


    　ぶりゅんひるどさん。


    　……も、呼ぶの？


    　は、はは、ははは……そう、だよね、そうだよね、僕とあかりちゃんがふたりきりで……。


    「……あれ、デモンくん？」


    「ふ……ふひ……ふほ……」


    　ふたりきりの、ぷらいべーとびーち……そんなうまいはなし、ないですよね……。


    「なんか口から白い煙が……もっ、もしかして魂たましい!?　デモンくん、デモンくん!?」
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    　　　　　　１


    



    　あかりちゃんと海。ふたりっきりのプライベートビーチ。


    　それは砂漠で見た蜃しん気き楼ろうのように消え去って──いなかった。や、別に砂漠なんて行ったこともないし鳥とつ取とり砂さ丘きゆうすら見たことないんだけど。


    　僕は考えていたのだ──みんなが断れば、結果的に僕とあかりちゃんのふたりっきりになるんじゃないか？　ってことを。


    　海ですよ。海。真夏の。


    　日差しすごいよ。


    　僕は吸血鬼と人間のハーフだから、まだなんとか耐えられる。うん。海で目め眩まいを起こして以来、毎年お世話になってる紫し外がい線せん九〇パーセントカットの秘薬（全国ドラッグストアで販売中）を塗りたくれば、海に入ることだって可能。


    　でも、純粋な悪魔（ビスコ）なら……どう？　無理じゃない？　強い日差しとか、まず無理じゃない？


    　その妹（カルラ）は姉の意見に流されるから海なんて来ないんじゃない？


    　それに白人の女の子（エリス）なら、肌が焼けて真っ赤になるのイヤがるんじゃない？


    　──あぁ？　なんであたしが好きこのんで太陽がギラギラ照りつけるとこ行かなきゃなんねーんだよ。


    　──わたくし肌が弱いのですわ。今回は遠慮いたします。


    　うん、あり得る。あり得るぞ！


    「……ふ、ふふ、ふふふふふ！　我が野望はいまだ潰ついえず!!」


    　夕日が照らすアスファルトの上、握り拳こぶしを作り、悪魔的に叫んでみた。


    　周りに誰もいなくて、自分でびっくりするくらい寒々しかったけど。


    「ハッ」


    　視線を感じた。すぐそこの僕の家、二階の窓──ふたつの瞳ひとみ。


    　カルラの発明品にして、不気味さだけは悪魔以上……森もり崎さきジョセフ（ワラ人形）が哀あわれむように僕を見下ろしていた。


    



    



    「ただいま」


    　僕は家に入る。


    　これから我が家の同居人ふたりに海のことを話さなくちゃいけない。がんばれ僕。あかりちゃんとのプライベートビーチはすぐそこだ。


    　気もそぞろにリビングに入る。がちゃりとドアを開くと、クーラーの涼しい空気が足下を流れていく。


    　よし、すぐ話をつけよう。


    「あのさ、今度の──」


    　僕は立ち止まった。


    　ソファに座ってクリスピータイプのチョコスティックを次から次へとばりばりと音を立てて食べている（見ているだけで胸焼けするから止やめてと言っても全然聞いてくれない）のはビスコ。さらりとした黒髪に、いたずらっけたっぷりの目。白のＴシャツ、ホットパンツからは細い手足が伸びている。遠目に見たら男の子に見えるかもしれないけど、Ｔシャツの胸はすこしだけふくらんでる。女の子（実年齢は謎のままだけど）だ。


    　一応、悪魔。しっぽも生えてるしね。淫魔サキユバスって悪魔。「使い魔」という名目で我が家に住み着いている。


    　その横、蛍光ピンクのネコがプリントされた、黒のシャツを着ているのがカルラ。死霊術士ネクロマンサーで、ビスコの妹。緩ゆるやかにウェーブのかかった長髪は青色を含んだグレーで、明らかに日本人じゃない（ていうか人間ですらないんだけど）。最近は激辛スナックにハマッているみたいで、毒々しくも赤い、粒状のお菓子をぽりぽりと食べている。うへぇ、絶対食べたくない。


    　カルラのひらひらの黒スカートから両足がぽんと飛び出して、ガラスのテーブルに乗ってる。ああ、もう、そういう行ぎよう儀ぎの悪いことは止めろとあれほど──って今はそんなこと考えてる場合じゃなかった！


    「なにぼんやり突っ立ってんの？」


    「部屋が暑くなるですから、早くドア閉めるです」


    「う、うん」


    　後ろ手にドアを閉めながら、僕は言った。


    「なんでエリスがいるの？」


    　Ｌ字型に組まれたソファ。姉妹の座る逆サイドにちょこんと腰を下ろしている金髪の少女。


    　長い髪を両脇で縛っている。学校の制服姿。ティーカップとソーサーを優ゆう雅がに下ろすと、深い湖みずうみのようなブルーアイがこちらを向いた。


    「なにもおかしくはありませんわ」


    「…………」


    　エリスは退魔士エクソシストだ。この世界に害をなす悪魔を、魔界に送り返している。


    　いやいやいや、退魔士エクソシストと悪魔がティータイムって変だからね。エリスとビスコは当然仲が悪く、こんなふうにお茶をいっしょにするどころか、密室に閉じ込めたら八秒くらいでケンカを始めてるはずなのに。おかしい。瞬間湯ゆ沸わかし器よりも、ふたりの怒りの沸ふつ点てん到達は早いはずなのに。ビスコの脳みそも夏の暑さにやられちゃたってことなんだろうか？


    「……デモン、なんか今、あたしのことバカにしてなかった？」


    「滅めつ相そうも」


    　最近ビスコの読心術スキルが本気で怖い。


    「えーっと、それで……どうしてエリスが？」


    「理由なんてありません。強しいて言えば──デモンに会いたくて」


    　にっこりと微笑ほほえむエリス。


    　か、かわいい……。


    　父さんが勝手に決めたとはいえ、エリスは僕のことを〝婚約者〟として扱うんだけど、冗談でもそんな顔されちゃうとドキドキしちゃうよ──いや、待って待って待って、ビスコさん待って。右手に電撃溜ためて今にも撃ちかねないそのポーズ止やめて!?


    「あら、わたくし、おかしなことを言いまして？」


    「いや、そういうわけじゃないけど……」


    　僕が言い切る前に横からビスコ。


    「こんなウスラバカに会いたいってどういうことだよ、あぁ？」


    　ウスラバカ!?　ひどい！　ん、ただのバカじゃなくて「うっすら」バカなの？　ってことはそんなにバカじゃないの？


    「ぶつぶつうるせーよバカ」


    　僕の考えを切り捨てるようにビスコが言う。重要なところなのに！


    「実は、デモン、あなたを誘いに来たのですわ」


    「誘う……僕を？　なにに？」


    「遊園地に行きませんこと？　チケットをもらったんですの」


    　エリスは二枚のチケットを取り出した。それは「水」のテーマパークで、プールと遊園地が合体したようなもの。今年の夏オープンで、そのオープンセレモニーのチケットだった。退魔士エクソシスト仲間からもらったのだという。


    「へえ──」


    　それっていつなの？　と聞こうとして気づいた。チケットの表面に書かれた日付。それはあかりちゃんに、お祖じ父いちゃんの家に行こうと誘われた日程だ。


    「あんだよ？　ふたりでプール、遊園地……だと？」


    「ちょっとサキュバス、これはわたくしとデモンの話ですわ」


    「やー、あたしもこの家を任されている使い魔として、嫡ちやく男なんにくっつく害虫を排除しなくちゃいけないっていうか？　むしろ退魔士エクソシストうぜぇっていうか？」


    「あら、デモンにつく害虫はむしろあなたではありませんこと？」


    「……言うじゃねーか」


    「あ、あのー、ふたりとも……ケンカは止やめてくれるかな？　ここ、家の中だし」


    　どうしてこうも反そりが合わないというか、なんというか……仲良くしてくれることって絶対ないよなぁ……。


    　ん、仲良くする？


    　仲良くする──チャンスを僕が提供してあげたら？


    　あ、思いついた。僕思いついたよ！


    「それじゃあさ、そのチケットふたりで使ったらどう？」


    「──は？」


    「どういうことですの」


    「だっていつも仲が悪いから。いっしょに遊びに行ったらいいじゃない」


    　やべぇ、これって名案じゃない？　そしたらふたりには用事ができる。そしたら、そしたらそしたら、僕はあかりちゃんとふたりっきりで……!!　うおおお、すごい！　僕、実は意外と策士じゃない!?　フフフフ……やはり我が野望は潰ついえずッ!!


    「いいかい、ふたりとも。『食わず嫌い』って言葉を知ってるかな？　食べたことがないのに、その見た目やにおいだけで『これはマズイやつだ』って決めつけることだよ。ビスコは退魔士エクソシストが嫌いだし、エリスは悪魔にいい感情を持ってない。でも、実はお互いのことをよく知らないだけかもしれない。だったら、一度試ためしてみたらよくない？　そしたら、うまくいくかもだよ。そのチャンスとして、ふたりでしっぽりプールなんて最高じゃないか」


    　僕は説明した。おおおお、なんというすばらしい理論！　いいね、これ、仲が悪いふたりを仲良くするための「食わず嫌い理論」とか名付けちゃおうかな。


    　さあ、どうだ、ふたりとも！


    「…………」


    「…………」


    　ふたりとも黙りこくる。おおおおっ、これは脈あり！　ここはたたみかけるしかない！


    「あのさ、もう一度言うけど、ビスコはエリスが」


    「行くわけねーだろ」


    「退魔士エクソシストだから──え？」


    「おバカなデモンもチャーミングなのですけれど……ここまでくると」


    「え？　え？」


    　僕がわからないでいると、ふたりそろって首を振り振りため息をついた。


    　うそぉ？　どうして？　完かん璧ぺきな理論だったのに？


    「ところでデモン」


    　不意に、ひとりもさもさと激辛スナックを食べていたカルラが言った。


    「さっき路上で『我が野望はいまだ潰えず』とか叫んでたみたいですけど、なんの話です？」


    　は？


    　なに、なんでバレ──。


    　いた。


    　カルラの膝ひざの上、ワラ人形（森もり崎さきジョセフ）。うつろな瞳ひとみが僕を見つめている。


    　っていうか……森崎ジョセフはさっき二階にいなかった？　どうやってここに来たの？　歩くの？　ねえ、歩くの？


    「いやー、ははは、なんの話？　森崎ジョセフの聞き間違いじゃない？」


    「どうしてデモンはカルラが言う前に、森崎ジョセフが教えてくれたとわかったですか？」


    「…………」


    　墓穴掘った!?


    　森崎ィィィィ！　お前、なにチクッってんだよ──って笑うな、笑うな！　ワラ人形なのにへらっと笑うな！　だいぶ怖いから！


    「そりゃ興味深い話だな」


    　ビスコがゆっくりと立ち上がった。


    「わたくしもなんの話か興味がありますわ」


    　エリスさん、どうして右手に金属の棒レーヴアテインを構えますか？


    「──ゴホン」


    　僕は咳せき払ばらいした。


    「僕ら、来年は三年生なんだよ。受験もあるんだよ。いつまでもそんなふうに遊んでばっかりじゃいられないよね。だから──今年の夏は勉強するよ。それじゃ」


    　うむ。これ以上の説得工作は無理だ。時間を置こう。これは逃げるのではない、戦略的撤退である。


    　みんなにくるりと背を向け、ドアノブを握る。


    「おい」


    　握ったところで、肩に手を置かれた──びりっ、と青白い光が見える。


    「なにか隠してらっしゃいますのね？」


    　反対側の肩に、レーヴァテインがポンと載せられた。


    　エリスも、ビスコも、にこやかな笑顔だった。


    　……僕だけ、笑顔が引きつってた。


    



    　　　　　　２


    



    　数日後。


    　朝。


    　日差しが強くなればなるほど、空の色は青くなる気がする。


    　今日の空はびっくりするくらいに青い。流れる雲の白が、まぶしいほどに。


    　つまり──今日は快晴で。


    　海へ旅行するには絶好の日和ひよりだった！　──んだけど。


    「ひぃ、ひぃ、ふぅ、ふぅ、ほう、へえ、はあ……」


    　僕は駅へと向かう上り坂を歩いていた。左肩にスポーツバッグ、右肩にもスポーツバッグ、額ひたいにもスポーツバッグを引っかけて……。


    「ビスコ……重い、重いから、これ……なに入ってるんだよ……」


    　汗だくでフゥフゥ言いながら僕は歩いていた。両肩がきしんでる。僕だけのじゃなく、ビスコとカルラのバッグも持っているのだ。カルラのバッグにいたっては、額に引っかけているから滑って落ちてくるとそのまま僕の首が絞まる悪魔仕様。


    「寝坊したのは誰だっけぇ？」


    　前をぷらぷらと歩くビスコが、ちらりと振り返って言う。つばのある帽ぼう子しが涼しげだ。あんなもの持ってたんだ。足下はピンクのミュール。これも見たことない。なんだろ、今日のビスコはいつもと違う（僕をいたぶろうとするところはいっしょだけど）。ていうかいつもと違うのをアピールするなら、僕に優しくしてくれたほうがはるかに効果的ですよ？


    　今日から僕らは、あかりちゃんのお祖じ父いさんの家へ遊びに行く。


    　三泊四日。三泊ですよ！　お泊まりです！　まぁ……ほんとうならあかりちゃんとふたりきりがよかったけど。


    　僕があかりちゃんに誘われたことを白状すると、意外なことにビスコもエリスもふたつ返事で「行く」と言ったのだ。予想通りカルラもビスコについてきた。


    「な、なんだよデモン」


    「え？」


    「こっちじろじろ見て」


    　言いながらビスコは自分の帽子とミュールに視線をやった。うん、だいぶ気に入ってるみたいだ。


    「や、なんかビスコが──」


    　言いかけると、ビスコがすごい勢いでこっちを見た。え、なに？　なんなの？　その期待を込めた視線。僕の発言になにを期待しているの？


    「──えぇっと、楽しそうだなぁって思って」


    「ば、バカッ、楽しいわけねーだろ。あたしはただ、アンタがぼろを出さないよう、見張らなくちゃいけないだけだっての。あかりに、悪魔のことバレないようにって」


    「悪魔がわざわざ真夏の日差しの下に出てこなくても……。いつも夏は『クーラーのない世界なんて考えられねーよなぁ』って言いながらレンタルＤＶＤとか見てるじゃないか」


    「そんなことねーし。あたし海とか大好きだし。アウトドア派だし。……っていうか、言うことそれだけ？」


    　言いながらまたビスコはちらりと足下を見る。唇くちびるを尖とがらせて。


    　ははーん。わかったぞ。


    「ビスコ、僕が気づいてないと思った？　──そのミュールじゃ海は歩きにくいと思う。バッグにスニーカー入ってるんだろ？　だから、重いんだ」


    「…………」


    　え？　なんでビスコさん「この世から消えろよウジ虫野郎」みたいな目で僕を見るの？


    「──ほんと、デモンはボケナスですね」


    　僕の背後でため息まじりのカルラの声。日ひ傘がさを差している。あかんべーをしているネコがプリントされたＴシャツに黒のスカート。毎度思うけど、どこでそんなアバンギャルドなＴシャツ手に入れるんだ。


    「僕のどこがボケナスなんだよ」


    「その身体の一部分、強しいて言うなら頭のてっぺんからつま先までですね」


    「一部分じゃなくて全部だからね、それ」


    　やがて坂のてっぺんまでたどり着く。あと少し。


    　見下ろす先に、線路が見える。銀色の車体が太陽を反射しながら駅のホームに滑り込んで、去っていく。


    「あ──」


    　駅前のロータリー。そこに待つふたりの女の子。


    　あかりちゃんとエリスが、こっちに気づいて手を振った。


    　東とう鈴りん中学校映画部、全員集合だ。


    



    



    　電車内は冷房が効いていて、汗ばんだ肌に気持ちよかった。


    　空席は多少あったけれど、僕らは円になって立っていた。


    「まったく非常識ですわ。いくら男性だからとはいえ、デモンに荷物を全部持たせるなんて」


    　僕の代わりに怒ってくれているエリスはほんとうにいい人だ。うちの悪魔にも見習って欲しいところ。


    　ていうか──エリスの私服姿ってなんかレアだ。


    　柄物のＴシャツの上から、白のシャツを引っかけている。派手すぎない花柄のスカートを穿はいていて、エリスの脚の長さがよくわかる。すげぇ、あんなに高い位置に腰があるよ！　いつもよりもずっと大人っぽいなぁ。


    「デモンが寝坊するのが悪いんだっつう──ですよ。デモンはほんっと、朝に弱いから」


    　あかりちゃんの前だから、ビスコがあわててキャラクターを修正して苦笑いする。優等生キャラだ。


    「デモンくん、そんなに朝寝坊さんなの？」


    　きょとんとした顔でたずねてくるあかりちゃん──あかりちゃんは制服姿もかわいいけど、私服もすばらしいよ！　ここは力説したい！


    　白のワンピース。くるぶしの上までで、長い。これで麦わら帽ぼう子しでもかぶせたら、夏のテレビＣＭとかに出てきそうなほどだよ。ホームで電車を待っているときも、電車に乗ったときも、あちこちから視線を感じたのはあかりちゃんがいるからだよねー、うん。


    「僕、朝はあんまり強くないんだよね……」


    　まぁ僕は吸血鬼と人間のハーフだしね。朝からバリバリ活動的だったらそれはそれでどうなんだ、という。


    「でも、あかりちゃんの服見たら目が覚めちゃった」


    「ありがとっ。この間買ったの！」


    　はにかんだあかりちゃんの笑顔。かわいいっ！　かわいすぎる！　かわいすぎて食べちゃい──いやいや、そういう表現はまずいって。僕が言うとシャレにならない。


    「ねぇねぇ、あとどれくらいで着くですか？　カルラそろそろ立ってるの疲れたですけど」


    「そうですわ。わたくし、あまり調べてこなかったのですけれど、七なな竈かまどさんのお祖じ父いさまのお住まいは、どんなところですの？」
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    　ふたりからの質問にあかりちゃんが答える。


    「説明しなきゃだよね。でもね、とりあえず次の駅で降りよっ」


    「おおっ、もう着くですか？」


    　次の駅で降りられるとわかってカルラが喜んだのもつかの間。


    「そこから私鉄に乗り換えるんだっ。その先の終点でバスに乗り換えるんだよー」


    　そして顔を見合わせる僕ら四人（あかりちゃんのぞく）。


    　……何時間かかるんだ、それ。


    



    



    　私鉄に乗り換えると、電車内は一気に空すいた。


    　わーいと先に乗り込んだカルラがボックス席の窓まど際ぎわを占領。


    　やれやれとその向かいにビスコが腰を下ろすと、あかりちゃんがそういえば五人だったねぇと気がついて言う。ボックス席は四人がけだからね。


    　デモンはわたくしと座りましょう、とエリスに通路を挟はさんで反対側のボックス席に引っ張られそうになる。すると、もう一方の腕をつかまれた。そこには笑ってるけどキレてるときのビスコの顔があった。


    「ブリュンヒルドさんはあかりさんと座ったらいいでしょう？」


    　と、ビスコ（それは人間チームと悪魔チーム的な意味で）。


    「それならデモンもこっちですわね」


    　と、やり返すエリス（僕は人間チームでしょ、とプレッシャーをかける意味で）。


    　通路の真ん中で、どうしようもなく突っ立っている僕と、左右に引っ張る悪魔と退魔士エクソシストという構図──と、そんなことをやっているうちに電車が動き出す。


    　ガタンっ。


    「わっ!?」


    　大きく揺れて、エリスもビスコも僕の腕を投げ出した──ってひどい！


    　僕の視界が回転して、って、あ、あ、あ、ああああああっ!?


    　通路の真ん中、ばたんと仰向けに倒れる僕──。


    「ふごっ!?」


    「きゃっ！」


    　っつぅ～、ぶつけた、ぶつけたよ後頭部！　床に！　目の前に星が散る。


    　目をぐっと閉じて、ぱっと開く。起き上がろうとして視界がはっきりしたときに見たのは、


    「──ぱん」


    　つ？


    　僕をまたいでそそり立つ二本の脚。ていうかエリスはこっちに傾いた勢いで、倒れた僕をまたいで立っているのだ。脚なっげぇ！　その先にはスカートに隠されているはずの──。


    「きゃぁっ!!」


    　こちらに背を向ける形だったエリスがあわてて両手でスカートの裾すそをつかむ。う、うう、でも僕の目にははっきりと映ってしまった。うっすらとピンクがかっていて、シルクというか表面はなめらかで、紫むらさきを混ぜたような濃いめのピンクのラインに、同色でひらりとしたヒモなのかリボンなのかがぶら下がってて小さい花の模様が──ってうわああああ、僕はなんで今この状態でエリスのあれを反はん芻すうしてるんだ!?　今はこの状況をなんとか抜け出さないと！


    「あ、あのあの、エリス、お願いだからゆっくりとその場から離れて」


    「この、この状態で動けませんわっ」


    　両目をぎゅっと閉じて真っ赤になっているエリス。ぷるぷると震ふるえるエリスの両りよう膝ひざ。そうだ、僕が顔を抜けばいいんだ！


    「わ、わざとじゃないんだ、あ、あの、僕今から頭を抜くから──がぁ!?」


    　不意に視界が真っ暗になると同時に、頭に衝撃が走った！


    「ごめんー、踏むつもりはなかったんだけどー」


    　ビスコの棒読み。うっ、く、ビスコ！　今の僕、悪くないだろ！　ていうか顔を踏まないでよ顔を!?
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    　その間にエリスがボックス席に飛び退のき、僕がふらつく頭を抱かかえて立ち上がるころには、あかりちゃんがものすごく困ったように言った。


    「デモンくん、ほんとに朝寝坊さんなんだねぇ。足元ふらふらしてる」


    　違うよ!?　倒れたのは別に僕が悪いわけじゃ──と言おうとした。言いたかった。


    　ぽん、と肩を叩たたかれた。ビスコがひやりとする声で言った。


    「ひとりで座っててくれるかな」


    　……はい。


    　僕はうなずいてもうひとつのボックス席に向かおうとした──のだけど。


    「ぐー……すぴー………………」


    　カルラが座席に転がって盛大に眠りこけていた。


    



    



    　車内が、がらっがらに空すいているのをいいことに、そこのボックス席はカルラと荷物に占領させて、僕ら四人は反対側のボックス席に座った。


    　逃げるようにエリスは、僕と対角線上の窓まど際ぎわ。僕と視線が合うと、ぷいっと窓を向いてしまった──ちょっとだけ、ほおを赤くして。ううう、さっきのはしょうがないじゃないか。


    　退魔士エクソシストの隣に座りたくないのか、ビスコはもう片方の窓際だ。僕はビスコの隣、通路側に座らされる。正面にはあかりちゃんが座った。


    「デモンくん、アメなめるー？」


    　あかりちゃんが小さいバッグからごそごそとパッションフルーツのアメを取り出した。


    「あ、うん、もらおうかな」


    「はい、あーん」


    　え？


    　あーん？


    　凍りつく僕──だけじゃなく、ビスコもエリスも。


    「あ、じょ、冗じよう談だんだったんだけど……ごめんなさい」


    　僕らの様子に気づいて、あかりちゃんが肩をすくめる。


    「だ、だ、だ、だよね!?　い、いやーははは」


    　アメを受け取って、僕はぽいっと口の中に放り込んだ。な、なんか、ボックス席だからあかりちゃんとの距離も近いんだよね。膝ひざ先が、電車のがたんがたんいうタイミングで軽く触れるというか……だからそういう冗談はシャレにならないというか……。


    　っていうより、膝先どころか、肘ひじとか腕とか触れてる隣のビスコさんが殺気立っていらっしゃる。ってどうして!?　顔がマジなんですけど!?


    「デモン、ガム食べる？」


    　ビスコが言った。


    「あ、今アメもらったばかりだから、あとで──」


    「はい、あーん」


    　むごぁ！　ビスコさん、口閉じてる僕に無理矢理ガムを押し込まないで……。


    「デモン、マフィン召めし上がります？」


    　はす向かいからエリスが言った。エリスまで！　止やめて──っていうかマフィンて!?　と思ったら別にエリスは口に押し込んでくるわけではなかった。よかった。パン……ツのことは怒ってないのかな。っていうかすぐに「何かされる」って思う自分が切ない……。


    「すごい。手づくり？」


    　あかりちゃんがエリスの手元をのぞきこみながら言う。ハンカチに包まれた小さなバスケットケースには、マフィンがいくつか収められていた。


    「ええ、焼きましたの──と言いたいところですが、退魔士エクソシスト仲間の『マフィンのお姉さん』からいただきました」


    　マフィンのお姉さん？　また妙な退魔士エクソシストが出てきたな！


    「へぇぇぇ、おいしそう！　あの、私──」


    「ええ、どうぞ、七なな竈かまどさんも召し上がってください」


    「ありがとう！」


    　ぱぁっと顔を輝かせてあかりちゃんがマフィンを口元に運ぶ。


    「ん、むむ、んん…………おいし～っ！」


    　一口かじったあかりちゃんが、ほおに手を当てて叫ぶ。


    「デモンもどうぞ」


    「あ、う、うん……いただきます」


    　アメがそろそろなくなりそうだったので、僕はマフィンを手に取った。今朝焼いたのだろうか、甘いにおいがとってもいい。


    　ぱくり、と食べる。


    　ふわっと口の中でほどける生き地じ。甘すぎず、けれどしっかり甘い。


    「う、うまい……」


    「でしょう？」


    「…………」


    　隣で、僕の様子をまじまじと見つめているビスコ──ああ、ビスコも食べたいんだね！　そうだよね、ビスコも甘いもの大好きだもんね！


    「……はい」


    　するとエリスが、目を合わせないようにビスコにバスケットを差し出した。


    「…………」


    　ビスコは驚いたようにバスケットを見て、エリスを見て、それから僕を見て──ああ、闘ってる、闘ってるよ！　ビスコのプライドが、退魔士エクソシストの焼いたマフィンを食べていいのか？　マフィンごときで悪魔が懐かい柔じゆうされていいのか？　って葛かつ藤とうしてるよ!!


    　僕はビスコの耳元でそっとささやく。


    「……ビスコ、ここで断るとあかりちゃんが不思議がるから」


    「……わかってるよ」


    　ビスコはそろそろと手を伸ばすと、マフィンをつかんだ。


    　僕らが注目するなか、僕にだけ聞こえるくらいの小さい声で、


    「……しょうがなく、だからな」


    　言ってから、ぱくりとマフィンを食べた。


    「────」


    　うおお、すげぇ、一瞬でビスコの瞳ひとみがきらきらした！


    　それに満足したのか、エリスはあかりちゃんにこれから行く町のことなんかを話しかけた。


    　そこからは話が弾はずんだ。ボックス席の窓まど際ぎわに取り付けられた小さいスペースにペットボトルのお茶を並べ、お菓子を食べては話をして。


    　気づけば電車は町中を飛び出して、田んぼや山の見える辺りを走っていた。


    　森に入ったとき、一度大きく揺れたことがあって。


    「きゃっ」


    　そのときたまたま、ペットボトルを取ろうと腰を浮かせていたあかりちゃんが、前のめりになって、僕のほうに倒れてきたのだ。


    「むにゃっ!?」


    　思いっきりあかりちゃんの身体からだが僕に衝突して──いや、鼻先をかすめたくらいだった。


    　うん、鼻先にちょっとぶつかったくらいだった。


    　む、胸が……。


    「う、うー、ご、ごめんなさい、デモンくんぶつかっちゃった？」


    　僕の頭の後ろ、座席の背にあかりちゃんは手をついて、体勢を戻しながら言う。


    　僕はと言えば──今この瞬間に起きたことを把は握あくするだけで精一杯だった。


    　迫ってきたんだ、胸が。


    　で、うん、鼻先だけだった。鼻先だけだったけど、あかりちゃんの、なんか甘いにおいとともに、ぼよん、っていうか、ぷにゃん、っていうか、そんな感触が鼻に……。


    　あの、さ。


    　どうして……どうして胸ってあんなに柔やわらかいんだろうね？　これって哲学的なテーマじゃないか？


    「デモンくん？」


    　怪け訝げんな顔で聞かれ、


    「ダイジョウブデス」


    　僕は二オクターブくらい甲かん高だかい声で返した。


    「デモン、ほんとに大丈夫？」


    　隣ではビスコが心配そうな顔で──、


    「!?」


    　──痛いたあああ！　ビスコさん！　なんですか、なんで僕の横腹をつねるのですかァー!?　痛いから！


    　違うんだ、ビスコ、違う！　僕はなにもしてない。僕はただ、女の子の胸の柔らかさについて、論文のひとつでも書こうかと思っただけなんだから！


    　なんか、旅行に来ているのに完全にいつものパターンだよ……。


    　と、そのとき、


    「あぁっ!!」


    　隣のボックス席で、カルラが飛び起きる。


    　叫ぶのも無理はなかった。だって、そっちの窓いっぱいに──、


    「海です──!!」


    「海!?」


    「わぉっ、日本の海ですわ！」


    　使い魔も退魔士エクソシストも、いっせいに立ち上がる。


    　僕もあかりちゃんも立ち上がっていた。


    　窓の向こう、ちょっと行った先に広がる海。ときどき、びゅんびゅんと木々が通り過ぎる以外は、見晴らしは最高だった。


    　太陽の光をめいっぱい浴びて、海面がきらきら光っている。


    　僕ら五人は一瞬、言葉も忘れてその様子を見つめていた。


    　気がつくと車内アナウンスが、そろそろ終点の駅に着くと告げていた。


    　電車が停車して、ドアが開くと真っ先にカルラが飛び出していき、それを苦笑いで見送りながら僕らも駅のホームに降りる。


    　熱気とともに、潮しおの香りが鼻をついた。


    



    　　　　　　３


    



    　それからバスに揺られること三十分。海はいつのまにか見えなくなって、山道の木ばかりの風景がゆっくりと窓の外を過ぎていく。電車でも座りっぱなし、バスでも座りっぱなしで身体からだのあちこちが痛かった──まぁ、僕の身体は吸血鬼の血を引いているから、傷とか痛みとかはすぐに治っちゃうんだけど。


    　降りたバス停は、スギの木立の真ん中だった。見渡す限りスギ、スギ、スギ。見上げれば、林の切れ目は道に沿って空色の線を描えがいている。


    　バス停の脇、小道を歩いていく。緩ゆるやかな登り。


    　心なしかみんなの口調も少なくて。気温も高いし、バッグを肩に担かついで身体からだは熱くて──でも、わくわくが止まらなくて。


    　坂を登り切った先頭のビスコが、


    「わぁっ──」


    　歓声を上げた。


    　そこから先は長い下り坂。斜面に沿っていくつもの畑が見える。


    　道は集落につながっていた。


    　集落の先に、見えた。


    　左右からせり出す大地。入り江のような形状。


    　青い、青い海。


    　そこには白い砂浜があって。


    　水面は、太陽を反射してきらきらしていた。


    「みんなっ、私の田舎いなかに……ようこそ！」


    　あかりちゃんが、ちょっとだけ照れくさそうに、でも、とっても誇らしげに言った。


    



    



    　じりじりと蝉せみ時雨しぐれ。


    　あかりちゃんのお祖じ父いちゃんの家は、集落から若じやつ干かん離れたところにあるみたいだ。右手に流れる小川は昔ながらの姿で、あぜ道には草が生おい茂っていた。今でもこの水を農業に使ってるんだそうだ。


    　舗装されていない道。


    　左手はナスの畑だ。今が旬しゆんのナスが、みっしりと実ってる。


    「あっついな～」


    「あっついですー」


    　前を歩くビスコとカルラは、そう言いながらも顔は笑っている。僕だってそうだ。なんだろうね、この、ドキドキが止まらない感じ！　これからすっごく楽しそうなことが待ってる、っていう予感！


    「あそこだよ」


    　僕の隣に来たあかりちゃんが指さした。


    　垣かき根ねで囲まれた家。結構な広さだけれど二階がない、平屋だ。黒い屋根瓦がわらもこの強い日差しで半分白っぽく見えた。


    　日本家屋っていうんだろう。よくよく考えてみたら、僕、旅館以外でこういう家に入るの初めてかもしれない。


    　玄関は横開きのガラス戸で、すっかり開いていた。


    「おぉっ？　あれ、飼ってるです？　ペットです？」


    　カルラが聞いたのは庭にいた──うお、ニワトリだ！　庭をふつうにニワトリが歩いてるよ！　茶色と白いのと、あわせて四羽。歩いてはしきりにクチバシで地面をつっついてる。


    「うーん、ペット、なのかなぁ。毎朝あの子たちが卵を産んでくれて、それを食べたりするから──家畜？」


    　あかりちゃんが困ったように言うと、僕の後ろでエリスが、


    「うぅ」


    　と小さくうめいた。


    「どうしたの？」


    「い、いえ……なんというか……リアルですわね。わたくし、外食が多いものですから」


    「そうなの？」


    　そう言えば、と僕は気がつく。


    「エリスって家族といっしょに住んでるんじゃ」


    「違いますわ。わたくしは一家で退魔士エクソシストですから、バラバラですのよ」


    「そうなの!?　それって、なんていうか……大丈夫なの？」


    　家族でバラバラってなんか寂しいよね。あ、いや、うちの両親もヨーロッパのどこかにいるんだった。


    「問題ありませんわ。生活費は退魔士エクソシスト協会から支給されますし」


    　そういうことを言いたかったんじゃないんだけど……。


    「ところでデモンの家では──デモンが料理をしますの？」


    「ううん。ビスコがやってくれるよ」


    「……そうですか。デモンの食事はサキュバスが……」


    「？」


    　エリスはつぶやきながら家へと入っていく。どうしたんだろ？


    「お祖じ父いちゃん、着いたよー」


    　玄関へと入ると、あかりちゃんが中へと声をかけていた。


    　僕ら五人が入っても、玄関のスペースにはまだ余よ裕ゆうがあった。うわあ、広いなー。


    　あかりちゃんが何度か呼んだところで、廊ろう下かの左側からヌッと人影が現れた。


    「お祖父ちゃん！」


    　農作業中だったのか、首から手ぬぐいを垂たらしてるような格好なんだけど──とにかく眼光が鋭い。ていうか目つき怖い。つるりとした頭は赤みを帯びていて、顔はしわだらけだ。そのしわだらけの顔に、らんらんと光る両目。


    　これが、あかりちゃんの、お祖じ父いさん。


    「……ようやく来たか」


    「お世話になります」


    　あかりちゃんがぺこりと頭を下げたので、僕らはあわてて頭を下げた。僕だけじゃなく、ビスコやエリスもお祖父さんに気け圧おされたみたいだった。カルラだけはすでに靴くつを脱いで上がってるけど──ってカルラ待てぃ！


    「好きにすりゃぁいい。わしゃ、まだ野良仕事が残っとる」


    　お祖父さんはそう言うと、ぷいっと奥へと消えていく。


    　ぼうっとして見送る僕らに、あかりちゃんが言った。


    「それじゃあ荷物、中に運んじゃおう。部屋は──」


    「あ、あの、あかりちゃん」


    　僕はあわてて言った。


    「お祖父さん……その、ちょっと怒ってたり、した？」


    「ううん、そんなことないよー。いつもあんな感じだよ？　お祖父ちゃん、いつもは素そっ気けないけど、とってもかわいいところがあったりするんだよ」


    「か、かわいい……？」


    　あかりちゃんがそう言うなら平気かな。それにしても目つきの鋭い人だけど。


    　お祖父さんの目──あれが、ただ目つきが鋭いだけじゃないことを、僕は後で思い知ることになる。
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    　七なな竈かまど善ぜん次じ。それがお祖父さんの名前。お祖ば母あさんはあかりちゃんが生まれる前に亡なくなっていて、ひとりで暮らしている。集落には親しん戚せきがいるらしいけど。


    　父方のお祖父さんで、年に一度くらい、あかりちゃんはこうして帰省しているのだとか。


    　ただどうも──あかりちゃんははっきり言わなかったけれど、あかりちゃんのお父さんとの親子仲はそんなによろしくないみたい。


    　荷物を客間に入れてから、あかりちゃんに連れられて家の中を回ってみた。


    「ここが台所だよ」


    　居間から廊ろう下かを挟はさんで反対側に台所はあった。広い。うちの三倍くらいある。


    　壁かべ際ぎわに、お米、醬しよう油ゆ、酒なんかが並ぶ。冷蔵庫も大きい。


    　調理場からそのまま土ど間まに降りられるようになっていた。土間は勝手口にもなっていて、そこには、畑で収穫したのだろうトウモロコシ、スイカ、ナスなんかがカゴに積まれていた。


    　畑で獲とったのをそのまま食べられるんだ！　そんなの僕、初めてだよ！


    「ここでのご飯は、お祖じ父いちゃんも、他の誰も作ってくれませんっ！」


    　とつぜん、あかりちゃんが胸を張って言った。


    「え？」


    「私たちが、みんなで作るんだよ」


    　あ、そっか。自じ炊すいってわけだね。


    　あかりちゃん的には、お祖父ちゃん孝行の意味もあるのかな。


    「ん……？」


    　ってことは。


    　おおおおおおおおお!!　滞在中ずっと、あかりちゃんの手料理が食べられるってことじゃないかよぉぉぉぉぉ!!


    　やばい、俄が然ぜんテンション上がってきた！　ガッツポーズとっちゃうよ！　願わくは、いつかみたいに変なニンニクジュースとか作らないで欲しいけど！


    「あら、それはいいですわね」


    　するとエリスがあかりちゃんに言った。エリス……って料理できるんだ？　さっき、外食ばかりって言ってなかった？


    「……へぇ、退魔士エクソシストがねぇ」


    　ぽつりと言ったのはビスコだ──って、怖い、ビスコ、目が怖いよ！　別に退魔士エクソシストとか悪魔とか、夕飯になんの関係もないんだから！


    「……ふぅん、トウモロコシがねぇ」


    　トウモロコシを手に、ぽつりとつぶやくカルラ──あのね、ビスコの真ま似ねをするのはいいけど、まったく意味不明だから。


    「それじゃあ、外も案内するね」


    　あかりちゃんに促うながされて僕らは外に出た。


    　家の裏手には納な屋やがあって、そのすぐ横を用水路が流れていた。奥には大きい蔵くらがふたつ、白い蔵と黒い蔵──蔵を持っている家はお金持ちとか聞いたことがあるけど、七なな竈かまど家けはお金持ちなんだろうなー。


    　家の裏手は山に沿った斜面になっている。畑が続いていて、農作物の向こうにひょこっとお祖父さんの姿が見えた。


    「昔は牛も飼ってたんだよ」


    　あかりちゃんはまぶしそうに目を細めながら言った。そこには、コンクリートの小屋があるきりで、中にはなにもいなかった。


    　鉄てつ扉ぴは開かれていて小屋の奥まで見渡せる。ぷうん、と草の枯れたにおい。


    「どうして飼わなくなっちゃったの？」


    「んー、お祖じ父いちゃんひとりじゃ世話しきれなくなった、って聞いたよ」


    「そっか……」


    　不思議だった。僕はここに来るの初めてなのに、なんだか懐なつかしい感じがする──。


    　僕の横で、あかりちゃんもじっと、小屋を見つめていた。


    　──あれ？


    　今……あかりちゃんの目の色が、違ったような。


    　あかりちゃんの目は髪と同じ黒なんだけれど、今、紫むらさき色に──アメジストのような深い輝きを持っていたように見えた。


    「気のせい……かな」


    　僕が首をかしげたときには、あかりちゃんはすでに先を行くエリスの隣を歩いていた。


    　パシャッ、と音がしたのでなにかと思えば、カルラがデジタルカメラで写真を撮っていた。


    「そんなの持ってたんだ？」


    「はい。カルラが発明したです」


    「え、そのカメラを？　すごい！」


    「ウソですけど」


    「…………」


    「デモン、すでに販売されているものを発明してもしかたないとは思わないですか？」


    　それはそうかもしれないけど、さらっとそんなウソつくなよ！　なんの意味もない！


    「デモンくーん、行くよ？」


    　あかりちゃんに呼ばれ、カルラとともに急ぎ足。


    　僕らはそれから、集落へと向かった。


    　歩いて十分ほどの距離。けれど、暑さに汗がだらだら出てくる。


    「海に行くなら明日だね」


    　と、あかりちゃんから、胸躍るような提案。今、海に入ったら気持ちよさそうだなあ。


    



    



    　集落には、小さいながらも、スーパーがあった。入った途端、ひゅうーと身体からだが涼しくなる。おぉー気持ちいい……。


    　あかりちゃんが、カゴを取ってくるねと僕らから離れていく。


    「今日はなにを作りますの？」


    　エリスが言うと、ビスコが、


    「カレーなんかが簡単でいいんじゃねー？」


    「カルラ、カレー好きです。辛さは激辛ですか？　超辛ですか？　絶辛ですか？」


    　選択肢があるようで狭いな！　ていうか絶辛ってなんだよ。食べると死ぬの？　辛すぎて絶命するの？


    「カレー……」


    　きょとんとしているエリスに、ビスコがにやりとして言った。


    「あー、そこの退魔士エクソシストはドイツ出身だから、カレーなんて作ったことないだろ？　あたしが作るから、指くわえて眺めててくれればいいから」


    「そ、それくらい作れますわ！　カレーは、わたくしの作る料理三種類の中でもトップクラスの得意料理ですわよ」


    　三種類の中でトップクラスって。残りのふたつを聞いておきたいところだよ。


    　エリスって料理は不得意なのかな。


    「へー、どんなカレーが作れんの？　デモンはチキンカレーが好きなんだけど」


    　ビスコが応おう酬しゆうする。こういうときのビスコはひたすら底意地の悪いモードだ。いっしょに暮らしている僕が言うんだから間違いない。


    　ていうかチキンカレーが好きとか言ったことないけどね。たぶん腰抜けって意味でチキンって言葉を使ってるだけだと思う──ってさりげなく僕をバカにしてないかい？


    「チ、チキンカレーもかなり得意ですわ」


    「ああ、だからさ、どのカレーが一番得意なんだ？」


    　ビスコの攻撃にエリスが僕に救いを求めるようなまなざし。


    　エリス、無理しなくていいんだよ……そういう意味を込めて、僕は首を横に振った。


    　するとなぜかエリスは、うん、とうなずいた──逆効果かよ！


    　僕から視線を離すと、ビスコを見返した。


    「わたくしは──」


    　エリスは言った。


    



    「ボン●レーが得意ですわ！」


    



    　………………。


    　しーん。


    　さすがのビスコも、これには凍りついた。


    　僕もだよ。時間が止まったんじゃないかって思ったよ……。


    「あれ。どうしたの？」


    　そこへ、買い物カゴを載せたカートを押して、やってきたあかりちゃん。


    「……っく、くく」


    　ビスコは顔を両手で覆おおうとしゃがみ込んでぴょんぴょん跳はねた──笑ってる。超笑ってる。ほんとは笑い転げたいところだけど、あかりちゃんの手前、必死でこらえてるってところだ。


    「…………」


    　エリスは──あ、気づいてる。やっちまった！　って顔してる！　空気を察したんだね。踏んじゃいけない地じ雷らいを踏んだことを自覚したんだね……！


    「あ、あのさ！」


    　僕は思わず口を開いていた。フォローだ。フォローしないと！


    　と思っていたら、


    「そうなんですかー。ブリュンヒルドさん、ボンカ●ーが得意なんですねー」


    　ニヤニヤしながらビスコが言った。いまだ状況を理解していないあかりちゃんの手前、優等生モードで。


    「そ、それくらいたいしたことありませんわ。三分とかかりませんもの」


    「すごーい。どんなふうにゆでるんですか？」


    「え、ええ、ええっと、ただゆでるだけではありません。わたくし、ワインで煮込みます！」


    　エリス、それはいわゆる「墓ぼ穴けつ」ってやつだよ！


    「へぇ～ワインですか！　すごい！」


    　腕を組んで、つんとすましたエリス。


    「ふ、ふんっ、そんなのドイツでは常識ですわ」


    「まあ、なにでゆでてもレトルトだから味なんて変わらないですけどねー」


    「ええ、なにでゆでても──」


    　凍りつくエリス。


    「ワインでゆでたところで、パック越しに味が伝わるわけないじゃないですかー」


    　ニヤリとするビスコ。


    「……こ、この、悪」


    「ノー、エリスさん！」


    　僕はエリスの口をふさいでビスコから遠ざける。ダメ、あかりちゃんの前だから悪魔発言はダメっ！


    　あああ、もう、あかりちゃんがちょっといないとすぐにこれだ！　ていうかなんか、ビスコのエリスへの敵対心が強くなってないか!?


    「え、えーっと……？」


    　僕らの様子を見て戸と惑まどうあかりちゃん。


    「カルラはどんなカレーでも辛ければ大好きですー」


    　そしてまったく空気を読まず、激辛とうがらしを両手一杯抱かかえてきたカルラ。


    　どうなる、カレーライス……。
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    　畑の野菜があるから、買うものは少なかった。肉はカルラの希望でポークにしたけれど、基本は野菜カレーだ。


    　ふとエリスがいないのに気づいて、僕はカートをカルラに任せて捜しに行く。するとエリスは、離れた通路に立ちつくしていた。


    　手に取ったなにかを見つめている。それは例のレトルトカレーだった。


    「……なにを使って煮込んでも、味が変わらない……」


    「エリス？」


    「!?」


    　僕に気づくと、あわててカレーを棚に戻す。


    「どうしたの？」


    「ど、ど、どうもしませんわっ。さあ、行きましょう」


    　どうもしないわけないだろうに……さっきのこと、気にしてるんだろうな。


    「ねえ、エリスさ」


    　僕は言った。


    「そんなに気にしなくていいと思うよ。ビスコが意地悪なのは……知ってるでしょ？」


    　まあ、意地を張ったエリスも悪かったと思うけど。


    　するとエリスはためらいがちに、


    「……デモンは、料理のできる女性のほうに魅力を感じますか？」


    「だから気にしなくても──」


    「わたくしは」


    　きゅっ、とエリスは両手を握りしめた。


    「わたくしは、エリス＝ブリュンヒルドは、黒くろ羽ば弟で門もんの婚約者です」


    　それは、なんというか、うちの父親が勝手に話をつけてきてしまったことというか……って言いたいところなんだけど、なんだかそれもエリスを傷つけそうだと思った……。


    「それにわたくしは、言いましたわ。負けません、と……あの意味は、わたくしが誰にも負けないということです」


    　僕は思い返す──うちの中学校で、映画撮影が行おこなわれた日。


    　たしかにエリスはそう言った。


    「そんな、大げさな」


    「大げさではありません。わたくし、ウソは申しません。少なくとも誰にも負けたくないという意志は持っているんですの。ですから、今は料理が未熟でも、いつかは……」


    　まるで自分に言い聞かせるように、力を込めてエリスは言う。それから、はっと我われに返ったように僕の様子をうかがう。


    「……わたくし、負けず嫌いですか？」


    　僕は笑って、


    「うん、とっても」


    　と答えた。


    　ほんとうに負けず嫌いだ。困るほどに。


    「でも……負けず嫌いなほうが、エリスらしいと思うよ」


    　僕の言葉を聞いて、ほっとしたようにエリスは胸をなでおろした──と思うと、すぐに強気な口調で、


    「退魔士エクソシストとしては、悪魔に負けるわけにもいきませんしね！　ま、まあ、今の時点でも別に負けているなんて、これっぽっちも思っていませんわ」


    「はは、うん、そうだね」


    「笑い事じゃありませんのっ」


    「ごめんごめん」


    　唇くちびるを尖とがらせるエリスの、そのほおは赤かったのだけれど──それは言わないでおいた。


    



    



    　帰宅して、台所。


    　流しの前には着替えた女子が三人──つまりそれは、あかりちゃんとエリスとビスコなわけでして。


    　あかりちゃんは白のプリントＴシャツに膝ひざ丈たけまでのパンツ、ビスコは家で見るような、グリーンのＴシャツにホットパンツだ。


    　エリスだけはＴシャツじゃなくて、袖そでを折り返したチェックのシャツにスリムなジーンズを穿はいていた。


    　まあ、服を眺ながめてニヤニヤしてる場合じゃないんだけどね！


    　買い込んだ食材をテーブルに広げると、高々とエリスは宣言した。


    　料理勝負ですわっ、と。


    「そんなわけで、開始されました女同士の料理対決。実況はちっこかわゆいネクロマンサー、カルラがお届けするですよ」


    　完全に傍ぼう観かん者しやを気取っているカルラが、スプーンをマイク代わりになんか言ってる。


    「あ、あの、盛り上がってるところ悪いんだけど……止やめたら？」


    　僕は言ったけれど、ビスコは家から持参したエプロン（って持ってきたのかよ！）を身につけつつ、ふっ、と鼻で笑うだけ。エリスは真剣な面おも持もちで入念に手を洗ってる。


    　あかりちゃんは、困ったように、


    「う、うーん、勝負かあ……」


    　と苦笑い。そのお気持ち、よくわかります。


    　でも、こうやって見ていると、僕の知ってる女子（それもかわいい）が三人、台所に集まって料理を作っている。しかもそれを僕が食べられる！　なんという幸せ展開！


    　──なんだけど、


    「……負けませんわ」


    「……あたしにかなうとでも？」


    　あかりちゃんや僕などおかまいなしに、つばぜり合いを始めるふたり。なんかもう不安。超不安。夕飯はどうなるんだ。どっちが勝とうが負けようが、僕にまで妙なトラブルが及ばなきゃいいけど。僕としては、ただ、あかりちゃんの手料理が食べられるというささやかな望みが満たされればいいのに……。


    「あ、デモンくん。お願いがあるんだけどいいかな？」


    「え？」


    「お祖じ父いちゃんを呼んできて欲しいの──夕飯だよ、って。まだ畑にいると思うから」


    「あ、うん、それは構わないけど」


    「私がほんとうは行こうと思ってたんだけどね」
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    　あかりちゃんがちらりと横目で流しを見る。


    「最初の対決は、ナスのカッティングです！」


    　カルラが煽あおるかたわら、まな板と包ほう丁ちようを二セット用意して、ほんとうに料理対決を始めているエリスとビスコ。


    「……料理の準備、私もがんばらなくちゃいけなそうだから」


    「よ、よろしくお願いします」


    　ふたりがケンカしないように見張る役とか、ほんとによろしくお願いします……。


    



    



    　僕は外へ出た。


    　外は、太陽が西の稜りよう線せんにかかり、暗くなり始めていた。畑のあちこちから虫の鳴く声が聞こえる。


    　吹く風が涼しい。運んでくる、土の香り。


    　家の裏手、畑へと歩いていくところで僕は気がついた。


    　お祖じ父いさん──善ぜん次じさんが、歩いている。


    「あ」


    　声をかけようとしたところで納な屋やの陰に。小走りにそちらへ近寄ると、ちょうどお祖父さんは黒い色をした蔵くらへ入るところだった。


    　ゆっくりと閉まりゆく鉄てつ扉ぴ。


    　外側から呼んで聞こえるかな？　とりあえず行ってみようか……と歩きながら、お昼に見た善次さんを思い出した。


    　うー、なんか怒ってるっぽかったよなぁ。あかりちゃんは「かわいい」なんて言ってたけど、全然信じられないよ。


    　──キサマ、うちの孫まごのなんなんじゃぁっ！　孫につく害虫は駆除せねばならんのう！


    　振り下ろされる草くさ刈かり鎌がま、飛び散る血しぶき──ひぃぃ、ありそう！


    　蔵の前で僕が悶もん々もんとしていると、鉄扉がちょっと開いていることに気づいた。中から光が漏もれている。


    　そうっと、のぞいてみた。


    　中には農作業具やらカゴやらが置いてあるのが見えた。


    　離れたところに、善次さんの背中があった。年代物のタンスの前だ。なにかを手にして、それを見つめてるみたいだけど……写真、かな？


    「……ん」


    　ふと視線を転じて、気づいた。


    　壁に掛けられた巨大な絵──絵、なんだろう。絵、だと思う。水墨画っぽいけど、日本画ってわけでもない。


    　筆によって描かれた、黒と、朱しゆ色だけを使った絵。


    　掛かけ軸じくのように縦たてに長い。中央上部には、朱色と黒が混じり合ったぐるぐると大きな円──太陽……みたいな。


    　そこから湧き出す黒の人影。絵の下のほうには朱色の人影。二種類の人影は戦っているようだ。


    　……なんだろう。


    　ぞくり、と背筋が冷たくなった。


    　圧迫感。呪じゆ術じゆつにでも使われそうな──まがまがしさ。


    「……う」


    　頭がくらくらとする。


    　僕は、ぺたりとその場に腰をついてしまった。


    　どうして？　こんなものがある？


    　あれは間違いなく、悪魔的なものじゃないか？


    「──誰じゃ！」


    　善ぜん次じさんが振り返る。こちらへやってくると鉄てつ扉ぴを開いた。僕は逃げる余よ裕ゆうなんてまったくなくて、ただ善次さんを見上げただけだった。


    　僕を見ると、善次さんは驚いたように、


    「お前さん、なんで……いや、そういうことか」


    「え……」


    　外に出てきて、後ろ手に扉を閉める。手にはさっきの写真をまだ持っていた。


    　ちらりと見えた──赤い、大きなリボンをつけた少女の写真。どこかのホテルのロビー……周りは外国人ばかりみたいだけど、日本ではない？


    　その少女が誰か、僕にはすぐにわかった。


    　あかりちゃんだ。あかりちゃんの、小さいころの写真。


    「……ここでなにをしとった」


    「そろそろ、夕飯だから、呼びに……」


    「…………」


    　善次さんは相変わらずきつい目で僕を見下ろしていた。僕もようやく立ち上がり、のろのろとズボンの尻しりをはたいた。


    「……悪いことは言わん。ここにいる間はおとなしくしておれ」


    「あの……その、別にのぞこうとか思ってたわけじゃ……」


    「ふん」


    　善次さんは鼻で笑った。それは──明らかな敵意だった。


    「この蔵くらには二度と立ち寄るな。次に立ち寄ったら……命の保証はない」


    　へ？


    　命の保証？　こ、殺すってこと？


    　なんでそんな物騒なことを言うの？


    「僕、なにか変なことしちゃいました？　気に障さわることがありましたら、すみません……別に悪気とかなくて、ただ」


    「構わん。もとより信用などしておらん」


    　信用していない──って僕を？　僕、善ぜん次じさんと初対面なのに？


    　戸と惑まどう僕に、善次さんは言う。


    　それは、僕をさらに戸惑わせる言葉だった。


    「お前さんのような悪魔はな」
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    　　　　　　１


    



    　僕が家に戻ると、ビスコはカルラに指示しながらカレーのルーの調整をしてた。あかりちゃんはサラダの準備かな。


    　えーと、料理対決は……？


    　視線を巡めぐらすと、エリスは──居間の隅で正座してうなだれてた。


    　なにがあったの!?　この短い時間で!?


    「エリス──」


    　いや、待てよ、エリスがひとりなら好都合だ。


    　僕はさっきの善ぜん次じさんのことをエリスに話してみようと思った。善次さんはさっき僕を「悪魔」と呼んだ。そしてすぐに蔵くらに戻ってしまったのだ。


    　吸血鬼だと見破られた──そのとんでもなくヤバイ事実に気づいたのは、呆ぼう然ぜんとしていた僕が、それからたっぷり五分ほど蔵の前に突っ立ったあと。


    　やべええええ、バレてる!?　正確には半分悪魔だけど！


    　どうして!?　ていうか、なんで善次さんは悪魔を目の前にして平然としてられんの!?


    　もう一度話を聞かなくちゃ──と思いながら、なんか怖くて結局鉄てつ扉ぴを叩たたけずに僕はすごすごと戻ってきたのだ。


    「エリス？」


    　僕が声をかけると、エリスが顔を上げた。うおお、うつろだ。森もり崎さきジョセフに勝まさるとも劣おとらないうつろな目だ。これは、料理対決の話はしないほうが無ぶ難なんか……当たり前のようにビスコが勝った、ってことだろうし。ビスコ、料理だけはうまいからな……。


    「デモン……？」


    「あ、あのさエリス、大丈夫？」


    「なんともありませんわ！」


    　言うと、がばりとエリスは立ち上がった。うん、なんともなくないよね。


    「えーと、あのー……」


    「べ、別に、わたくしが切った野菜の大きさがまちまちで、それはそれは食べづらい形状であったどころか危あやうくわたくし自身の指を切り落としそうになって包ほう丁ちようを取り上げられたあげく、『ったく……剣だけじゃなくて、包丁の練習もしろよ』と悪魔に呆あきれられたりなどはしませんですわ！」


    　ああ、うん、そんなことがあったのか……。


    「大きなケガをしてなくてよかったよ」


    　僕が言うと、エリスはさっと手を背中に隠した。指をちょっと切ってたのかもしれない、絆ばん創そう膏こうが貼ってあったから。


    「あのさ、とりあえずそれはわかった。僕からもちょっと話したいことが──」


    「デモンくん、お祖じ父いちゃんいた？」


    　ぎくり。背後からあかりちゃんの声。


    「できたよ、カレー」


    　そこへやってくるビスコ。しまった、善ぜん次じさんのことを話せる状況じゃなくなった。


    　食卓に並んだカレー、サラダ、ゆで卵、ナスの素す揚あげ、福ふく神じん漬づけ、冷やしトマト──結構な量だ。


    　ここに善次さんは来ていない。あかりちゃんがさっき、善次さんの部屋にカレーを持って行ったみたい。うん……戻って来てもいつものあかりちゃんだったから、特に悪魔の話なんかはしてなかった……んだと、思う。


    「デモン、グラス持って」


    　ビスコが言った。


    「あ、はい」


    　僕はあわててコーラの入ったグラスを手に取った。とりあえず善次さんのことは後で考えよう。


    「それじゃ──あかりさん、号令をっ」


    「え、私？」


    　ビスコに言われてあかりちゃんが驚いたように自分を差す。


    「ビスコちゃんがほとんど料理作ってくれたのに……」


    「映画部の合宿みたいなものですから。部長で、発ほつ起き人にんのあかりさんが言うべきです」


    　優等生モードのビスコに押されて、あかりちゃんがうなずいた。


    「えっと、それじゃ──私のワガママみたいなものだったのに、みんな来てくれてありがとう。今日は映画の話全然してなかったけどねっ。ビスコちゃんも、カルラちゃんも、ブリュンヒルドさん──エリスちゃんも」


    　言われて、うつむき加減だったエリスがぴくりと顔を上げた。


    「えへへ……言っちゃった。まだ、名前で呼んじゃいけなかったかな」


    　ああ、そっか。エリスは親しくない間柄で「エリス」と呼ばれると即座に否定するんだ。


    　あかりちゃんもそれを知ってて、今まで気を遣つかって「ブリュンヒルドさん」って呼んでたんだよな。


    「……いえ、構いませんわ」


    　エリスは言ってから、ちょっとだけ照れたようにうつむく。


    「わたくしたち……いいお友だちになれるでしょうか？」


    「うんっ！　もちろんだよ」


    　あかりちゃんの温かな笑顔に釣られて、エリスの口元もほころぶ。


    「それからデモンくんも──みんな、これからも仲良くしてね。かんぱいっ！」


    「乾杯」「かんぱーい、です」「乾杯ー」「乾杯ですわっ」


    　僕らはグラスを合わせた。


    　ようやくご飯だ。移動ばっかりだったから、身体からだは疲れてるし、気がつけばお腹なかもぺこぺこだよ。


    　外はようやく暗くなっていて、開いた窓からは虫の鳴き声がうるさいほどに聞こえていた。


    　一口カレーを口に含んだエリスが、うーっ、とうなってから、


    「このカレーの作り方をわたくしに教えなさい！」


    　と言うと、ビスコはひとしきりニヤニヤしてから、


    「どうしようかなぁ」


    　なんてもったいつけてエリスをいたぶる。


    　でも、エリスが立ち直ったみたいで、よかった。それじゃあ僕もカレーを──ぱくっ。ポリッ──ん、「ポリッ」？


    「かれぇぇぇぇぇ！」


    　叫んで思わずのけぞった。かれぇ。超かれぇ！　なにこれ、僕だけ絶辛!?


    「デモン、どうしたです？」


    「い、いひゃ、これ、ちょっと味が」


    　カルラの顔を見て、気づいた。カルラさん、どうしてにやにやしてますか？　手に持っているそのお菓子の袋は……。


    「カルラァァァァ！」


    　入れやがった！　僕のカレーに、激辛スナックを仕込みやがった！　ちくしょー、カルラ、けたけた笑って、もう！


    「もう、せっかくのカレーが台無しだよ」


    　僕はスナック部分を横にどけた。改めて口に運ぶ。


    　そこへビスコが、


    「……味、どう？」


    「うん、いつもみたくおいしいよ」


    　僕がうなずくと、へへ、とビスコは喜んだ。いつもなら「うまいに決まってんだろー」とか言いたいだろうに、今日はあかりちゃんがいるから手加減モードだ。


    　そのあかりちゃんが口を開く。


    「ほんとうはお祖じ父いちゃんもいっしょに食べてくれたらよかったんだけど……」


    「な、なんか怒ってたりした？」


    　あわてて聞いてしまう僕に、あかりちゃんは首を横に振る。


    「ううん、そんなんじゃないよー。ちょっとお祖じ父いちゃん、気むずかしくて。……うん、あのね、みんなだから言うんだけど、お祖父ちゃんちょっと人と違うところがあるの」


    　人と違う──僕らは顔を見合わせた。


    「勘かんが鋭いっていうか……それで昔は事業を成功させてたらしいんだけど、それは自分の手柄じゃないって言って利り益えきのほとんどを慈じ善ぜん団体に寄付しちゃったりね。最後は、事業も全部辞やめて農業に戻ったんだ」


    「へえ……それは確かに変わって──」


    「なんだか、人には見えないものが見えるんだって」


    「ブッ」


    　コーラを噴くところだった。


    　人には見えないものって……悪魔だ!!　ふつうなら幽ゆう霊れいとか思うかもしれないけど、さっきのことを思い出すと絶対悪魔だよ！


    　僕もビスコもエリスも同じことを考えたみたいだ。どよーんとした空気が垂たれ込める。


    　ううう、話したい。エリスやビスコと話し合いたい！　でもあかりちゃんがいるから無理過ぎる！


    　結局、もやもやしたまま食事は終わったのだ。
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    　しかし──。


    　シャワーってさ、すごいよね。


    　……前触れもなくなにをいきなりバカみたいなことを言うのかって感じかもしれないけど、うん、僕はバカかもしれない。


    　あのさ、シャワー浴びるとさ……女の子ってすごくいいニオイがするんだよ!!


    　わかる!?　ただでさえいいニオイのする女の子が、シャワーを浴びることで二・八倍はそのニオイを増すんだよ！　シャワー効果だよ!!　シャワー万ばん歳ざい!!


    　最後にシャワーを浴びたあかりちゃんが、ドライヤーで髪をかわかすまで来るなとビスコに言われて、僕はひとり居間にいた。


    　で、しばらくして荷物の置いてある客間へ呼ばれて──女の子たちの寝る部屋──に、入ったんだ。


    　で、今です。


    　甘い。香りが。部屋中になんか、甘くて、やらかくて、テンションがもりもり上がる成分がちりばめられてる。


    　それに──お、おお、おおおお、あかりちゃんのパジャマ！　うっすらピンクの、ボタンダウンタイプのパジャマ！　ふっくらパジャマを押し上げている胸は──その、なんというかですね、常つね日ひ頃ごろから胸をガードしているはずのアーマーはつけておられないんですかね？　そのアーマーは俗に「ブラジャー」とかいうんですけど。


    　それにいつもは結んでいる髪も、今はばっさり下げてる。ドライヤー使ったとはいえ、ちょっと濡ぬれてる髪。あかりちゃんは布ふ団とんの上に座って、抱き枕まくらのように枕を抱かかえながら僕に微笑ほほえんだ。ああ、神様、もしもいるのなら僕をあの枕に変えて！


    　すると僕の横でカルラが言った。


    「今から枕投げするですよー」


    　ええい、投げるな！　神様が今の願いを聞いて、僕を枕に変えてたらどうするんだよ！


    　カルラはＴシャツにハーフパンツだ。ビスコはＴシャツにジャージという感じなので、たぶんその真ま似ねをしてるんだろう。すげえ見慣れた姿。


    「枕投げとはなんですの？」


    　あかりちゃんに聞いているエリスは──おお……ワンピースタイプのパジャマ。初めて見るよ、こういうの。こんなパジャマ、映画の中だけに存在するのかと思ってたよ！


    　白のワンピースで、胸元と袖そで口ぐちをきゅっとグリーンのリボンが縛っている。まるでお人形さんみたいだ。──ていうかこうして見るとエリスは細いな……。Ｔシャツとかジャージとか愛用しているうちの使い魔は、痩やせてるように見えて、二の腕とかふにふになのに。


    　僕がそんなどうでもいいことを考えていると、あかりちゃんがエリスに言った。


    「えっと……枕を投げる、遊び？　みたいなものかなぁ」


    「枕を投げてどうするんですの？」


    「枕を投げて相手に当てることで、その人の災わざわいを祓はらうという日本の伝統行事なんですよ」


    　にこやかに笑いながら、ビスコがさらりとウソをついた。


    「オォ……」


    　なにか感嘆して、エリスが口に手を当てる。ウソだからね。今のビスコ見たらわかるでしょ？　すげぇ意地の悪い笑みを浮かべてるからね。


    　エリスがサイドスローで枕を投げてきそうなのであわてて止めてから、僕らは円になって座る。夕方に買ったお菓子を広げて、ここからはトランプ大会だ。


    　まずはポーカー。


    　これは勝ち負けがはっきりした。僕もカルラもエリスも、ビスコにこてんぱんに負けた。つーか強つえぇ。めちゃくちゃ強い！　優等生モードで「あらあら、また勝っちゃいました」とトボけつつ、ポーカーに負けた僕らのお菓子を巻き上げるビスコ。まさに悪魔。


    　だけれどそこに、意外な対抗馬が現れた──あかりちゃんだ。


    　あかりちゃんは本気なのか天然なのか、まったく表情が読めないポーカーフェイス。ちなみに言えばトランプの「引き」も強く、瞬またたく間まにツーペア。これはフルハウス行けるぞ──というところでビスコが降りてしまった。


    「その様子だと、スリーカードかストレート……あるいはフルハウスが狙ねらえる手ですね？　私、降ります」


    　大正解だ。驚いて顔を見合わせる僕とエリス──で、そのときに気がついた。


    　ビスコが読んだのはあかりちゃんの表情ではなく、あかりちゃんの後ろにいた僕やエリスの表情なのだ。


    「あかりさん、今度また勝負しましょう……ふたりきりで」


    　ビスコの目がマジだ。うわ、変なところでビスコのギャンブラーハートに火が点ついた。


    　次は大富豪。


    　ここでは僕が十二回連続大貧民で、「デモン、それわざとやってるの？」「そういうフリはツッコミづれぇから止やめろよ……と森もり崎さきジョセフが申しております」「レディーファーストにもほどがありますわ」「で、デモンくん……明日はきっといいことあるよ！」と四者四様のコメントをいただいて終了。


    　次は、黒と赤のカードに分けて、ふたりが向かい合い、数字を積み上げる速度を競う「スピード」をやろうということに。でも、ビスコとエリスのバトルが始まりそうだったので（始まる前からふたりの横に枕まくらが積んである時点でおかしいと思ったんだ。なにに使うんだなにに）早々に終了。


    　トランプに飽あきたころにはカルラがビスコの膝ひざに頭を乗せて寝息を立てていて、なんとなく落ち着いたおしゃべりモード。


    　女の子同士のおしゃべりって、なんか入りにくいんだよね。まぁ僕は聞き役ばっかりだったんだけど……ちょっと気がついたことがあった。エリスもビスコも、ただのおしゃべりではケンカをしないんだよね。や、違うか。そうか。間にあかりちゃんがいるとふたりはスムースに会話できるんだ。


    「学校の裏手に新しくできたケーキショップがあって──」


    　ビスコが言うと、


    「そんなものよく見つけますわね。甘いものばかり食べると太りますわ」


    　エリスが混ぜっ返し、話の流れが不ふ穏おんになると、


    「私、甘いもの見つけるとすぐ食べちゃうんだけど、それからあわてて『運動しなきゃ』って思うんだよー」


    　スッとあかりちゃんが言葉を挟はさんで上う手まく流すのだ。


    「わたくしも、いざというときに体力がないと困りますから運動は欠かせませんわ」


    「へぇー、退魔士エクソシストもジョギングとかするんですかー？　退魔士エクソシストって水すい晶しよう玉だまとかのぞいてインチキくさいこと言う職業かと思ってましたー。あははっ」


    　早速ちくちく言う使い魔がひとり。


    「……それは占い師ですわ。誤解しないでいただきたいのですけど、退魔士エクソシストは──」


    「あっ。私、ジョギングしてて、エリスちゃんと何度か土手ですれ違ったことあるよね」


    　あかりちゃんがエリスの言葉を軽く遮さえぎるように言うと、


    「ええ──そうでしたわね」


    「え、そうなんですか？」


    「そうだよー。ふたりでしばらく走ってから『これで今日のケーキぶんは大丈夫かな』なんて言ったりね」


    「たしかに、ありましたわ。甘いものばかりいただくのもよくありませんもの」


    　エリスは言って、ビスコに挑戦的な目を向けた。


    　うん……うちの使い魔さんは甘いものばかり食べてるね。うん……ついでに言えば最近はお風ふ呂ろ上がりに「……えいっ！」って言いながら体重計に乗ってたりするね。うん……。


    「………………私も走る」


    　暗い目でビスコが言った。


    「ビスコちゃん、十分やせてるよー」


    「そうですわ。持久力が必要というわけでもないでしょう？」


    　にやりとしてエリスが言う。


    「走ります。決めました」


    「そっか。それなら今度みんなで走ろう！」


    　エリスとビスコのふたりなら、そのままケンカになってもおかしくない話の流れなんだけど、やっぱりあかりちゃんがいると丸く収まるんだなぁ。


    　うんうん、あかりちゃんはすごい。


    「デモン」


    「……え？」


    　ぼんやりと考えていたら、三人が僕を見ていた。


    「デモンも走らないとダメ、いい？」


    　ビスコが言う。


    「え、えええ？　いいよー、僕、走るの嫌いだもん」


    「──聞きました？　あかりさん。デモンは将来、どんどん丸くなりますよ。ボールみたいに」


    「えー、そうなんだぁ……でも、それも個人の自由だからしょうがないよねえ」


    「ちょ、ちょっと待って、走らないだけでボールに!?　どんな話の流れ!?」


    「聞いてない人が悪いのですわ」


    「ねー」


    「うん」


    　結託する女子三人。ええええええ。いつの間に仲良くなってるの!?


    　そんなこんなを話しているうちに、夜もすっかり更ふけていた。


    



    



    　そろそろ寝ようか──という流れで、僕は女子の部屋を出た。


    　廊ろう下かを歩くと、蒸むし暑い、じとりとした空気が身体からだにまとわりついてくる。


    　僕の寝ね床どこは、このひとつ隣の部屋だった。


    　そこは四畳半程度の広さで、小さい文ふ机づくえがひとつあるきり。障しよう子じには、月の光が当たっていて部屋は明るい。


    　クーラーなし。窓を開けると蚊かがすごいので、閉めているしかない。


    　生暖かい布ふ団とんにばふっと身体を埋うめると、さっきまでの楽しかった時間がウソみたいだ。


    「ううう……」


    　なんか急に寂しいよおおおおお。田舎いなかは夜が静かだっていうけど、ほんとに静かだ。でも、でもさ、壁越しに隣のきゃいきゃいした女子三人の声がうっすら聞こえてくるんだよ！　悲しすぎる！


    「ううう…………」


    　もやもやしながら僕はひとり、タオルケットを抱かかえて布団に転がった。
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    　翌朝も絶好調なまでに晴れ。


    　誰かが部屋に入ってくるまで僕は爆睡していた。


    「とうっ」


    　なにかがジャンプしたような音だけは漠然と覚えていて、


    「──────ふぐぉっ!?」


    　なんか腹に突き刺さった!!


    「朝ですよ。起きるですよ？」


    　混乱する意識。


    　朝、朝だ、うん、誰かが乗っかってきた──乗っかってきた!?


    「なんで僕に飛び乗るんだよ!?」


    　僕の腹に馬乗りになったカルラがいた。


    「あれぇ？　カルラ、ちゃんと『お兄ちゃん、朝だよぅ。起きないと遅刻しちゃうよぅ』って舌っ足らずな声で言ったですけどねぇ」


    　ウソだ！　一いち文もんの得にもならないウソをついた！


    「お姉ちゃんが、どんな手段を用もちいてもいいからデモンを起こしてくるように言ったです」


    「ああ……ビスコなら言いそう。今何時？　っていうかどいてくれる？」


    「今八時ですよ」


    「わかった。どいてくれる？」


    「ああ、八時二分でした」


    「わかったからどいてくれる!?」


    　別にカルラが重いとかそういうんじゃなくてさ……あの、カルラってスカート穿ばきなんだよね。でもって僕は寝苦しくてタオルケットはねのけてたから、僕のＴシャツの上に、そのまま、座ってるカルラの体温というかですね……太ももの柔やわらかさというかですね……。


    「ははーん、カルラにどきどきしちゃったですね？」


    「ないない、ないから、幼い女の子に欲情とかないから」


    「ムカッ」


    「──びゅんっ!?」


    　ひっぱたかれた！　ワラを束ねた太いなにかで──ああ、森もり崎さきジョセフ！　森崎ジョセフでひっぱたかれた！


    「よーし、それではカルラがデモンを欲情させるですよ」


    　ぽい、と捨てられた森崎ジョセフは、頭から畳に激突した。首がありえない方向に曲がったままその場に逆さかさまに屹きつ立りつして、足がだらんと下がってきて──って怖こえぇ！　こっちを見つめる目のうつろっぷりが半はん端ぱねぇ！


    「ねぇ、デモン」


    　森崎ジョセフに気が行っていたせいだ。僕は近づくカルラの手に気づかなかった。


    　不意に首筋を触られ、ぞくりとした感覚が走る。


    「な、な、な」


    「カルラ、本気出すですよ？」


    　首筋から後頭部に手を這はわせ、カルラの上半身が前まえ屈かがみに、僕の胸に顔を埋うずめる感じで、


    「ややや、それは、カルラ、ちょっとヤバイから！　いろんな意味で!!」


    「くふふふ、よいではないですか、よいではないですか。──ねぇ、お兄ちゃん？　今日はどんな起こし方がいーい？　いつものぉ？　それとも、もーっと激しいのがいーい？」


    　なんだよその不安しか感じさせない選択肢！


    　そのとき、カタンッ、と音がした。


    　廊ろう下かから。


    　カルラの肩越しに、お盆ぼんを落として口元に手を当てている──、


    「あか、り……」


    　ちゃん……。


    「あ、こ、これ、これはね」


    「あの、ご飯できたから、あの……それじゃっ！」


    　廊ろう下かを去っていく足音。


    「あ、あかりちゃ……あかりちゃん待って!?」


    　誤解された。完かん璧ぺきに誤解された！


    「…………」


    　すっ、と立ち上がり、部屋を去ろうとするカルラ。


    「って待てぃ！」


    　その手をつかむ。


    「な、なんですか？　カルラお腹なか空すいたですけど」


    「どうするんだよ!?　誤解されちゃったじゃないか!?」


    「カルラ子どもだし、よくわからないですぅ」


    「いいからあかりちゃんの誤解を解いてよ！」


    「カルラ的にそういうめんどくさいことはしない主義ですぅ」


    「いいから誤解を解いてってばぁ！」


    　こんなふうにばたばたしながら朝が始まった。


    



    



    　朝食を摂って、あかりちゃんの誤解を解き（大変苦労した）、準備をしてから外に出た。頭がくらっとするほどの強い日差し。


    　紫し外がい線せんカットのクリームを肌に塗りたくった僕ら黒くろ羽ば家けの仲間たち（悪魔チーム的な意味で）。だけれど、この日差しは人間だろうと悪魔だろうと関係なくつらいみたいだ。


    　エリスも「あーつーぅいーですわ……」と呪のろうような声で、額ひたいに手をかざして空を見上げていた。


    　そう言えば昨日から──善ぜん次じさんを見ていない。


    　僕はまだ、誰にも昨日の話をしていない。どこかで話さなきゃと思いつつも……なんていうか、このウソみたいに楽しい時間に思いっきり流されてたよ！


    「お弁当できたよっ。行こう！」


    　あかりちゃんがバスケットケースを持って出てきた。


    　バスケットの中身はサンドイッチらしい。うふ。うふふふ。あかりちゃんが作ったサンドイッチ……あかりちゃんが作ったお弁当ですよ！　楽しみすぎる！


    　そう、どうしてお弁当なのか。それは──僕らはこれから海へ行くのだ！　海で泳いで砂浜でランチですよ！


    　麦わら帽ぼう子し（なぜかネコミミつき）をかぶっているカルラは、すでにふくらんだ（ていうかさっき僕がふくらませた）浮き輪を装着済み。ぺたぺたとビーチサンダルで先に走っていく。


    「デモンくん重くない？」


    　右手にビーチパラソル、左手に飲み物の入ったクーラーボックスを持った僕は、あかりちゃんに言われて笑顔を作った。


    「うん、これくらい平気だよ」


    「ありがとう。やっぱりデモンくんも男の子だねぇ」


    　正直死ぬほど重いけどね!!　でもあかりちゃんがにっこりしてくれるだけで僕は……！


    　──と思ったけど、


    「だらしねーなぁ……」


    　海に行く道の半分ほどで力尽きた。この声はビスコさんです、はい。


    「だ、だって」


    　石垣に挟はさまれた細い坂道。すでに残りの三人は砂浜に着いているみたいだ。


    　一番後ろにいたビスコは、ええ、日ひ傘がさを差してるくらいでなにも持ってないですね、ええ。


    「しょうがないだろ。さすがに両方は重いもん！」


    「……あかりの前だからって、いいカッコしたがるアンタが悪いんだろ？」


    「うっ」


    　それを言われるとなんも言えないけど、急所を突きすぎだよ！


    「……どっちが重いんだよ」


    「え？」


    「パラソルとハコ、どっちが重いのかって聞いてんの」


    「そ、それは、クーラーボックスのほうだけど……どうして？」


    　ビスコはため息をつくと首を横に振った。


    「どうせアンタ、あたしが持ってやるって言っても強がって受け入れないだろ？　だから半分だけ持ってやるっての──ほら」


    　日傘を閉じると、ビスコがクーラーボックスの取っ手をつかんでくれた。というか、すでに握ってる僕の手を包み込むように持ってくれた。


    「……ありがと」


    「別に……感謝されてもうれしくねーよ」


    　ぷい、と唇くちびるを尖とがらせてビスコは言う。


    　さすがいっしょに暮らしているだけはある。っていうか、こういうときのビスコの申し出はほんとうにありがたくて。


    「早く行こうぜ。あたし、久々に海に入れるから楽しみだったんだ」


    「え、ビスコって海とか好きだったの？」


    「そうだけど、なに？」


    「いや、だって、夏はほんとクーラー効いてる部屋にいるイメージしか……」


    「そりゃ、だって……アンタだって外行かなかったろ？」


    　確かに！


    「まあ、そうかもしれないけど、別に僕が家にいたってビスコが」


    「あー、もう、うるせー。なんだよ、あたしが海だからってはしゃいじゃ悪いの？」


    「悪くないよ！　悪くないって。でも、うん、そうだったのか──もっと海とか誘ったらよかったね。家にいるばっかりだったもんね、夏って」


    「……こ、これから誘ってもいいんだぞ。アンタがそうしたいなら……だけど」


    「うん、そうするよ」


    「ほんとかっ!?」


    「う、うん、ほんとだけど……ってビスコ？」


    「あ」


    　いきなり、ぐるんと僕から顔を背そむけたビスコ。


    「ど、どうしたの？」


    「別に、なんでもねーよ！」


    　日ひ傘がさを閉じて暑いのか、ビスコの耳は赤かった。


    　クーラーボックスも軽くなって、ついでに足取りも軽く、僕とビスコは細い路地を抜けた。


    　そこに広がっていたのは──まぶしいほどに白い砂浜だった。
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    　左右から土地がせり出しているから、ちょうど半円形になっている湾。百メートル程度の砂浜は太陽を浴びて白くなっていた。もちろん、珊さん瑚ごの砂浜とかそういうわけじゃないから、波打ち際ぎわは黒っぽくなってるんだけどね。


    　砂浜のそばに民家がいくつかある程度で、人ひと気けはまったくなし。あかりちゃんの言った「プライベートビーチ」という単語は言い過ぎじゃなかった。


    　あかりちゃんがすでにレジャーシートを敷いていたので、僕はそこにビーチパラソルを立てた。結構重労働だ。ひぃひぃ言いながら立てると、目の前に、ぽい、ぽい、と脱ぎ捨てられるサンダル。


    「カルラ、行ってくるです！」


    　視線を上げると、カルラは──うん、なんというか戦闘準備オーケーって感じだ。


    　スカートも脱ぎ捨てられて、Ｔシャツも転がってる。ああ、水着はみんな下に着てきたもんね──っていうかカルラ、学校指定の水着かよ！　中学生というか小学生が着ているようなアレじゃないですか！


    　長い髪をひとつにひっつめて、浮き輪どころかシュノーケルも装着して、ととととっと駈け出す。


    「おーい、準備運動してから入りなよー」


    　僕が声をかけると、カルラは日焼けしてない白い手を振りながら波打ち際ぎわへ。


    　はー、と僕はため息をついて、カルラの脱ぎ捨てた服やらサンダルやらを拾い上げる。カルラは早速素足を波に浸ひたしながら、「ひゃぁ」とか「ぬうー」やら、わけのわからない声を上げていた。


    「まったく……溺おぼれなきゃいいけど」


    　と、振り返った僕は──絶句した。


    　そこにいた三人。


    　あかりちゃんと、ビスコと、エリスと。


    　う、うん、確認する必要もないんだけど──三人いてね。


    　水着姿で。


    「ど、どう、かな……」


    　照れながら言うあかりちゃんは、白のワンピースタイプの水着。


    　どう、って。


    　どう、って!!


    　いいに決まってるじゃないですか！　断言できるよ、大混雑のビーチでもあかりちゃんなら一瞬で見つけられるよ僕。だって輝いてるもの。輝いてるんですもの!!


    　ていうかあかりちゃん、意外と胸がある……ええと、ほら、こういう現象あるじゃないですか。着やせっていうんですか？　誰が名付けたのか知らないけど、すばらしいね着やせ！　黒くろ羽ば弟で門もんが選ぶ今年の流行語大賞を「着やせ」にしてもいいくらいだよ！


    「あかりさん、デモンがやらしい目で見てますよ」


    　横からビスコが言ったので、あかりちゃんはかぁっと真っ赤になってバスタオルで胸元を隠してしまった。


    「そ、そそそそ、そんなことないよ！　あかりちゃん、とってもよく似合ってるから、思わずぼうっとしちゃって──」


    　ってビスコの水着、黒か！　黒のビキニタイプだ。ただの黒じゃなくて、縁取りのラインがダークパープル。背中と腰周りに模様が入っている。


    　いつも、シャワー上がりに首絞められたりしてるから、そこまで意識したことなかったけど──こう、水着で見せつけられると、イヤがオウにも見ちゃうというか、目が行っちゃうというか。ビスコの肌は……サキュバスだからなのかな。すっごくなめらかというか、やわらかそうというか……。


    　黒ってのがエロイ。誰だよ、黒の水着なんて開発したやつ。感謝状でも贈りたいよ。水着が黒いせいでビスコの肌の白さが際きわだつ……ぐっ、と伸びをしたときに見えるあばらのラインが、ええと、ほら！


    「……って、なに見てんのよ」


    　じろりとビスコににらまれる。やっぱ怖いのは相変わらずですね!?


    「デモン、わたくしはどうですの？」


    　と言ったエリスは──おお、おおおお。フリル！　フリフリのついた水着だ。トップスは前の結び目で留めていて、腰にはパレオ。白地に、鮮やかな花柄。


    　う、花柄ってエリスは好きなのかな……昨日見えちゃった、スカートの中にも……。


    「デモン？」


    「な、なんでもありません！　忘れます、忘れました！」


    「なにをですの？」


    　首をかしげるエリス。危ない、昨日見ちゃったパンツ発言なんて今ここでしたら砂浜に埋うめられかねない。だってほらすでにビスコがスコップ持ってるし──ってどこから持ってきたのそのスコップ!?


    「それじゃ──泳ごうかな」


    　ビスコが両手を天に伸ばしながら言った。


    　駈けていくビスコ。その後ろからゆっくりと、優ゆう雅がに歩いていくエリス。


    　そしてあかりちゃんは、ビーチパラソルの下、ビニールシートの上に座る。膝ひざを抱かかえて、体育座りみたいに──ああ、すらっとした脚もキレイ過ぎる。


    「あかりちゃん、泳がないの？」


    「うん……ちょっとこうしてようかな、って」


    　僕は、あかりちゃんの横、すこしだけ距離を置いて座った。


    　生ぬるい風が吹いていた。ビスコとエリスは波打ち際に立つと、「意外と冷たい」「まぁ、ほんとうですわ」と一瞬前のケンカなど忘れて口元をほころばせている。海って、人を和なごやかな気持ちにさせる力もあるんだなー……。


    「デモンくんは泳がないの？」


    「……あかりちゃんが、どうしたのかなって思って」


    「うん──なんかね、私ってとっても幸せ者だな、って思うと、胸がいっぱいになって」


    「？」


    「こんなふうにみんなが、私の大好きな田舎いなかに来てくれた。それで、みんな喜んでくれてる──これって、とっても幸せなことだよね」


    　そうか。そういう考え方があるのか──そんなふうに考えられるあかりちゃんが、僕はすごいと思うけど。


    「あのね、デモンくん。……ありがとう」


    「え？」


    「デモンくんがいるからなんだよ。デモンくんがいるから、みんなとつながっていられる。デモンくんがみんなをひとつにしてくれる」


    「えぇ!?　僕じゃないよ、むしろそういうのはあかりちゃんが──」


    「ううん。デモンくんだよ。……あのね、デモンくん。これからもみんなといっしょに、楽しいこと、いっぱいしようね」


    　カルラがばしゃばしゃと水しぶきを立てると、それを追い回すビスコとエリス。


    「……うん」


    　こういう時間がずっと続いたらいいな。僕は素直に思った。


    「途中のままで止まっちゃってるけど、みんなでいつか映画を撮れたらいいな」


    「うん。撮ろう。そのときは──僕がカメラマンやるから」


    「カメラマン？」


    　僕はうなずく。だってあかりちゃんがカメラを使うと、悪魔的なものがいっぱい映っちゃうからね。


    「ほんとに、デモンくん……私のワガママにつきあってくれる？」


    「もちろん。ワガママなんかじゃないよ。みんなの映画だから」


    「みんなの映画……」
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    　あかりちゃんはもう一度、口の中で「みんなの映画」とつぶやいた。


    「きっと、きっとだよ、デモンくん。撮ろうね、みんなの映画──約束だよ」


    「うん、約束」


    　すっ、と差し出されたあかりちゃんの小指。ちょっと照れくさかったけど、僕も小指をからめる。指切りだ。


    「えへへ」


    「ははっ」


    　ふたりで笑った。照れ笑いだ。


    「────」


    　あかりちゃんは目を細めて海を見た。


    　どこまでも青い海。空には大きな雲。


    　僕は、こっそりとあかりちゃんに約束した。いっしょに映画を撮る……そのためには、僕らが平和に暮らしていくこと。あかりちゃんのことを他の悪魔に気づかせないこと。僕が、僕たちが、あかりちゃんを守っていくこと。


    　今のまま、がんばれればいいんだと思う。


    　横目で見るあかりちゃんの姿。水着姿だから、とかそんなんじゃなく、ステキだ。あかりちゃんって海も似合うんだなぁ。春とか、花とかが似合う女の子だって思ってた。


    「…………」


    　僕はこの瞬間、ちょっとぼうっとしていたのかもしれない。


    　あかりちゃんの額ひたいにかかる前髪を、風が揺らして。


    　その下にある両目が、一瞬。


    　アメジストのような、深い紫むらさき色に見えて──あかりちゃんの口が、


    「……・……・・……・……………………」


    　なにかを──話した────話した？


    「うん？」


    　にっこりとして、膝ひざ頭がしらにほおを乗せたあかりちゃんがこちらを見る。黒髪が、白い脚にはらりとかかる。


    「今……なにか、言った？」


    　僕は慌あわててたずねながら、確認する。あかりちゃんの目の色は、黒。おかしいな……なんだろ、僕が変なのかな？


    　あかりちゃんの声じゃなかったような気がしたし。なんていうか、大人の女性の声っていうのか。


    「ううん、なにも言ってないよー」


    「そうだよ……ね」


    「デモンくん」


    　あかりちゃんは立ち上がった。


    「海、行こっか」


    　こちらに手をさしのべる。


    　パラソルが太陽を遮さえぎっているはずなのに、その姿はやたらまぶしくて。


    「……うん！」


    　手を握った僕は立ち上がり、ふたりで海へと走った。
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    　水は思っていた以上に冷たかったけれど、すぐに慣れた。ばしゃばしゃ水をかけ合ったり、ビーチボールをぽんぽん投げたりしていると、この集落の住人なのだろう、おじいさんやおばあさんが砂浜に立ってはこっちを眺めたりしていた。


    　カルラが開発したとかいう水鉄砲はやたら強力で、頭に当たった瞬間がつんと殴なぐられたくらい痛かったけれど（もちろんその一発以降は使うなと厳命した）、それ以外はなんのトラブルもなかった──特にビスコとエリスが仲良く遊んでいるのが奇き跡せき的だよ！　海すげえ！


    「デモンくんっ！」


    「え？」


    　ぼんやりしていた。目の前に強烈な勢いでビーチボールが迫っていた。


    「ぶほっ」


    　頭に激突して僕はそのまま、どばっしゃーんと水の中へ。


    「かはっ──」


    　あわてて海面に顔を出す。のどが焼けるかと思うほど、水がしょっぱい。ひえええ。


    「どっ、どこか変なところにぶつけはしませんでした？」


    　今のアタックをかましたのはどうやらエリスのようで、ばしゃばしゃと波を蹴け立たててこちらへやってくる。


    「平気平気、ほんとに、全然」


    　ちょっと耳に水が入ったけれど、それくらいたいしたことでもない。


    　それなのに、


    「一歩間違えたら大けがだったかも……」


    　ってビスコさん、妙に不安を煽あおるようなことを言わないでください。


    「そんな──わ、わたくし、悪気があったわけではなくてっ」


    「ほんとに、ほんとーに大丈夫だからっ！　ね？」


    「は、はい……」


    　しょんぼりとうなだれるエリス。


    　耳に入った水が厄やつ介かいなので僕は砂浜に上がった。とん、とん、とん、と片足ジャンプで頭を揺する。こいつがなかなか出てきてくれず、ようやく生暖かい水がどろりと出てきて、ふと気づくと──海にはあかりちゃんとビスコ、カルラの三人しかいなかった。


    「……エリス？」


    　エリスは僕のすぐそばにいたのだ。


    「ほんと大丈夫だよ──あ」


    　ちょっとだけ痛みが走り、僕は頭に手を当てた。


    「や、やっぱりよくありませんわ。楽にしてください」


    　僕はエリスに、なかば無理矢理レジャーシートに座らされた。エリスは僕の横で正座をして、膝ひざをぱんぱんと叩たたいた。


    「はい、デモン」


    「……はい？」


    「こういうときは膝を枕まくらにする、と、わたくしが読んだ日本の書籍には書いてありましたわ」


    「はいぃ!?」


    　僕が立ち上がろうとしたタイミングで、ぐいっと腕を引かれる。そのまま僕はエリスの膝の上へ後頭部からのダイブ。


    「あ、あの、エリス？」


    　う、膝枕、って僕初めてかも……。な、なんというか、下から見ると意外とエリスも胸があるんじゃないか、というか……。


    　膝の上から見上げるエリス。その表情はちょっと暗い。


    「……わたくし、昨日から失敗ばかりですわ」


    　ああ、やっぱり気にしてたのか。


    「そんなことないよ」


    「そんなこと……ありますわ」


    「だってエリスには、他の人にないもの、いっぱいあるじゃない」


    　僕の後頭部に、エリスの膝の熱が伝わってくる。なんだか温かい。


    「退魔士エクソシストの知識、それに剣……レーヴァテインだってちゃんと使えてるし。一番びっくりしたのが、言葉かな。日本語すごく上じよう手ずだよ」


    「……語学は、たまたまそういう才能があっただけですわ」


    「ドイツ語と日本語以外もしゃべれるの？」


    「イタリア語と英語とスペイン語とタガログ語は話せますわ」


    　すげえ！　リアルにすげえ！　ていうかタガログ語て。


    「ほら、やっぱりエリスはすごいよ」


    「…………」


    　すこしの間黙ってから、エリスは言った。


    「デモンは、優しいですわ」


    「そんなこと」


    「でも、その優しさが、ときにつらいこともあるのですわ……」


    「え──」


    　思わず起き上がろうとした僕の額ひたいを、エリスの手が押さえる。


    「それに、デモン。努力しても手に入らないものがあります」


    「え？」


    　エリスの目は海を向いていた。


    　そこにいるのは──三人の女子。誰を見てるんだろ。


    「そのぅ……デモンは、やっぱり大きいほうが、よろしいのですよね？」


    　エリスは自分の胸元を見ながら言った。


    　胸のことか！　つまり見てたのはあかりちゃんか！


    「どうしたら大きくなるのでしょうか？　やはりミルクを飲むべきでしょうか？」


    「え？　あ、いや、僕にはその、俗説だけど、揉もんだら大きくなるとか」


    　って僕はなに言ってんだ!?


    「ごめん！　今のナシ、ナシで──」


    「こうでしょうか？」


    「？」


    　するとエリスの手が、胸の上に当てられる。ほっそりとした指が、エリスの胸を水着越しに揉んでいく──って、え、エリスさん、それを、ほら、僕、今真下の二十センチくらいの距離から見てるんですけど!?


    「わたくし、誰にも負けませんわ！　だってデモンの婚約者ですもの」


    　婚約者……そう、らしい。うちのバカ父が勝手に話をつけてきただけなんだけど。


    　そのことを、僕は真剣に考えてない。でも、エリスは──。


    「あの、エリス」


    「むぅ……」


    「……エリス？」


    　胸をまさぐり続けてるエリスの表情が、ちょっと変だ。なんというか、苦しそうというか。


    「大丈夫!?」


    　立ち上がろうとした僕に驚いたエリスが、


    「きゃっ」


    　と手を離した瞬間。


    　ぱちん、と小さい音が鳴った。


    　ん……ぱちん？


    　起き上がった僕の目の前。エリスが当然いるわけで。あ──ぱちん、の音の正体わかった。ほら、エリスは水着を着ているわけじゃない？　で、水着にもいろいろあって、エリスの水着はトップスを前側で留めているタイプなんだ。ボタンみたいなもので。


    　で、ね。


    　そのボタンが……外れ…………。


    「────────────────────────────」


    　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。


    　眼前には、ほどけた水着と、そこにあるべきエリスの胸が、


    「デモン！」


    　僕のあごに、エリスの手が回された。


    「忘れるか死ぬかですわっ!!」


    「ひゅるんっ!?」


    　直後、僕の首が高速で回転する。首からはゴキゴキッ、とふつうの人間が鳴らしたらちょっと別の世界へ逝いってしまいそうな音が鳴っ……、


    「いってぇぇぇぇっぇぇ!?」
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    　僕は転げた！　首、ちぎれた!?　ぎりぎりつながってる!?


    「お～、デモン、大胆ですね～」


    　いつのまにかカルラがカメラを構えてこの光景をパシャリ。って撮るなよ！


    「い、今、今のは、別に、僕、悪くな……い……」


    「そっ、そうですわ！」


    　水着を直したエリスが──顔は真っ赤だけど──カルラに食ってかかる。


    「デモンはわたくしに、胸を大きくする方法を教えてくれただけですもの！」


    　イヤァ！　そういう誤解しか生まない発言は止よしてぇぇぇぇ！


    「ほう……どうやったら胸は大きくなるの？　あたしも知りたいな」


    　ってビスコが音もなく僕の背後に立ってるし!!


    「胸を揉もむのですわ！」


    「ほう…………」


    　ビスコさんが人でも殺しそうな目でこっちを見るゥ!?


    「あれぇ、ビスコちゃん、急に上がってどうかしたかな？」


    　そこにやってきたあかりちゃん。


    「んんん、なにかあった？」


    「な──なにもない、なにもないよ！」


    　僕はあわてて立ち上がる。


    　あ、危ねぇ！　僕の命がぎりぎりつながった！


    　きょとんとしたあかりちゃんを挟んで、一時的な平和が訪れた。


    　ちょうどよい時間だったので、みんなでお昼にした。あかりちゃんの作ったサンドイッチはとっても美お味いしかった。……うん、僕は生きていると実感したよ……。


    



    　　　　　　６


    



    　お昼の二時を過ぎたあたりで、さすがにみんな疲れが見え始めた。家へ戻ろうということになり、片付け準備に取りかかる。


    　カルラは歩きながら半分寝ているような感じだったので、ビスコが先に連れて帰った。あかりちゃんもそれについていき、残ったのは僕とエリスだ。


    　片付けが終わると、エリスが空からになったクーラーボックスを持ってくれた。


    「さ、行きましょう」


    　先に歩き出すエリスに追いつくように、あわてて僕もついていく。


    「あの、エリス──怒ってる？　さっきのこと？」


    「さっき？」


    「いや、その、胸を……」


    「……見ましたの？」


    　真っ赤になって振り向くエリス。首を高速で真横に振って否定する僕。エリスに折られかけた首の痛みは、もう治りかけていた。こういうときだけは吸血鬼の血も便利だ。


    「それなら、許します」


    「よかった──」


    「──胸を大きくするのは、ちょっと、変な気分になるのですわね……今後は、部屋でひとりでやるようにしますわ」


    「ぶっ」


    　思わず噴ふき出した僕。


    　ひ、ひとりで、って、あの、ひとりで女子が胸を触さわるのはなんていうかですね……。


    「デモン」


    「は、はいっ」


    　大声で返事してしまった僕に、怪け訝げんな顔をするエリス。


    「デモン……昨日わたくしに話があったのではありませんの？」


    「え？」


    「夕方、老人を呼びに行ってから、様子が違いますわ」


    　気づいてたんだ──驚いた。


    　僕はうなずいて、エリスに話した。僕がハーフ悪魔だと見抜かれたことを。


    「デモンが悪魔だと、向こうからおっしゃったんですの？　デモンが失言をしたのではなくて？」


    「いくら僕だって、さすがに自分からは言わないよ」


    「ふむ……おかしいですわね。悪魔を知る人間がいるとして、その人間が悪魔を見て平然としていられるものでしょうか？」


    「そうだよね、変だよね」


    「聞き間違いではありませんか？　悪魔、ではなく、佐さ久く間まとか」


    「誰!?」


    「阿あ武ぶ隈くまとか」


    「山地!?　って、なんでそんな言葉知ってるの!?」


    「それなら、もう一度確認してみてもいいのではありませんか？」


    　エリスは言った。


    「他の人たちがシャワーを浴びている今のうちに、七なな竈かまど老人に話を聞いてみましょう」


    



    



    　エリスの提案はもっともだった。


    　だから僕らは、蔵くらへ行った。


    　ぎぃ、と薄く開いた鉄てつ扉ぴの向こうに、善ぜん次じさんが立っていた。


    「わたくし、ちょっとお話をうかがいに来ましたの」


    「…………」


    　じろりとにらむ眼光。


    「実は、昨日デモンのことを──」


    「わしは、退魔士エクソシストも信用せん」


    　ばたん。


    　鉄扉が閉じられた。


    　顔を見合わせる僕とエリス。


    　えええええええええええええええええええええええええええええええええ？
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    　居間で、僕は大の字になって寝ころんでいた。


    　シャワーを浴びて身体からだはスースーと涼しい。窓から見上げた青い空に、まぶしく白い雲が流れていた。


    　善ぜん次じさんは退魔士エクソシストのことも知っていた。じゃあひょっとして善次さんは退魔士エクソシスト？　なんて思ったけれど、七なな竈かまどなんて名前の退魔士エクソシストは聞いたことがないとエリスは言った。


    「何者なんだ？　あかりちゃんのお祖じ父いちゃん……」


    　わかるわけもなかった。


    　女子四人はさっきから部屋にこもって出てこない。なにやってるんだろ。きゃいきゃい言う声がちょっと聞こえたりも……するんだけど。


    「……む」


    　海で遊びすぎたせいで、身体は疲れていた。


    　ちょっとだけ──のつもりで目を閉じた。すぐに僕の意識は睡魔に呑のみ込まれた。


    



    



    「──デモンくん？　ねえ、寝ちゃったかな？」


    「ん……」


    　肩を揺すぶられる。


    　うっすらと開いた目に見えたのは、室内を朱しゆ色いろに染める光。


    　もう夕方？　あれ、さっきまでは空が青かったのに。


    　ああ、そっか、僕いつの間にか寝てたの──。


    「────」


    　目を開いて、唖あ然ぜんとした。


    　かがみ込んで僕を見つめているあかりちゃん。


    「えへへ……どうかな、これ」


    　立ち上がってくるりと回ったあかりちゃん。


    　その──姿。


    　着ている服は白。白の、


    「お母さんにもらったんだ、これ」


    　浴衣ゆかた！


    　がばっと跳はね起きる。


    　白地の浴衣ゆかただった。ピンクの帯で浴衣の柄がらは白をベースに薄ピンクの……牡ぼ丹たんかな。それにアクセントで葉の緑と黒。


    　はかなくて、さわやかで、かわいらしい──まさにあかりちゃんぴったりの浴衣で。


    　髪の毛もアップにしている。そこには白と淡い紫むらさきで作られた、花の髪飾り。


    　なんか、なんか、なんかいつもと全然雰ふん囲い気き違う！　か、かか、かわいい！　うなじがとっても白くて、ああ、嚙かんだら美お味いしそう──じゃなかった、なに考えてるんだ僕!?


    「えっと……変、かな？」


    　呆ぼう然ぜんとしていた僕は、あわてて首を横に高速スイング。ぶんぶんぶんぶん。変なわけがない！　だって、なんていうか、


    「に、似合ってる、すっごくいい」


    「ほんとっ？」


    　あかりちゃんの、弾はじけるような笑顔。


    　ああ、ああ、なんだろう、この子はほんとうに天使なんじゃ──と思いかけたところへやってきたビスコとカルラ──って、アレ!?


    「ふ、ふたりとも、それ、どうしたの……？」


    　浴衣だ！　いつの間に!?


    　ビスコの浴衣は黒だ。そこに白と青と紫の桜が咲いている。帯はピンクで蝶ちようのアクセサリがワンポイントになっている。


    「へへっ、いいだろ？」


    「いやいやいやいやどこでそんなものどうやって──」


    「ああ、お金？　それは……今月の生活費からちょろっと」


    　おおおおおい！　今月の生活費って完全に僕の生活も含んでるじゃないですか！


    「なんだかスカスカですけど」


    　カルラが袖そでを持ち上げてためつすがめつしている。そちらは浴衣というより、浴衣ドレスって感じだろうか。


    　フリルがついていて、裾すそは膝ひざ丈たけまで広がっていて、ふわふわ。黒地に赤とピンクの花柄で、白のドットがアクセント。帯は淡いピンクとクリーム色で帯飾りに桜が使われている。


    　二着でいくらかかったんだ──考えるだけで恐ろしい!!


    「……ごめん、デモン驚かせたくて」


    　僕の様子に気づいたのか、しゅん、としてビスコが言った。


    　う……。


    　うう。ううううう──ああ、もう、そんなこと言われたら、


    「ふ、ふたりとも……とっても似合ってる。と、思う……」


    　すると──ほら、ほら見てよビスコの顔！　得意そうな笑顔！　そんな顔されたらなんでもオーケーするしかないじゃないかよぉぉぉ！


    　ああ、そっか、そういうことか。ビスコとカルラのバッグがやたら重いと思ったら、浴衣ゆかたが入ってたのか……。


    「わ、わたくしはどうですの？」


    　そこへ、背後からエリスの声。


    　まさか。


    　振り返ると、そのまさかだった。


    「──赤」


    　赤色の浴衣。これは予想外だった。なんていうか、エリスの赤って新鮮だ。


    　柄は、金と白の……ガーベラ？　緩ゆるやかな雲影が舞っていて赤の色もどぎつくはない。


    　帯は金帯でドットのついた銀でアクセントがついている。


    　帯の色と髪の金色がよく合う。


    「退魔士エクソシスト仲間に貸してもらったのですわ」


    　すごいな退魔士エクソシスト！　いろいろ持ってるな！


    「……や、やっぱり西洋人に浴衣はおかしいと思いますわよね」


    「そんなことない、そんなことないよ！　う、うん……とってもかわいいと思います」


    「ほんとう!?」
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    　安心したように笑顔になるエリスのそばで、


    「お姉ちゃんとカルラには『似合ってる』で、エリスには『かわいい』なんですか？」


    　小悪魔がツッコミを入れてきた。


    　すると、ビスコも、あかりちゃんも僕を見ていた。


    「え？」


    　な、なんだそれ、なにその期待を込めた目！


    「……う、うう……みっ、みんな……か、かわいいよ」


    　恥ずかしい！　女の子に「かわいい」って言うのってやたら恥ずかしいよ！


    　でも、これで満足か──と思ってカルラを見ると、


    「……聞こえないですけどぉ」


    　手を添えて耳をそばだてるジェスチャー。く、くそっ、こいつ、僕が恥ずかしがってるのわかってやってるな。


    「聞こえてるでしょ!?　ほら、みんなだって聞こえて──え？」


    　ビスコも同じポーズしてますけど!?　でもってあかりちゃんまでちょっと不服そうに、


    「……デモンくん、あのね。女の子が着飾ったときは、その感想を正直に伝えて欲しいって思ってるものなんだよ？」


    　そしてじっと見つめる──あああああ、もう！


    「わかりました！」


    　僕は叫んだ。


    「みんなすっごくかわいいです!!」


    　満足げにうなずく女子四人。


    　ああ──ああ、もう！　なんかすごくエネルギー使ったよ！


    「よし、それじゃ行こうか」


    　ビスコが言って玄関へ向かった。


    　そう──今日の夜は、料理はナシ。


    　みんなでお祭りへ行くからね。
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    　川沿いの道を歩いていく。女子四人の浴衣ゆかたに、僕だけＴシャツにハーフパンツなんていうカジュアルきわまりない格好。


    　夕焼けが道路を、朱しゆ色いろに照らしていた。


    　川かわ面もに映る空も赤くて、そこをトンボが二匹、追うようにして飛んでいく。


    「下げ駄たって歩きにくいですー」


    　カルラが不満げに言うと、


    「そっちはまだ歩きやすいだろ」


    　ビスコが返す。


    　確かに、ふつうの浴衣ゆかただと歩幅も広げられないし歩きにくそうだ。


    　だから僕らの歩みはとてもゆっくりで。


    「デモンくんにも、浴衣のこと話しておいたほうがよかったかな？」


    　にっこりと笑うあかりちゃんに、思わず見とれそうになるのをこらえつつ、


    「う、ううん、びっくりしたけど……なんか、夏らしくていいよね」


    「うんっ」


    　お祭りの会場である神社へと向かう。


    　神社は集落の外れにあった。道路に面した鳥とり居いをくぐると境けい内だいになっていて、結構な人出だったりする。


    「わぁ──」


    　カルラがうっとりとした声を上げた。そっか、カルラはこういうお祭り見るの、当然だけど初めてなんだよな。


    　ざわつく雑踏。浴衣を着ている人もいたけれど、ほとんどは普段着だ。だから、僕らは結構目立った──っていうか、あかりちゃんかわいすぎるからね！　ま、まぁ、ビスコも、エリスも、かわいいけど……カルラは認めたくない。


    　お祭りに来ているお客さんたちが、こっちを振り返るのがなんだか恥ずかしいような、誇らしいような。


    「──これが、日本のお祭り……」


    　エリスも惚ほうけたような声だった。エリスもお祭りは初めてらしい。


    　金魚すくいに、わたあめに、お面を売ったり輪投げがあったり。夕空だから真っ暗ってわけではないけど、神社一帯は高い木に囲まれているからわりと暗い。露ろ店てんの電灯と、吊られた提ちよう灯ちんが辺りを照らしている。


    「みんな──迷まい子ごにならないでね～」


    　あかりちゃんが言うので、


    「思ってたより、すごく人いっぱいだね」


    「うん、すごいでしょー。遠くから来てる人もいるんだよ」


    「遠くから？　どうして？」


    　僕は率直に聞いてみた。するとあかりちゃんは、


    「ふふ。ナイショ」


    　ウインクしてから人差し指を唇くちびるに当てた。うおお、なんだそれ。かわいい。連れ去りたい。


    「お姉ちゃん、あれ欲しいです」


    「あー、うん、しょうがない、買うか」


    　横ではカルラとビスコが話していた。お祭りは初めてだろうし、これだけいっぱいおもしろそうなものがあったら、カルラが欲しくなっちゃうのも無理は……、


    「うおおおおおおい、カルラ！」


    　思わず叫んでいた、僕。


    　カルラは、著作権に引っかかりそうなパチモンの黄色ネズミのお面を後頭部にかぶっていた。左手にはわたあめ、指には水風船。右手には三匹の金魚が入ったビニール袋。腕には水色と黄緑に発光するよくわからないブレスレット。


    「いつ買ったの!?　ていうかお金いくら持ってきたの？」


    　ビスコが人差し指をほおに当てながら、


    「や、今月の生活費からちょろっと」


    「使いすぎだよね!?　浴衣ゆかたにお菓子に！　お金は無限じゃないの！　って言ってるそばからカルラはたこ焼きゲットしないの！」


    「ごひゃふえんれふ（五百円です）」


    「はふはふしながらしゃべらない！　っていうか微妙に高い！」


    　露ろ店てんのおじさんが、まいどあり、とばかりにニヤニヤしている。くそう、財布を直撃するお祭りの魔力！


    「デモン、あれはなんですの？」


    　エリスにＴシャツを引っ張られた。


    　指さしているのは、ひとつの露店だ。


    「え、あ、ああ……あれは型抜きだよ」


    「型抜き？」


    　僕はエリスに説明してあげた。割れやすいせんべい状のプレートがあって、そこにつけられた溝のとおりに、針を使って「型」を抜くのだ、と。型によって難なん易い度どが違って、成功したときの賞品も違う。なんか久しぶりに見たなぁ。


    　小さい子どもふたりが型抜きをやっていた。針でちくちくと隅から崩していく。その様子をじっと見つめているエリス──ああ、指が動いてる、針を刺す動作を真ま似ねしてるよ。やりたいんだね。やりたいんだねエリス！


    「……やってみる？」


    　僕が聞くと、エリスはびくんとのけぞった。


    「い、いいえ、べ、別に私はああいう子どもっぽいのは」


    「一回くらいなら僕おごるよ」


    「…………」


    　言うと、エリスは露店を見て、子どもを見て、自分の手元を見つめた。


    　迷ってる、すげえエリス迷ってる！


    「エリフはおごっへもらえへずるいでふー」


    　横から口をもごもごさせながらやってくるカルラ。ええい食べながら話すな！　って、唐から揚あげじゃないかそれ！　いつの間に買った！


    　振り返るとあかりちゃんとビスコが、反対側の露ろ店てんにいるのが見えた。


    「……じゃ、じゃあ、せっかくですから一度だけ」


    　迷ったあげく、エリスは言った。さっきの子どもはもういなくなっていたので、露店の前にちょこんと座る。


    「お、どこの国の子だい？」


    　露店のお兄さんが聞いた。


    「ドイツですわ」


    「へー、ドイツ！　おい、この消しゴムどいつんだ？　なんつって」


    「…………」


    　会話がいきなり停滞したので、僕は横から、


    「あ、あの、一回お願いします！」


    「おっ、おう！」


    　お金を払うと、エリスは迷ったあげく、犬（ネコ？）の型を選んだ。その型はやたらデフォルメされているから、ぎりぎり犬って雰ふん囲い気きだ。


    　ピンク色の型を渡しながらお兄さんが言う。


    「坊ぼう主ずもやるなー、外国人のカノジョなんてな」


    「か、彼女じゃないですよ」


    　僕があわてて否定すると、横からカルラが、


    「そうですよ。吸血鬼のハーフが退魔士エクソシストと恋人関係なんて、映画の中だけですから」


    　うおおおおい、そこじゃないよ！　ていうかバラすなよ!!


    「恋人なんかじゃありませんわ。わたくしとデモンは婚約してますのよ」


    「ぶほっ!?」


    　僕だけじゃなくお兄さんも噴ふき出していた。


    「そ、そりゃ失礼しました……」


    　もはや僕も誤解を解く気が失うせた。


    　エリスは型を受け取ると、嬉き々きとして針を手にした。


    　で、型抜きの型は、実のところ結構もろい。


    　だから、崩すときはふつう端っこからやるものなんだけど、


    「行きますわ！」


    　針を振りかぶったエリスは──いったぁ、ど真ん中！　ていうか成功させる気ないのかよエリス!?


    　ぽろっ。


    　針が突き刺さると同時に、思いっきり型が崩れていた。


    「あっ……」


    　僕とカルラとお兄さんの、ため息。


    　ああ……一撃目から明らかな失敗……。


    「お嬢ちゃん、残念だが失敗──お嬢ちゃん？」


    　エリスは、いまだ針を手にしたままだ。


    　この目は──。


    「最後まであきらめない、希望を持った目です……これは期待ができるですよ！」


    　よくわからないカルラの解説が入る。いや、型はもう失敗だから──と僕が言う前に、エリスが再度針を振り下ろした。


    「せいっ！」


    　ぽろっ。


    「せいっ！」


    　ぽろっ。ぽろっぽろっ。


    「え、エリス、あの……これはもう失敗なんだよ、だから」


    「デモン──わたくし、言いましたわ。わたくしは負けてはならないのです！　──せいっ！　やっ！　はっ！」


    　ぽろっぽろっぽろっぽろっぽろっ。


    「…………」


    　僕はもう、なにも言えなかった。しばらくしてエリスがその手を止めるまで。


    　エリスは型を見つめていた。見るも無む惨ざんな型を。


    「──いや」


    　違う。この型は。


    　確かに犬の型はもう崩れ去っている。


    　だけど……だけどこの型は。


    「できましたわ」


    　ふぅっ、と息を吹きかけ、ピンクの粉を飛ばす。


    　そこには──ピンク色の、見事な聖母マリアの肖像があったのだ！


    「なんてことだ……！」


    　がたん、と立ち上がるお兄さん。


    　そのどよめきは、波は紋もんのごとく周囲へ伝わっていく。


    　集まる群衆、感動のウェーブが辺りを包み込む。


    　そして、


    「ブラボー！」


    　万ばん雷らいの拍手。


    　僕も我われを忘れて大きく手を叩たたいて、この、奇き跡せきの降こう臨りんを祝福したのだった。


    　──ってなんだよ、これ!?


    



    



    　露ろ店てんから、エリスとカルラのふたりを連れて退散する。あかりちゃんとビスコに合流した。


    「あっち、なんか拍手とか起きてたけど、なんだったの？」


    　かき氷を食べているビスコに聞かれたけれど、僕はただ首を横に振った。


    「デモンくん、これ食べる？」


    「いいの？　ありがとう！」


    　あかりちゃんが焼きそばを渡してくれた。うう、こういう優しさが身に染しみるよ！


    　割り箸ばしで焼きそばを食べようとして、あかりちゃんを見て──気がついた。


    　あかりちゃんが手にしていたのはフランクフルトだ。


    「ん……ちょっと熱い、かな」


    　ふー、ふー、と息を吹きかけてから、かぷっ、とフランクフルトに嚙かみつく──って、なんかその仕草はとってもアレですよ！　箱入り娘がやっちゃいけないことですよ！


    「あぅ……ん、ちょ、ちょっとおっきい」


    　あかりちゃん!?　僕危あやうく焼きそば落としちゃうところでしたよ!?


    　ごくり……あかりちゃんが熱くておっきい肉の塊かたまりにかぶりついている……。熱い、って言いながら、ふーふーして、ああ、こ、これは……、


    「デモン」


    　と、まじまじと見ている僕の背後から、我が家の使い魔の、氷よりも冷たい声が聞こえた。


    　振り返ったそこに、満面の笑み──ってだから、笑ってるほうが怖いですよ!?


    「い、いや、あの、これは──」


    　怒られる！　ていうか、びりびり電撃食らっちゃう──と思ったそのとき、


    「え？」


    　人が──群衆が動き出した。


    「うわっ!?」


    　そう言えば今なにか、場内放送みたいなのが聞こえたような気がするけど、な、なに？　人が、人が動き出して、人波に呑のまれるように僕は、


    「デモンくん、こっちこっち」


    　あかりちゃんに手をつかまれ、僕らはなんとか人混みを抜けて露店の裏手へ。


    　ようやく、落ち着いた。


    　でも──ビスコたちは、いなかった。人の流れに呑のまれてしまったみたい。


    「ありゃ……はぐれちゃったかな」


    「うん、まいったな。ケータイ持ってきてないし」


    「落ち着いたら合流できるよ、きっと」


    　と言った。


    「うん。ていうか、なんだったの？　いきなりみんな移動し始めて……」


    「ね、デモンくん」


    　あかりちゃんが、こっち、と手で僕を招く。なんだろ？　みんなが歩いていく方向とは逆みたいだけど。


    　境けい内だいから離れていくと人影はまばらだ。僕らが行き着いた先には石段があって、その上には全然人はいなさそう。ていうかすげぇ暗い。


    「あかりちゃん？」


    「上、行こう」


    　え？　と思ったけれど、あかりちゃんは先に歩き出してしまった。僕は焼きそばを持ったままその後についていく。


    　石段の上にもまた鳥とり居い。その先には、小さいお社やしろ。


    　かなり暗かったけれど、月明かりがあるからまったく見えないわけじゃなかった。


    「あの、あかりちゃん？」


    　どうしてこんなところへ──と思っていると、


    「ちっちゃいころ、私、この神社に来たんだ」


    　あかりちゃんは言って、お社に取り付けられている階段に腰を下ろした。


    　僕もおそるおそるその隣に座る。


    　お祭りの雑踏から離れて──静かだった。


    　辺りの茂みで、虫の鳴く声が聞こえる。


    　なんでこんなところに来たんだろ……と不思議がる僕を、安心させるように、


    「そろそろだよ──」


    　あかりちゃんが指さした。


    　指さしたのは、僕らがくぐった鳥居だった。


    　そこに──一筋の光。


    　光が、空へ、空へと高く上っていく。


    「あ」


    　思わず僕は腰を浮かせた。


    　夜空に大輪の花が咲いた。


    　ドンッ──音が響き渡る。


    　その光が尾を曳ひきながら消えるまで、僕は呆ぼう然ぜんとして見送っていた。


    「特等席なんだ、ここ」


    　あかりちゃんがつぶやいた。


    　花火の特等席。そうかもしれない。なんてすてきな場所なんだろう。


    　また上がる花火。光が、小さな境けい内だいを照らし出す。


    　さっきの場内放送は、これから打ち上げ花火が始まる、というアナウンスだったんだ。それでみんな一いつ斉せいに、花火会場へと急いだのか。


    「みんなで来られたらよかったんだけど……」


    「まさかはぐれるなんて僕も思わなかったな」


    　あかりちゃんが、残念そうにうなずいた。


    　うん、あかりちゃん、気持ちはわかるよ。でもね「ふたりっきり」ってのも、すっごくすばらしいと僕は思うよ……！


    　あれ……そう言えば僕、あかりちゃんと、花火を見たことがあるな……いつだったっけ。ずいぶん昔だ。


    「デモンくん。私たち、昔、いっしょに花火見たことあったよね？」


    　どうやらあかりちゃんも同じことを考えていたみたい。


    「あのとき、花火がとっても近くて、私……」


    　思い出した。花火の音にあかりちゃんはびっくりしたんだ。


    「そうだったね。それで、あかりちゃんが泣いちゃったんだよね、たしか」


    「な、泣いてないもん！」


    「あれ？　そうだっけ？」


    　僕の記憶では、はっきりとあかりちゃんは泣いていたんだけど。子ども用の赤い浴衣ゆかたを着て、大きなリボンを──あれ……あのときのリボンもたしか赤だったような……。


    　赤のリボン。そうだ、善ぜん次じさんが持っていた写真と、同じ赤のリボンだ。


    　……ん？　夏はあかりちゃん、海外に行ってばっかりだったはずだけど、あの年は日本にいたのか？


    「あかりちゃん、あのときって僕ら何歳だったっけ？」


    「え……？　憶おぼえてないなぁ。小学校には入ってなかったような」


    　そうか、そんなに前か。


    「ところで、デモンくん。私、泣いてないからね！」


    「わ、わかった、わかりました」


    「ちょっとびっくりして、横にいたデモンくんに──」


    　言いかけて、ハッとあかりちゃんが口を閉じる。あわてて僕から視線を逸そらす。


    　え……あのとき横にいた僕に？


    「……あ」


    　あかりちゃん、びっくりして僕にしがみついたんだ。


    　それで、顔をくしゃくしゃにして泣いていたあかりちゃんに、僕は、


    「──────あ」


    　お、お、お、おでこに、キスしたんだ…………………………「こわくないよ」とか言いながらおでこにキスしたんだよ僕!!


    　うおおおおおお恥ずかしすぎる思い出！


    　なにやってたんだよ幼稚園児の僕!?


    　幼稚園のころって──あかりちゃんのために悪魔化してみたり、花火見ながらおでこにキスしたりとか、どんだけ恥ずかしい思い出作ってるんだよ！


    「……………………お……思い出しちゃった？」


    　あかりちゃんが、小声で聞いてくる。


    「よっ、よく、思い出せない、なぁ……」


    「だ、だよね、あのあと私がなにを言ったかとかも忘れてるよね!?」


    「なにを、言ったか？」


    「…………あ」


    　またも失言のようにあかりちゃんが口に手を当てる。


    　なんだっけ……あかりちゃん、あのとき僕に、


    「だ、だめぇー！　デモンくん思い出さないでっ！」


    　真っ赤になったあかりちゃんが僕の肩をつかんで揺すぶる。え？　え？　え？　なになになに。あかりちゃん、なにを言ったんだっけ？


    　そうだ、あのあと、あかりちゃんは泣き止やんでから。


    　──これからも、あかりが泣いたら、おでこにちゅーしてくれる？　きっとだよ？


    「デモンくん、思い出しちゃった……？」


    　すでに涙目のあかりちゃんに、僕はうなずいた。


    　おおおおおお、そうだよ、あのころのあかりちゃん（今もだけど）かわゆすぎだよ!!　悶もだえ死ぬレベルだよ!!


    「あぁ──もうぅぅ……」


    　あかりちゃんは、両手で顔を覆おおって伏せてしまった。


    「あ、あれは、僕らが子どものころだし、か、かわいらしい思い出というか、別に気にするほどじゃ」


    　あかりちゃんは顔を覆ったまま首を横に振った。ううう、そうやって照れられちゃうと、こっちも恥ずかしいよ！


    　そのとき──空に、大きな──これまでで一番大きな花火が上がった。


    　辺りの闇やみを一いつ時とき、白く浮かび上がらせる。


    　その直後、


    「ひゃぁっ!?」


    　あかりちゃんがびっくりして声を上げるほどの、ドンッ、という大きな音が──して。


    　して、ですね。


    　びっくりしたあかりちゃんが僕の身体からだにしがみついてきて、ですね。


    「あ……」


    　間近で、もう、十センチという距離で、見つめ合う僕らの視線。


    　ふたりの唇くちびるの距離は、もう、ものすごく近くて。


    　伝わる体温は、周囲の空気よりもずっと熱くて。


    　あかりちゃんの鼓こ動どうまで感じられるようで。


    「あかり、ちゃん……」


    　声が、かすれた。


    「これからも、もしもあかりちゃんが、泣いたりすることがもしもあったら……そ、そばにいたいって思ってる、よ……？」


    　僕の心臓だってヤバイくらいに猛スピードで動いていた。
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    　このまま力いっぱい、あかりちゃんを抱きしめたい気持ちが湧き上がってきて、思うままに唇くちびるを──映画部の部室で、唇が衝突しちゃったような事故なんかじゃなく──ちゃんと。


    　キスをしたくて。


    　あのときの、柔やわらかな感触を思うだけで全身がぶわわっと熱くなって。


    　僕らは、そのまま吸い寄せられるようにお互いの身体からだを近づけて──。


    　その向こうで、夜空に大きな花火が上がった。


    



    　　　　　　３


    



    　なにが、起きたのかわからなかった。


    　前兆も予感もなかった。


    　ただ、僕とあかりちゃんの唇同士が重なりそうになった瞬間に。


    　あかりちゃんの姿が……消えた。


    　消えたように、感じた。


    　次の瞬間、あかりちゃんは僕から三メートルくらい離れた場所に立って、こちらを見ていたのだ。


    「…………」


    　花火に背を向け、無言。


    　つまり僕を見ているのだけど、暗くて表情が読めない。


    　怒らせちゃった……？　ど、どうしよう、ヤバイ!?　ていうか僕なにやってんだ──！


    　あわてて立ち上がる。拍ひよう子しに、手にしていた焼きそばが地面に落ちた。


    「あかりちゃ──」


    　僕は異変に、気づいた。


    　あかりちゃんの目が、紫色に輝いていた。


    「…………残された時間は」


    　あかりちゃんは──あかりちゃんとおぼしき人影は、言った。


    　声はいつものあかりちゃんじゃない。もっと、低く、ハスキーな女性の声──。


    　あかりちゃんは、紫むらさき色の目のまま、こちらへ近づいてくる。


    「……少ないぞ…………人間よ……」


    　頭が混乱する。


    　誰？　こいつ誰だ？　あかりちゃんのはず──あかりちゃんじゃない──あかりちゃんのような誰か──。


    「否いな……半人半魔の者よ……」


    　背筋が、凍った。


    　どうして……どうしてそのことを。僕が悪魔と人間のハーフだということを知ってる!?


    　あかりちゃんは僕の目の前で──その目を元の黒色に戻して。


    　高く高く花火が上がった直後。


    　不意にエネルギーがとぎれたように、あかりちゃんの身体からだが倒れ込んでくる。


    「あ、あかりちゃ──おおおおっ!?」


    　僕はあかりちゃんを抱かかえたまま背後に倒れて、木の階段に背中をしたたか打った。


    「っつ──」


    　痛みが身体に走る。


    「あかりちゃん……？」


    　僕がささやきかけると、あかりちゃんは目を閉じたままだった。


    　すぅすぅと寝息が聞こえる。


    「………………なんだ、ってんだよぉ…………」


    　頭の中は疑問でいっぱいだった。それに、


    「ひょっとして、あかりちゃんも、僕がハーフだ……って気づいてる……？」


    　どうしよう──!?　これヤバイよね？　確実にヤバイよね!?


    　そのとき、


    「──どうしてだよ」


    　僕と誰かの声が、重なった。


    「どうしてデモンはそんな体勢になってるの？」


    　僕の……体勢？


    　……うん、倒れ込んでくるあかりちゃんを抱きしめて、あかりちゃんはそのまま眠っている構図だから。


    　えーと。


    　あかりちゃんの身体は、すっごく柔やわらかいっていうかね。


    　見上げたそこに、三人の姿。


    　みんな浴衣ゆかたを着ているね。ひとりは外国人なのか、金髪だね。小さい子が手に提ちよう灯ちん持っているね。


    「……デモン」


    　真ん中の、一番目つきの悪い女の子が──ふだんの五百倍くらい目つきを悪くして、右手を青白く光らせながら言った。


    「アンタここでなにやってんだァァァッァァ!?」


    「待ってビスコ！　これ誤解だから！」


    「誤解、ほう、誤解。なら、実際に起きたことを説明してみてくれるかな」


    　そうだ、今はみんなに相談しなくちゃいけないんだ。どこから話せばいいんだろう。


    　えーと僕はあかりちゃんに連れられてここに来て、花火を見て、あかりちゃんがびっくりして、僕にしがみついて、ふたりの身体からだが密着して、そのまま唇くちびると唇を近づけて──。


    　って、言えるかいぃぃぃ！


    「デモン、どうしたの？　話せないの？」


    　優しい言葉遣づかいのビスコ怖こええぇ！


    「──なんだか、変ですわ」


    　そこへエリスが言った。


    「カルラもそう思うです。妙ですね、この感じ」


    　ドンッ、ドンッ、と花火が上がる。


    　そしてふたりは同時に言った。


    「強い退魔の力を感じますわ」


    「強い悪魔の力を感じたですよ」
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    　幸さいわいなことにあかりちゃんは早くに目を覚ました。あかりちゃんは、自分は疲れて眠ってしまったと考えていて、僕に話したことを憶おぼえていなかった。


    　つまり僕がハーフの吸血鬼だってことがバレたわけじゃないっぽいのだけれど──それにしても、あの「声」はなんだったんだ……？　あかりちゃんになにかが乗り移ったとか？　憑ひよう依い？　イタコ的なもの？


    　僕らは、目を覚ましたあかりちゃんを連れて、歩いて家へと戻った。


    　ビスコたちが神社の境けい内だいまでやってこられたのは、カルラの発明品のおかげだそうで。僕の服の裾すそに、発信器を縫ぬいつけていたんだとか──ていうか僕のプライバシーとかそういうのはどこにあるんだろうね……。


    「つまり、だ。話を総合すると」


    　ともあれ、あかりちゃんがお風ふ呂ろに入っている間に作戦会議だ。


    　僕らは居間にいた。


    　みんな寝る準備を済ませ、カルラだけはすでにビスコの膝ひざにすがるように眠っている。


    　あかりちゃんの異常な行動について、僕はすでに説明を終えていた。


    「『声』の主はあかりの中にいる……二重人格みたいなもんなのか？」


    　ビスコが言うとエリスが首をかしげる。


    「どうでしょうか。別人格の存在を本人が気づいていないケースもありそうですが、デモンが言うには過去から現在までそんな様子はなかったのでしょう？」


    「うん。あかりちゃんが『扉を開く者』なのはみんなも知ってのとおりだけど、この力となにか関係あるのかな？　それにあかりちゃんのお祖じ父いさんも──」


    「あのジイさんが、他の人間には見えないものが見えるってやつか」


    「うん、実はそのことなんだけど」


    　僕が善ぜん次じさんに半悪魔だと見抜かれたこと。そして退魔士エクソシストも知っているようであること。このふたつをビスコに教える。


    「ふーん……」


    　と、ビスコは納得してから、


    「……で、なんでそんな大事な話を今までアンタは黙ってたのかなあ!?」


    　ぶち切れた!?


    　どうやらエリスが知っていて、ビスコは知らなかった、というのが一番気に食わなかったようで──それから数分、ビスコをなだめ、今は時間もないんだから──となんとか説得。


    「ふむ……この一件は家に帰ってからデモンをとっちめるからいいとして、あたしは、その蔵くらにある妙な絵が気になるな」


    　ビスコさん、僕はその前置きが気になります。とっちめないでいいです。


    「そうですわね……蔵に近寄ったら命の保証はない、とそう、あの老人に言われたのでしょう？　それほどまでに大事な絵なのか……」


    　ビスコとエリスが、うーんと悩む。


    　明日は一日、特に予定がない。でもって明後日に僕らは帰る。


    　あの「声」の正体は？


    　蔵にある絵の意味は？


    　明日──どうやってこの謎を探さぐるか、僕らは打ち合わせをし、とある作戦を立てた。


    　答えが出るかはわからないけど……ね。あかりちゃんに関することなら、知っておきたい。それが「扉を開く者」としてのあかりちゃんの能力に関わることならなおさらだ。


    



    



    　今日は昨日よりも早く、カードゲーム大会もおしゃべりも終了した。海にお祭りに、みんなが疲れ切っていたってことも大きい。


    　僕は昼寝してたから、あんまり眠くなかった。


    　みんなに「おやすみ」を告げて、僕はひとり、携帯電話を持って外へ出た。川沿いの道を歩きながら、父の携帯電話に国際電話をかけた。


    「もしもし、父さん？」


    『おう、元気かバカ息子』


    　第一声がそれかよ！　一瞬で十五個ほどの悪口を思いついたけど、口に出すのをなんとかこらえる。


    「聞きたいことがあるんだけど」


    『おお、なんだ？　父さん今ちょっとだけ忙いそがしいから手短にな』


    　耳を澄ますと、電話の向こうから音楽が聞こえてくる。ジャズっていうのかな。落ち着いた大人の雰ふん囲い気きっていうか。


    「……父さん、浮気だけは絶対ダメだからね」


    『はっはっは。デモンがそんなことを心配するなんてなぁ。デモンちゃんは、新しいお母さんが大学生だったりしたらイヤかなぁ？』


    　なにさらっと気持ち悪いこと聞いてくるんだよ。


    「僕の心配は、浮気がバレたときのこと。母さんには殺人なんて罪を犯して欲しくないから。ああ、相手が悪魔だったら犯罪にならないのかな」


    『どんな心配だよ!?　ま、まいったなぁ。まだ死ぬわけにはいかないんだよな。レンタルしてるＤＶＤ、一週間延滞してるし』


    　命軽いな！


    『それに友だちの悪魔から借りてるゲームも──』


    「も、もうそのことはいいって。僕、聞きたいことがあるんだよ。あのね父さん──七なな竈かまどあかりちゃんの家、っていうか、家系のことなんだけど」


    　僕が本題を切り出すと、向こうの空気がちょっと変わったように感じられた。


    『……言ってみろ』


    「父さん、ひょっとしてあかりちゃんのお祖じ父いさんのこと知ってる？」


    『ああ。悪魔のことを、よくご存じなんだろう？』


    　そういうことは先に言えよバカ親ァァァァ！


    　のど元までせり上がった罵ば倒とうをぐっとこらえ、僕はぷるぷるした。


    『ん、どうしたデモン。今なにか聞こえたが』


    「なんでもないよ、父さん死ね」


    『なんでもなくないじゃないか!?』


    「あのさ、お祖父さんがそういう能力を持ってるから、あかりちゃんに『扉を開く』力があったりするのかな？　遺伝っていうか」


    『ああ、そうだろう。遺伝というのはよくあることだ』


    「…………」


    『なんだ不満そうだな』


    「だからなんでそういう大事なこと先に言わないんだよ……」


    『はっはっ』


    　なにがおかしいのか、電話の向こうで父さんは笑った。


    『あのなぁ、デモン──もしもあかりちゃんの肌の色がグリーンだったら、彼女を嫌いになったか？』


    「は？　なに言ってんだよ……そんなの関係ないよ」


    『同じように彼女に不思議な力が備わっているとして、彼女を嫌いになったか？』


    「だから、関係ないって」


    　僕はため息をついて、川にかかる橋の上で立ち止まった。父さんがなにを言おうとしているのか、わからなかったのだ。


    『デモン……目の色も、人種も、生命としての種族さえ違ったとしても、誰かを愛するという心にはなんの影響も与えない。お前が、彼女の生まれを知ったのが五年前でも、今でも、五十年あとだとしても、なんの影響も与えないんだよ』


    「…………」


    　わかった──父さんの言いたいことが。


    　吸血鬼の父。人間の母。


    　父さんたちは自分たちが「生命としての種族」が違ったことで様々なトラブルにぶち当たったのだろう。それでも、ふたりは結婚するという道を選んだ。


    　そして僕が生まれた。


    　僕だって身体からだに半分、悪魔の血が流れてる。


    　だから父さんは、あかりちゃんに特別な力があること、あかりちゃんが特別な家に生まれたことを、僕に言わなかった──そんなこと、誰かを愛するという心にはなんの影響も与えないから……。


    『わかったか？』


    　電話の向こうで父さんがどんな顔をしているのか、ありありと想像できる。僕を子ども扱いするようで、そのくせさっさと一人前になれよ、っていう顔だ。


    「うん……サンキュ」


    　僕の身体に半分、悪魔の血が流れているとしても、自分の心に正直になろう。それ以外に、僕にできることなんてないのだ。


    『それじゃあデモン、聞きたいことはそれだけか？』


    「あ……」


    　ほかにもなにか聞いたほうがいいようなことが、あった気もするけど……とりあえず思い出せないからいいか。


    「それだけだよ」


    『よし。それじゃあ、父さんは女子大生──じゃなかった、古い友人と会ってくるから』


    　通話は切れた。


    　最後の最後で、今までの発言をすべてぶち壊すようなこと言うなよ！


    　もちろん母に、メールで知らせておいた。


    「……心、かぁ」


    　僕は橋の上から川かわ面もを眺めていた。


    　流れる川面はなめらかで、月の姿が映っている。


    「僕が今やるべきことは、あかりちゃんのそばにいること……あかりちゃんを守ること」


    　それは変わらない。なにがあっても。
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    　家に戻ると、相変わらずじっとりと肌に吸いつくような空気だった。女子四人はもう、クーラーの効いてる部屋ですやすや寝てるんだろうな……。


    　でもまぁ、僕の気持ちはすっきりしていた。


    　これなら早く眠れそう──。


    「……あちぃ……クソあちぃ……」


    　甘かった。三分後、布ふ団とんの上で悶もだえ苦しんでいる僕です。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼しとか全然無理無理！　クーラーのある部屋で寝たいよ!!


    　うーん、うーん、障しよう子じ開けて窓開けちゃおうかな。虫が入ってくるって話だけど、これなら蚊かに刺されるほうがマシじゃないかな……。


    　ぼんやりと天井を見つめる。


    　それにしても──父さんに電話したこともあるけど、さっきから僕、あかりちゃんのことばっかり考えてるな。


    　そんなだからかなあ。この部屋の入り口にあかりちゃんが立ってるような幻げん覚かくまで見ちゃってるもん。結構ヤバイ幻覚じゃない？　幻覚レベル的に八くらい？　十段階のうち八？


    「デモンくん起きてた？」


    　幻聴まで来た。幻覚レベル九。僕の脳みそは暑さにやられちゃったの？　それともあかりちゃんの魅力にやられちゃったの？


    「なーんつって、あっはっは」


    「……デモンくん、壊れちゃった？」


    「本物ォ!?」


    　跳はね起きた。飛び起きた。立ってる、あかりちゃんが立ってるよ！


    「ど、ど、ど、どうしたの……」


    　あかりちゃんは後ろ手にふすまを閉めると、部屋に入ってきた。


    　え？　なにこれ？　なにこの神展開？　夜よ這ばい？　夜這いなの？　僕ら中学生だからこういう展開があるといろんな検けん閲えつがあって広く皆さんにはお伝えできない内容に……、


    「蚊取り線せん香こう持ってきたんだよ」


    　ですよねー。そんなムフフ展開あるわけがないですよねー。


    「デモンくん、どしたの？」


    「……い、いいえ、ちょっとばかり思わせぶりな神様を呪のろっていたところです」


    「人を呪わば穴ふたつって言うから、気軽に呪ったりしたらダメだよ」


    　あかりちゃんは、布団のすぐ脇に蚊取り線香を置いた。ライターで火を点つけると、ぽう、と小さな火があかりちゃんの顔を照らす。


    　蚊取り線香に、オレンジ色の光が宿った。


    　白い煙がするすると昇っていく。


    「これなら網あみ戸どにしても大丈夫だと思う。ちょっとよれよれだから、蚊が怖いんだけど」


    　障子を開くと、月の明かりがさっと差し込んできた。


    　その向こう、窓ガラスを開いて網戸にすると、多少は風が流れるようだった。


    「わざわざありがとうね」


    　僕が言うと、あかりちゃんはその場にぺたんと座って、


    「ううん、私こそ……花火のときは寝ちゃってごめんね。なんだか疲れてたのかなっ」


    　ぺろりと舌を出した。


    「僕、実はなんだか頭が冴さえちゃって眠れなくて」


    「私も今は、あんまり眠くないんだよねぇ」


    「そっかー」


    「うん」


    「…………」


    「…………」


    　ち、沈黙が気まずい！　っていうかあかりちゃん、まだこの部屋にいるの!?　部屋に戻らなくていいの!?


    「そ、そう言えば、善ぜん次じさんは今何歳くらいなの？　お元気だよね」


    「お祖じ父いちゃんは六十八歳だよ。まだまだ現げん役えきだって言ってる」


    「他の家族の人とは……その、あんまり連絡取ってないのかな？」


    「お祖父ちゃん、息子──私のお父さんとも昔は仲良かったんだけどね。いっしょに旅行とかしたし。でもその旅行がきっかけで、あんまり仲良くなくなっちゃったんだ」


    「へぇー……どこの旅行？」


    「うん、十年前なんだけど、ヨーロッパの──」


    　あかりちゃんが言いかけたときだった。


    「思った以上に暑いですわね、この部屋。デモンが寝苦しい寝苦しい虫が虫がと言っていましたから、これを持ってきましたのよ」


    　さーっ、とふすまを開けて、入ってきた──退魔士エクソシストひとり。


    「電気式らしいですけど、コンセントはありますの？　虫むし除よけの機械と聞いたのですが──」


    　エリスの目が僕を見て、次に、あかりちゃんを見た。


    　手には、コンセントで電気を入れると殺虫効果があるという夏のＣＭでおなじみの、アレ。


    　なんで……エリスさん、わざわざそんなものを？


    　という僕の思いと。


    　どうして……あかりさんがここにいらっしゃるの？


    　というエリスの思いと──。


    　凍りつく、僕ら。──そして、


    「デモン、しょうがないからこの殺虫剤貸してやるから。飛んでるやつに使えば──」


    　開いたふすまからずかずかと入り込んできた、我が家の使い魔。


    　ビスコの目が、目の前にいるエリスに当てられ、僕に当てられ、その横に座っているあかりちゃんに当てられ。


    　手にはスプレー式の殺虫剤。


    　時間が、止まったみたいだ。


    　僕は口を開いた。


    「えっと……」


    　なにがどうなった!?


    



    　　　　　　３


    



    　布ふ団とんの上に僕、それを囲むように三人の女子。


    　なに、なんなのこれ、蚊か取とり線せん香こうと電気式虫むし除よけと殺虫スプレーとがいきなり集まってきた。虫どころじゃなくて僕まで気まずさで死にそうなんですけど。


    「あ、あの……みんな暑くない？」


    　ただでさえ暑い部屋。狭いし。そこに四人もいるのだから、だいぶ蒸むし蒸しするよ。いや蒸しと虫をかけてるとかそういうんじゃなくて。


    「こんなに気き遣づかってくれて、あ、ありがと、うれしいな。僕、これだけあればなんとか朝まで快適に眠れそうだから」


    　僕が言うと、ビスコが手にしていた殺虫スプレーの缶を転がした。缶は、エリスの持ってきた虫除けに当たって、カコンと音を立てた。


    　ぴきっ。


    　エリスの額ひたいに青筋が入った音が聞こえてきたよ!!　カコンだけに「禍か根こん」を残したね！　全然うまくねぇ！


    「あ、あの……僕そろそろ寝ようかな～……なんて思ってるんですけど」


    「ええ、デモンはおやすみになったらいいですわ。わたくし、デモンが寝付くまでここにいますから」


    　するとビスコも、


    「それじゃあ私も。まだ眠くないから」


    　なんだよそれ！　僕の寝付きを見守るなんてこと今までなかったじゃないか！


    　僕が助けを求めてあかりちゃんを見ると、


    「……わ、私もここにいようかな」


    　えええええ、あかりちゃんまで!?　あ、いや、あかりちゃんに見守っててもらう、ってのはなんか……なんかいいね、そのシチュエーション、いいね！


    「さ、デモンおやすみになって」


    　エリスに言われ、なんとなく横になってみる。タオルケットをお腹なかにかける。


    　窓の外からは虫の鳴く声。


    　目を閉じてみた。


    「…………」


    「………………」


    「……………………」


    　眠れるわけがねぇ!!


    　目を見開いた。


    　視線感じるよ！　超見られてるよ!!


    　なんなのこの罰ばつゲーム。トイレしてるとこを見られてるような感じ。


    　僕は言った。


    「みんな、戻って寝たほうが……」


    「デモンは寝る」


    　ぴしゃり、とビスコが言った。


    「……は、はい」


    　目を閉じた。


    「…………」


    　眠れねぇぇぇ！


    



    



    　それからどれくらい経ったんだろう。


    　目を閉じて僕はいろいろ考えてたんだ。エリスとビスコはなんとなく張り合って僕を見守りたいみたいなこと言ったんだろうね。でも、あかりちゃんは？　あかりちゃんはどうしてここに残ったんだろう？


    　僕が女子ふたりに襲われちゃうと思ったとか？　


    　逆か。僕が襲っちゃいけないように？　いやーさすがにそこまで僕が信用されてないわけもないでしょう。


    　じゃあ、どうして？　あかりちゃん、もしやエリスやビスコに対抗心燃やして、僕を独占したいから──なんつって！　あははは、まさか、まさかねえ！　そんなことになったら僕はなんていうか。


    　っていうか……。


    　まだみんなこの部屋にいるの？


    「…………」


    　ごろん、と横に寝返りを打ってから、僕は目を開いてみた。


    「…………ぅ」


    　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?


    　危あやうく叫ぶところだった。叫ぶところだった!!


    　落ち着け、落ち着け僕。


    　目を開いたすぐそこにあかりちゃんが寝ていたなんてよくあること──。


    　ねええええよ!!　あるわけない!!


    　ていうか、あかりちゃん寝ちゃったの!?　ここで!?　僕の鼻先十センチくらいだよ！


    　横になってこっちを向いて、目を閉じてる。


    「……すぅ、すぅ」


    　両手を胸の前で組んでるのが、ああ、ああ、もうかわいい！


    　……って。


    　ちょっと待て。


    「…………」


    　僕はころんと反対側に寝返りを打った。


    「!?」


    　いたぁぁぁぁぁ!!　エリス!!　あかりちゃんと同じで寝てるよ!?　あ、厳密には格好が違う……両手を組んでるんじゃなくて、銀色の棒状のものを抱かかえていて……。


    　レーヴァテインンンンンン！
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    　なんで持ってるの!?　ていうかさっきまで持ってなかったよね!?　イヤな予感しかしないんですけど、その銀色の棒！


    「──ひぅ!?」


    　そのときおかしな声を上げた──僕が！


    　がばっと、がばっとね、僕の足になにかが覆おおい被かぶさって──ビスコ！　ビスコだよ！　足下で座ってたはずのビスコもついに眠ってしまったんだよ!!


    　でも、だからって。


    　僕に抱きつかないでよォォォォォ!!


    「……ビ、ビスコ」


    　そろそろと身体からだを起こして、僕はビスコにささやく。


    　ちょうどビスコは僕の両足の上に身体を倒していて、なんていうか……ほら、あれ、崖がけの下に落ちそうな人がちょっと上でがんばっている人の身体にすがりつくっていうか──って痛い！　ビスコ痛い！　力強すぎ！


    「……むにゃ……起こしたら殺す……」


    　なにその寝言!?


    　そーっと、そーっと僕はビスコの拘こう束そくから抜け出す。両手をついて膝ひざ立ちで、ハイハイする感じだ。よし──これで立ち上がって、左足を抜けば、


    「ひぅ!?」


    　二度目の変な声が出た──また、僕からね！　ビスコが僕の足をつかむんだよ！


    「あっ」


    　だから僕はそのままバランスを崩して、左にいるあかりちゃんへ倒れ込む──ぬおおおお、踏ん張れ、踏ん張れ僕！


    「～～～～！」


    　こらえた、こらえたよ！　ただ、ちょっとだけあかりちゃんの身体をまたいでる……つまり、左足をビスコにつかまれ、僕の身体はクロスするようにあかりちゃんの身体をまたいでる感じで。僕はタオルケットじゃない。あかりちゃんに覆い被さったら悲鳴をあげられるのがオチだから！


    　そろ～っと、そ～っと、右手を抜く、身体を起こそうとする。


    「──ぐっ!?」


    　ビスコの握る力が強くなった！　イテェ！


    　左手だけをあかりちゃんの向こう側についた状態で、微妙に止まる僕。


    　あかりちゃんは身体を横にしてすうすう寝ている。無む邪じや気きな顔──と思って、気がついた。あかりちゃんのパジャマはボタンシャツだ。そのボタン、なんだか、ふたつ目まで外れていませんか？　横になってるから、なんだか胸元が大きく開いて──。


    「────!?」


    　ぴたり、となにか金属が首に触れた！　そろりと右側に目を向けると、エリスだ！　エリスのレーヴァテインが僕の首に当てられてる！


    「……悪あく霊りよう退散ですわ……」


    　寝言かよ！　ていうかそれ退魔士エクソシストじゃなくて陰おん陽みよう師じだよ!!


    　落ち着け、落ち着け僕。余計なことは考えるな。


    　とりあえずエリスのレーヴァテインを押し戻す。そして、ビスコがつかんでる足を抜こう──よし、成功。あとは上体を起こしながら立ち上がれば──。


    「ふう……」


    　女子三人がつくるトライアングルの真ん中に、僕は立った。


    　なんなんだ、これ……。


    　左右をあかりちゃんとエリス。足下をビスコ。間に挟はさまってる僕。パズルかよ。


    　でもみんな──気持ちよさそうに寝てる。あはは、エリスなんてよだれが出てるよ。どんな夢見てるんだ？


    　枕まくら元にあったタオルで、エリスのよだれを拭ふいてあげた。


    「……負けませんわ…………全部食べますもの……」


    　ほんとにどんな夢見てるんだよ……。


    　あかりちゃんが一番おとなしく寝てるみたいだなあ。ビスコはビスコで、ごろんと寝返りを打ってるし──って、ビスコさん、シャツがめくれてます。


    「しょうがないなぁ……」


    　僕は忍しのび足で歩いて、ビスコの横でかがんだ。いつもは僕の面倒を見てくれてるのに、こうしてるとすごく幼く見える。


    　めくれてるＴシャツの裾すそをつかんだときに、気づいた。あ……ビスコっておヘソあるのか。悪魔なのに？　そう見せてるだけとか？　ああ、水着のときにもヘソあったじゃないか。今さら考えることも──あれ？　ビスコってしっぽあるよな？　水着のときどうしてたんだ？　ていうかこれもホットパンツだけど、しっぽどうしてるの？　縮ちぢむの？　出したり引っ込めたりできるの？　長いときで全長五メートルくらいになるの？


    「…………」


    　これは、ただの興味。学術的な興味。崇すう高こうな好奇心。うん。ちょっと……確認してみようか。


    　Ｔシャツを持ち上げたまま、背中のほうをのぞきこもうとするも、さすがに寝ているから後ろは確認できない。


    　ダメ……か。


    　しょうがない、今度本人に直接聞いてみよう。じゃあ、シャツを戻してあげ、


    「お姉ちゃん」


    　シャーッ、と開くふすま。


    「お姉ちゃんどこですか……いなくなったら寂しいです……お姉ちゃ──デモン？」


    　そこに立っていた、カルラ。


    　ビスコのＴシャツの裾すそをつかんでいた、僕。


    「デモン……それ」


    「いや、違うんだ！　ただ僕は学術的な興味──じゃない、ビスコの寝相が悪くて！」


    「カルラのお姉ちゃんになにをするですかぁー!!」


    　飛んできた！　カルラが！


    「ふごっ」


    　ドロップキックを浴びて、倒れ込んだ僕の顔はビスコのちょうど股またの上あたりのお腹なかへ。


    「──ふぎゃっ！」


    　もちろんビスコは衝撃で飛び起きて、


    「な、な、なにす──デモン!?　アンタ、なんでこんなところに!?」


    「いや、待って、今、それはカルラが──」


    「どうしましたの？」


    　起きてくるエリス、それに、


    「むー……あれ、私、ここで寝ちゃった？」


    　あかりちゃん。


    「お姉ちゃん！」


    　カルラがビスコの背中に飛びつく。脚で僕の首を締めるビスコ。


    「……デモン、カルラになにをした……？」


    　新たな誤解と、


    「それより、どうして二人はそんな格好ですの？」


    　新たな殺意が生まれてる!?


    「いや、あの、だから……っ！」


    　もおおおおっ！　なんでこんな深夜にトラブルが!?
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    　翌朝──。


    　朝ご飯は炊たきたてのご飯にナスのお味み噌そ汁しる。かりっと焼いたベーコンエッグにツルムラサキのおひたしだった。ツルムラサキには鰹かつお節ぶしを振って、醬しよう油ゆをかける。


    　この家の醬油はちょっと甘めで、ツルムラサキのしゃきしゃきにゅるにゅるな食感に合っていてとってもおいしい。


    「あかりさん、わたくしちょっと行ってみたいところがありますの」


    　朝食後、エリスが言った。


    「この辺りに、郷土資料館などはありません？」


    「あるよ～。行ってみる？　みんなはどうかなぁ」


    　あかりちゃんが聞くと、


    「私は寝不足なので、すこし寝てますね」


    「カルラ、ちょっと思いついたことがあるから試ためしたいです」


    　若じやつ干かん一名、違うことを言っているけれど、


    「僕もちょっと眠いかな……」


    　と言った。


    　うん──昨日立てた作戦どおりに。


    



    



    　エリスとあかりちゃんが家を出て行くと、僕らは行動を開始した。


    「デモン、準備はいいか？」


    　ビスコの声が飛ぶ。


    　タイムリミットは二時間ちょっと。あかりちゃんが家を離れている時間。そして、


    「あのジイさん、出てったな」


    　善ぜん次じさんは集落の会合に出るので、正午まで戻らない──。


    　窓から見える善次さん。自転車に乗ったその姿が橋の向こうに消えると、僕とビスコは部屋を出た。カルラはどこか、って？　カルラはひとり勝手に畑に走っていったよ。今回に限ったことじゃないけど、協調性がないというか、フリーダムというか……。


    　ともあれ、僕らがなにをするのか──それは。


    　この家を調べること、だった。


    　善次さんが悪魔と退魔士エクソシストを嫌うこと、蔵くらにあった奇妙な絵、それにあかりちゃんの奇妙な言葉──。


    「扉を開く」能力の覚かく醒せいからあかりちゃんを守るためにも、七なな竈かまど家けに秘密があるのなら僕らは知っておいたほうがいい……と思う。


    　だから、エリスにはあかりちゃんを外に引っ張り出してもらい、善次さんがいない隙すきに僕とビスコが蔵を調べるのだ。


    　外に出ると、相変わらず強い日差し。肌がひりひりする。


    　息を吸っても、肺はいがカァッと熱い。


    「あの白い蔵か」


    　家の裏手に回りながらビスコが言う。


    「違うよ、黒のほう」


    「黒？」


    　ビスコは足を止める。


    「蔵くらなんて白いのしかないだろ」


    「いやいや、なに言ってるの。そのすぐ横に立ってる黒いヤツだよ」


    「…………」


    　ビスコは僕にピースサインをして見せた。


    「デモン、これ何本に見える？」


    「え？　指なら二本だけど……」


    　大まじめに僕が答えると、ビスコは黙りこくった。


    　え？　なに？　僕の目がおかしくなったとかそういうことをおっしゃりたいんですか？


    　ビスコは不意に顔を上げた。


    「──もしかして」


    



    



    　僕は、それからビスコに言われるまま黒い蔵の前まで──ていうかさっきの場所から見えてたんだけど──歩いていった。


    「これだよ」


    　ビスコは僕がそう言っても、眉まゆ根ねを寄せて考え込んでいた。


    「……ここに、蔵がある？」


    「あるじゃん。蔵じゃなくて倉庫だろ、とかそういう冗じよう談だんじゃないよね？」


    「誰が言うかよ、バカデモン」


    「ば、バカ、って言うヤツがバカなんだ！」


    「黙ってろバカ」


    「むきぃぃぃ！」


    　と、叫びたかったけれど止やめた。そんな言い合いしている場合じゃないし、ビスコの顔がやたらと真剣だったからだ。


    「…………」


    　ビスコはその右手を、そうっと伸ばして蔵の壁に触れようとした。


    「!?」


    　触れた指先から、赤い波は紋もん──そこに水の壁でもあるかのような赤の波紋が立ち、奇妙な文字が円形に沿って浮かび上がると、


    「デモン避よけろ！」


    「え？」


    　空気を切り裂さく甲かん高だかい音。


    　壁から勢いよく飛び出した黒い針が空間を切り裂く。それはまるで巨大なウニみたいだ。


    　危なかった。


    　間かん一いつ髪ぱつ、僕はビスコに首根っこをつかまれて後ろに跳んでいた。


    　針は、ゆっくりと壁へ吸い込まれていく。


    「な……なに、今の」


    　地面に尻しり餅もちをついた状態で、僕はビスコに聞いた。


    「結けつ界かいだろうね。悪魔よけ」


    「そ、そうなの？　でも、僕がここに来たときはこんな反応……」


    　ビスコは舌打ちした。


    「アンタは『人間』だって見なされたんだろ。そもそもあたしには、ここに蔵くらが建っているようにはどうにも見えない。ただの草むらさ」


    「え？　えぇっ？　じゃ、じゃあどうする？　ビスコが入れないなら僕がひとりで」


    「いや、あたしも入るから大丈夫だよ」


    「どうやって？」


    　僕が立ち上がりながら聞くと、ビスコは僕を見た──僕をとびっきり不安にさせる、悪魔的な笑みで。


    



    



    「やだやだやだやだぁ！　超無理だから！」


    　僕は首を思いっきり振った。


    　目の前には、赤いよだれかけをつけたお地じ蔵ぞうさんがいた。


    「早くしろよデモン。簡単だろ、この石せき仏ぶつの首を引っこ抜くことくらい」


    「なにが簡単!?　力的な意味でも良心的な意味でも神しん罰ばつ的な意味でもまったく簡単じゃないんですけど!?」


    　ビスコの説明では、結界を張るための起点となるものがあるらしい。それが──このお地蔵さんだというのだ。でもってビスコ自身は、これも結界の一部だから触さわれないのだという。だからって僕が!?　ていうかお地蔵さんの首を引っこ抜くなんて真ま似ね、絶対にしちゃダメだぞ、よいこのみんな！　そもそも抜けないものだし！


    「半悪魔がバチとかぐちぐち言ってんじゃねーよ。はい行けドーン」


    「わぁっ!?」


    　ビスコに押されて僕は前のめりにお地蔵さんに突っ込む。かわそうとした。うん、僕はかわそうとしたんだ。けれど、思いっきりぶつかった。


    「いてっ!!」


    　派手な音とともに転げた僕は、肩と頭を思いっきりどこかに打った。


    「いってぇ……ててて……え」


    　僕の右手に握られているもの──それは、


    「ぁぁぁっぁああああああああああああああああ」


    　ひいいい！　引っこ抜けたァ──!?
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    「ふん……こんだけでかいもの、よく結けつ界かいで隠したもんだよ」


    　げっそりとぼとぼ歩く僕を尻しり目めに、ビスコはさっさと黒の蔵くらに来て、鉄てつ扉ぴを開いていた。


    「……あれ、ビスコ、その扉って鍵かぎついて──」


    「ん？」


    　振り返ったビスコの手には、かんぬきのような鍵。あれ、それって扉にかかってなかったっけ？　カギのかけ忘れ？　え？


    「デモンさ、雷かみなりって電気じゃん？　電気を集中すると高熱になるんだよね」


    「うん、それがどうかした──」


    　ん、その高熱で焼き切ったの？　そんなにビスコの電撃って強力なの？　そんなものをいつも僕にぶっ放しているの？


    　僕がビスコに底知れぬおそれを抱いている間に、ビスコはさっさと中に入ってしまった。釈然としないものを感じながら、僕も中へ。


    　蔵に入ると、不思議なことに、閉めきっているのに軽く涼しい。


    　それに、妙な違和感があった。


    　僕は自分の手をグーパーしてみた。なんだか力が入らないような……。


    　鉄扉を閉じると、暗くなる。


    　蔵の中央に、格こう子し戸どから差し込んでくる日の光。


    　ほこりが舞っている。


    「あれか」


    　入ってすぐビスコは立ち止まる。


    　光の先に見える──巨大な絵が掛かっている。


    　今見てもなんだか、圧倒される。誰かが戦っているような絵……でも、誰だ？　それにどうしてこの家にこんな物騒な絵が飾ってあるの？


    「あ、この写真」


    　棚の上に、善ぜん次じさんが手にしていたあかりちゃんの写真を見つけた。


    　古い写真だった。


    　中央には、横にいる大人におびえるようにくっついているあかりちゃん。真っ赤なリボンに、紺こん色のワンピース。


    　……あかりちゃん、かわゆい……。


    　裏を見てみると、なんか日付とアルファベットが書かれている。


    　日付は今から十年前だ。でもって……このアルファベットは「Venezia」……ヴェネジア、って書いてあるのかな？


    　改めて写真を見る。うん、あかりちゃんはかわいい。横にいるのはあかりちゃんのお父さんみたいだ。


    　あかりちゃんの背後、遠いところに金髪の人物。ふーん、この人の名前がひょっとしてヴェネジアさんとか？　違うか。


    　それにしても──。


    　……あかりちゃん、かわゆい……。


    　僕と、け、結婚したりして、ふたりの間に子どもが生まれたら、こんなかわいい……、


    「デモン」


    「ひょうっ!?」


    　いきなり後ろから話しかけられてびっくりした！　超びっくりした！　振り返ると、ビスコが怪け訝げんな顔でこっちを見ている。


    「……なにしてんの」


    「な、なんでもないっ！」


    　あわてて僕は写真をポケットに突っ込んだ。最近のビスコは勘がいいからね！


    「今妙なこと考えてたろ」


    　ほら！　ビスコの右手が青白く輝いて、僕に電撃が、


    「って、待って待って待って！　別になにも考えて……あれ？」


    　来ない。


    　両手でガードしようとした僕だったけれど、おそるおそる目を開いてみると、僕よりビスコのほうが不思議そうな顔をしていた。


    「……使えない、魔力」


    　言って、周囲を見回す。


    「蔵くらの中にも結けつ界かいがあるってことか……まぁ、魔力なんて使う必要ないからいいけど」


    「そうなんだ」


    　すごい。そんなにも善ぜん次じさんは悪魔が嫌いだ、ってこと？


    「デモンはあとでしばくから問題ないし」


    「そっか……って問題あるよそこ!?」


    　あわてかけた、僕の耳がなにか音をとらえた。


    「……デモン」


    　それはビスコも同じだったようだ。


    「……ここのジイさんて、昼まで戻らねーんだよな？」


    「……うん、そう言ってたけど」


    「……あたしの耳が確かなら、ここに誰かが近づいてる音がするんだが」


    「……イエス、僕もです」


    　ビスコが言ったそばで、キィッ、と自転車のブレーキ音が聞こえてきた。


    　外──蔵くらの外だ。


    「まさか」


    　善ぜん次じさんが帰ってきた──。
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    　きしむ音を立てて、鉄てつ扉ぴが開く。そこに立っていたのは紛まぎれもなく善次さんだった。


    　そろりと中を見渡し、扉の陰、左右を確かめる。


    　誰かがそこに潜ひそんでいる……とでも言いたげに。


    （…………）


    （………………）


    　僕とビスコは、息を殺してそれを見ていた。見下ろしていた。


    　善次さんが来たとわかった瞬間、僕らは蔵の二階に上がったのだ。


    　造りは吹き抜けだ。ロフトみたいな感じ、って言えばわかりやすいだろうか。


    　とにかく狭い木製の階段。ぎりぎり転ばなかったけど、一番上で、すねを思いっきり打ちつけた。いてぇ！　音もなく悶もん絶ぜつして転げる僕を踏みつけ、ビスコも二階に。ひ、ひどい！


    　二階は暑さが立ち込めていてむっとする空気。そして、すえたような、古い道具のにおい。このまま数十年も経過してきたのだろう古時計やタンス、箱なんかが積まれている。その箱と箱の間から、一階を見下ろしている僕とビスコ──という構図。


    　善次さんは壁に背を預けるように横移動。後ろを取られる心配をしているような……そんな動きだ。


    （……ねえ、あれ、確実に誰かが隠れてること知ってる感じだよね）


    　僕はビスコにささやいた。っつうか暑い。すでにじっとり汗をかき始めたよ。


    （そりゃそうだろ。隠れてるというか、誰かが侵しん入にゆうしたことくらいわかってるに決まってる）


    （どうして？）


    　するとビスコは、僕にあるものを見せた──ってカギか！　確かに、扉が開いてれば誰かが侵入したあとに決まってるよね!?


    （ね、ねぇ、ここで降りていって「かくれんぼ～」とか言ってごまかしたらどうかな？）


    （…………）


    　ビスコは、思いっきり僕をさげすむような目で見た。


    （あたしみたいな悪魔が、蔵くらの中にいるんだぞ？　ってことは、悪魔よけの結けつ界かいを破壊したってことだ。しかもカギまで開けてる。どの面つら下げて「かくれんぼ」だよ）


    （他にいいアイディアもないじゃないか。善ぜん次じさん、前に僕に、ここに近づいたら「命の保証はしない」って……）


    （そんなら、なおさらここから出て行ったりできねーだろ）


    　階下に動きがあった。


    　善次さんは、タンスとタンスの間でなにかを探している。その手がつかんだのは、長細くて金属の筒つつがくっついている──、


    （ショットガンンンンンンンン!?）


    （銃身は清められた鋳ちゆう鉄てつ。弾だん丸がんは岩がん塩えんか……対悪魔仕様だ。あれで撃たれたら、悪魔ならマジで死ぬかもしれないな……）


    （なにそれ!?　準備よすぎない!?）


    　善次さんは銃身を折るようにぱかりと開いた。そこに二発、弾丸を込める。ず、ずいぶん手慣れた手さばきですけど……。


    （!?）


    　危あやうく声を上げそうになった。


    　銃口がこっち向いた！　向けられたよ！　


    　あわてて首を引っ込めた僕とビスコ。


    　直後──。


    　ドンッ。


    　音が響いた。僕らのすぐそばにバラバラバラッとなにかが当たる音がした。


    「何者じゃ」


    　善次さんが声を発した。


    　発砲した──ショットガンを。善次さんは、ショットガンを撃った。


    　僕とビスコは視線を交わす。本気だ。脅おどしじゃない。ためらいなく撃つのだ。


    「……人間ならば出てこい。命は助けてやろう。悪魔ならば出てこずとも構わん。問もん答どう無む用ようで撃ち殺す」


    　声は、蔵の隅々に行き渡って、消えた。


    （やべーな……）


    　ビスコが、ぽつりとつぶやいた。


    



    



    　善ぜん次じさんがじりじりと階段へ迫る気配。


    （ど、どうしよう！）


    （どうするもこうするもねーだろ。デモン、アンタ名乗り出な。でもって「すみませんでした」って言うんだ。その間、あたしは隠れてる）


    （でも、僕だって半分は悪魔なんだよ！）


    　ビスコの額ひたいに一筋の汗。


    　あのショットガン、そんなにヤバイの？　ほんとに……もしもほんとに撃たれてビスコが死んじゃったりするのなら──話して解決するしかない？


    　かちゃ……と撃ったぶんの弾だん丸がんを補充する音が聞こえた。


    （ビスコ、素直に謝ろうよ。あかりちゃんは善次さんの孫まごなんだ。あかりちゃんの友だちを撃つわけにはいかないだろうし。ちゃんと事情を話せば）


    　僕が言うと、ビスコはキッと僕をにらんだ。


    （やだ）


    （や、やだ、って……）


    　するとビスコは僕から目を逸そらして、下した唇くちびるを嚙かんだ。


    （……イヤだ。あかりの名前に頼るのは）


    （なっ……なんなんだよ、それ、意味わかんないよ）


    （だから、アンタはそれでいいだろ。アンタの言うとおりだよ。デモンは半分人間だ。だから見み逃のがしてもらえるかもしれない）


    （え……）


    　ビスコ？


    　僕は彼女の顔を見つめる。僕に目を合わせてくれない。


    　僕が半分人間。


    　そんなふうに言うなんて──いつもなら、僕は「半分悪魔」だと言うのに。


    （……行けよ、デモン）


    　ぽつりとビスコは言った。


    　わからない。ビスコがなにを考えてるのか、全然わからない。


    「反応は、ナシか」


    　善次さんが階段の下に立ったようだ。


    　僕の頭はめちゃくちゃに混乱していた。


    　善次さんは僕らを見たら、僕らをあかりちゃんの友だちだと認識してもショットガンを撃つだろうか。ビスコはあの弾丸を食らったら、ほんとうに死んじゃうんだろうか。死ぬ──なんていうことは、僕にはまだよくわからない。目の前に突きつけられたってわからないよ。


    （……デモン、おい？）


    　でも、わかることもある。


    　ビスコはたぶん──僕よりもずっと、あきらめてる。撃たれることは覚悟している。


    　だからなにか、意地のようなものを張ってる。


    　僕が半分人間だから？　僕なら見逃されるかもしれないけど、ビスコなら確実に撃たれるってことがイヤ？


    　それとも、あかりちゃんに対して？　あかりちゃんに負けたくない、なにかがあるの？　なんだよ、それ──。


    　わからない、わからなすぎて鼻の奥がつんとした。


    （なに泣いてんだよ）


    （泣いてない）


    （デモン、いいから行けよ。今なら間に合うだろ！）


    （……ビスコはどうすんの）


    　僕が目元をごしごしこすると、汗だかなんだかわからない液体がくっついた。


    　ビスコは肩をすくめた。


    （さあ？　神に祈るなんてできねーし、魔界だって裏切ってるようなもんだし……奥の物陰に隠れてガタガタ震ふるえるくらいしかねーよ。だからアンタは──）


    （僕も残る）


    （はぁ!?）


    （僕もビスコといっしょに隠れる）


    （バカ言えよアンタ──ひょっとしてあたしがあのジイさんを反撃して殺すとでも思った？　魔力は使えないって言ったろ。今のあたしはただの人間と同じで──）


    （じゃあ僕がビスコを守る）


    　本気でわからない、というようにビスコは僕を見た。


    （……アンタ）


    　階段を、足音がゆっくりと上り始める。


    （あたしと死ぬって言いたいの？）


    　僕は、首を縦たてに振った。


    （ビスコをひとりにするより、はるかにマシだろ）


    　すると、


    （～～～～～～～～～）


    　ビスコがなにか言いたげにぱくぱく口を動かしたけれど、言葉は出てこなかった。


    　足音が近づいてくる。


    　急がないと──善ぜん次じさんが上がってくる前に。


    　僕はビスコの手をつかみ、移動を開始した。ビスコは僕に引かれるままついてくる。


    　いつも……僕はビスコに守ってもらってばっかりだった。だから今くらいは、僕が守るって言ってもいいよね……。


    　僕は半分人間だ。だから、一発や二発、ショットガンを食らっても大丈夫……だと思う。それで、謝あやまってもいい。ビスコを逃がしてもいい。なんにせよこれは、ビスコにはできなくて僕にしかできないこと──。


    　僕とビスコは二階の一番奥、積まれた荷物の裏側に隠れ込んだ。


    



    



    「…………」


    　二階に上がったらしい善ぜん次じさんの気配。


    　僕とビスコは──ぎりぎりひとりぶんしかないスペースに、ふたりで身体からだを潜ひそめている。


    　見られなかったと思う。うん、大丈夫──ただちょっとこのスペースにふたりはきつい。


    　うまくやれば、ビスコの身体を僕の身体で覆おおって隠せる。


    　すると、無言でビスコの手が伸びてきた。


    （……え？）


    　腕をつかまれた。僕の身体が引き寄せられる。思わずビスコに突っ込んでしまう形になって──あれ、と思った。


    　ふわりと受け止められた。


    　抱きしめられたような恰かつ好こうだった。


    　言葉が、出てこなかった。


    　暑い。気温はかなり高くて、僕もビスコもだいぶ汗をかいてる。でも、ビスコの身体からはなんだか甘い香りがした。ビスコの腕は、柔やわらかかった。身体も柔らかかった。


    　僕の耳とほおはビスコの胸に当てられていた。


    （……どうして、だよ）


    　ささやくように言われた。


    　どうして──どうして、ってなにが？　僕が守る、って言ったこと？　そんなの、当たり前じゃないか。だって僕とビスコはもう、三年間もいっしょにいて、それで……。


    （……アンタがそんなこと言うから、あたしは……）


    　ぐっ、と抱きしめられる力が強くなる。


    　なんだかいつもとビスコの様子が変だ。彼女の鼓こ動どうが速くなってて、その、なんていうか、僕のほおに当たるものがとっても柔らかくて。


    　ぎし、と足音が近づいてくる。


    　声なんて全然出ない。僕の手がビスコの身体に自然に回ると、離れないように、お互いを縛るようにぎゅうっとした。ビスコの吐と息いきが、僕の髪に当たった。


    （……勘違いだってわかってても、アンタのこと……）


    　もう、ショットガンを構えた善ぜん次じさんはすぐそこにいるはずだ。


    （ビスコ……？）


    　不意に、身体からだが離れた。


    　離れたのは一瞬だった。


    （────────）


    　僕の思考能力とか、感覚とか、そんなものが跡形もなく吹っ飛んだ。


    　ビスコの顔が、すぐ目の前にあった。


    　言葉は発せられない──唇くちびるを、ふさがれていたから。


    　ふさいだのは、ビスコの唇で。


    　つまり僕らは……。


    　キスを、していて。


    　消し飛んでいた思考能力が、少しずつ戻ってくる。唇と唇の触れ合う柔やわらかな感触。電流のような快感が、後頭部のあたりをくすぐる。


    　ゆっくりと離れる唇。うるんだようなビスコの目が僕を見ていた。


    （……思ったとおりだ）
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    　ビスコは小さく微笑ほほえんだ。


    （最高に気持ちいいな……これが最初で最後だと思うと、すげー……残念だよ……）


    　足音。


    　それは、僕らの半径一メートル以内から聞こえたもので。


    　ハッとして振り返る間もなく。


    



    　ガイイィィンッ──────。


    



    　轟ごう音おんが、僕の耳を震ふるわせた。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    　　　　　　１


    



    　起き上がろうとした僕の頭を、なにかが押さえつけた。


    （待て）


    　…………ビス、コ？


    　ビスコだ……。


    　ビスコは無事だ。


    　撃たれてない？　今の音、ショットガンじゃないの？　なにが起きた？


    「──チィッ、外か」


    　善ぜん次じさんの声と、あわただしい足音。


    　外？　今、外って言った？


    （ここから近いところで、なにかが起きた）


    　ビスコがささやく。善次さんが階段を降りて、蔵くらの外へと走っていく。


    　僕らはその様子を、物陰からそっと見ていた。


    「行こう」


    　はっきりと声に出してビスコは言った。


    「あたしたちも外へ──今のうちに！　……ってデモン？」


    　でも、僕は、


    「…………」


    　緊張の糸が切れて、立ち上がることもできなかったんだ……。


    「……な、なっさけねぇ……」


    「だ、だ、だ、だって、だってだってだって！　い、今、ビスコ……僕に」


    「わっ、忘れろ！」


    　バチィッ、と音がして、僕の足下の床が焦こげた。


    　え──電撃？　使えるの？


    「あれは、き、緊急避難だ！　あたし、サキュバスだろ？　だから口づけで魔力を増ぞう幅ふくさせられるんだよ！」


    「え──」


    　そうか、ビスコはサキュバス。サキュバスは男のえっちぃ妄もう想そうとかから魔力を得る。


    　な、なんだ──さっきの、本気で僕を好きでとか、そういうのじゃないのか──。


    　余計に力が抜けた……。


    「……なぁ、デモン」


    　ようやく立ち上がろうとしてる僕に、ビスコが言った。


    「……もしもこれが──あたしのファーストキスだった……って言ったら、アンタは信じるか……？」


    　………………え？


    「い、今の、ナシ！　聞かなかったことにしろ！」


    　ビスコは叫ぶと、僕を置いて、風のように階段を駈け下りると蔵くらの外へと出て行った。


    



    



    　外に出てビスコに合流。僕が動揺しているのがバカらしいほどに、ビスコは平然とした表情で……って、あれって、キ、キスってそんなに簡単にできちゃうものなの？　う、うーん。あかりちゃんと、唇くちびる同士がぶつかったあとも、あかりちゃんも結構平気な顔だったし。


    「デモン、あそこ見ろ」


    　ビスコは僕の悩みなど完全スルーで、畑の方向を指した。


    　ドンッ、ドンッ、と二回の発砲音。


    　うおお、撃ってる！　善ぜん次じさんぶっ放してる！


    　そこはビニールハウスだった。や、正確には「かつてビニールハウスだった」ってことだろうか……ビニールを突き破って、巨大な物体が立っていたから。


    　真っ赤な果実。かじるとみずみずしい野菜、トマト。


    「……トマト、だな」


    　ビスコが立ちつくして言った。


    「ト、トマト……だね」


    　僕は答えた。


    　トマトなんだよ。


    　トマトが──立ってるんだよ！


    　ワイン樽だるよりも大きなトマトが一番上に。そこから青い茎くきと、熟しきっていないトマトなんかが胴体（？）を構成している。触手のように伸びた蔓つるの先には、赤いトマトが鈴なりだ。形だけ見ると、なんていうか、クラゲというか……。


    　その下で、善次さんがショットガンに弾たまを込め直している。


    「……これってやっぱり」


    　僕の脳のう裏りに、さっき、畑に向かったやつがいたという記憶がよぎる。


    　そして僕は、見てはいけないものを見てしまった。一番上のトマト。そこに乗っかっている小さい女の子の姿。ウン、ダレダロウナ。ネコミミフード。ミタコトナイナ。


    「カルラッ！　アンタなにやってんだ!!」


    　ビスコが怒声を上げた。トマトの上で、カルラがこっちに向かって手を振った。おーい。って、おーいじゃないだろ!?


    　ああ、やっぱりカルラの発明か。「思いついた」とか言って外に出て行った時点で気づくべきだった。カルラが思いついたなにかなんて、トラブルの種にしかならないってことに！


    　善ぜん次じさんが僕らを見る。その目はなんとも苦にが々にがしく、怒りに満ちていた。


    「えっと、えっとあの、善次さん──」


    　僕は声を張り上げた。


    「──僕ら、あの、って後ろ危ないです!?」


    　ぶうん、とブランコのように振られた巨大なトマト魔人（？）の腕が、善次さんに向かって猛スピードで迫る。


    「ふんっ」


    　善次さんは、ショットガンを抱かかえたまま横に転がった。うまい！　腕は善次さんがいたところをすり抜けると、


    「──ってこっち来たァァァァ！」


    　横を見るとビスコはすでに避難したあとだ。ひどい！　教えてくれたっていいのにね!?


    「うおぁ！」


    　僕もがんばって横に跳んだ。跳んだんだ。


    「──はぶしっ!?」


    　そしたらそこには摘つみたてのナスが積んであって……ね、その、僕の全体重がかかったものだから、ぼこぼこぼこっ、とナスがつぶれて……。


    「…………」


    「スミマセンンンン！」


    　善次さんがすさまじい顔でこっちをにらんでる!?　ですよね!?


    「カルラッ！　早くそのアホみたいな生き物元に戻せ！」


    　ビスコが叫ぶと、


    「──お姉ちゃん────」


    　カルラの声がトマトの上から聞こえた。


    「────なんか無理ですけど────」


    　無理なのかよ！　なにやってんだ！


    　するとまた、ドンッ、ドンッ、と音が聞こえた。善次さんがトマト魔人に向けてショットガンをぶっ放したのだ。トマト魔人には一応効いているらしく、あちこちでトマトが弾はじけると、苦しそうに触手を振り回した。


    「おい、アンタ、うちの妹が上に乗ってんだよ！　当たったらどうすんだ!!」


    「バカモンが!!」


    　ビスコが怒っても、意に介かいさない善次さん。


    　あ、ああ、う、うー、ビスコの言いたいこともわかるけど、畑を守るというか、トマトをどうにかしなくちゃいけない善ぜん次じさんの気持ちもわかるわけで。


    　あああ、どうしよう！　今にもふたりはいがみ合いのケンカでも始めそうな──って善次さんがビスコにショットガン向けたし！　ビスコの手に青白い光が見えるし！


    「ん」


    　そのとき、僕はもっとヤバイことに気づく。


    　トマト魔人……トマト魔人さん？　触手を一本に束ねて、振り上げて、それ……どうするんですか!?


    「危ない!!」


    　さっきの速度の比じゃない。


    　ウウウウゥゥゥゥ──うなりを上げて、触手が、ビスコと善次さんめがけて──。


    　僕は、走り出していた。


    　逃げて、ふたりとも、逃げて！


    　ビスコも善次さんも、お互いのことに気を取られ過ぎていた。


    　ふたりが気づいたときには、逃げるには手遅れで。


    「おおおおおおおお!!」


    　僕は右足に力を込めた──身体からだ中じゆうが、火でも点つけられたように熱くなる。


    　脳の中心がとろけるようにぼうっとして。


    　風景が鮮明になり。


    　耳があらゆる音、鼻があらゆるニオイをとらえる。


    「────!?」


    　瞬間、ビスコと善次さんの横を突っ切り。


    　僕は迫り来る触手の前に立った。


    



    



    　空気の壁を突き破って、猛スピードで触手が迫る。


    　両腕をクロスして、触手の攻撃を真正面から受けた。


    「────ぐっ」


    　腕に触れた瞬間、トマトが四つつぶれた。衝撃が僕の身体全体にかかり、ずずずと滑りそうな足を地面に嚙かませる。一気に五センチくらいめり込んだ。


    　無数の茎くきが僕の身体を打ち据すえる。勢いは止まらない。むき出しの顔、腕の表面に傷がつく、血が飛んでいく。


    　まだ、まだまだ──僕はクロスした状態を解除して、触手を抱かかえるようにつかむ。


    「おあああッ!!」


    　力をそのまま上へとずらす──ぶちぶちっ、と僕のシャツがちぎられる。


    「あああああああああああああああああああああ!!」


    　ぶん投げた。


    　触手はそのまましなるように上空へ飛ぶ。


    　危なかった──なんとか、ふたりに直撃しないで済んだ……。


    　僕は後ろに倒れるように、尻しり餅もちをつく。両腕がぴくぴくするし、ひりひりするし……う、うう、痛い……。


    「トマト風ふ情ぜいが──調子に乗るんじゃないよ」


    　ビスコが駈け、跳躍。ビニールハウスの骨組みに乗った。


    「──たぶん、真ん中の────機械壊せば止まるですけど────」


    　上空からカルラの声。


    　それに応じるように、ビスコの身体からだが青白く輝く。トマト魔人の中央に機械が埋うめ込まれてるのか？　でもそこって……巨木の幹みきかよってくらい太いぞ。茎くきが層をなして機械をガードしているのか、機械本体は見えづらい。


    　ドンッ。


    　ショットガンが発射された。


    　弾だん丸がんは散らばり、幹の中央部に激突する。トマトがつぶれ、鮮血のように散ると、そこに機械の姿が半分くらい見えた。二十センチくらいの大きさだった。


    「あたしさ──さっき、めいっぱい力もらっちゃったんだよ」


    　青白い光が、ビスコの右手に集まる。


    　その光は、今まで僕が見たこともないほど巨大で。バチンッ、バチンッ、と右手で破裂音を響かせる。


    　ドンッ。


    　善ぜん次じさんの放つ二発目の弾丸が、機械をむき出しにする。


    「食らえよトマト野郎──」


    　ビスコが右手を突き出す。


    「龍雷撃フルバーストォォォッ!!」


    　突き出した右手から発せられる光は強烈で、周囲が真っ白になるほど。


    　爆裂音が轟とどろく。


    　青白い雷撃はのたうつ龍りゆうのようにトマト魔人へ一直線──機械にぶち当たると、身体を突き破り、空の彼方かなたへ上っていく。


    　それは一瞬だった。


    　一瞬ののち、トマト魔人の身体に巨大な穴が開あいていた。


    「──やったか……？」


    　右手を掲かかげたままのビスコ。その身体からだからは、白い湯気が立ちのぼっていた。


    　凍りついたままのトマト魔人はやがて──朽くちた建物の支柱を外したように崩れていく。


    「ひゃあああああっ!?」


    　って、ヤバイ、上にはカルラがいるんじゃないか！


    　僕は立ち上がり、走り出す。身体のあちこちが痛い。でも気にしてる場合じゃない。


    　一番上の、巨大なトマトの上に──いる、カルラが。


    　なかば崩ほう壊かいしたビニールハウスに飛び込み、僕はトマトの真下に入った。


    　トマトが降ってくる──。


    「って」


    　でけえ、トマトでけえよ！


    　迫って来るトマトを受け止めて、僕は。


    　その場に……トマトごと押しつぶされた…………。
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    　生きてた。僕。意外とトマトは柔やわらかかった。完熟だったから、ぺしゃーんとつぶれてね。つぶれたけど、そんなに痛くなかったっていうかね。……っていうか、トマトがクッションになったせいでカルラも無傷だった、っていうか、僕のフォローとか要いらなかったんじゃないか、っていうね……。


    　トマトまみれになってその場に起き上がった、僕とカルラ。


    「カルラ!?　大丈夫か、ケガない!?」


    　ビスコが駈け寄ってくる。うん、その温かい言葉、僕にもちょっと欲しいです。


    「う、うう～、怖かったです……」


    　カルラはトマトまみれで、ぐずつきながらビスコのほうへと駈けていく。


    　ビスコが両手を広げてカルラを抱き留める──かと思いきや、右手を突き出してカルラのおでこをつかんで食い止めた。


    「怖かった、じゃねーだろ！　こういう危ない実験やるときはあたしに言えっていつも言ってるのに！」


    　ビスコに抱きつこうと両手を振り回すカルラと、それを右手一本で止めているビスコ。


    「だ、だって、お姉ちゃん、こないだだってダメって言ったし、先週もダメって言ったじゃないですか……それに今回は別に、カルラが──」


    「アンタねぇ、川の水を魔人化して町を歩かせるとか、町中のマンホールに右腕をつけるとか、そんなことあたしが許可するわけないだろうが」


    「えぇ～っ」


    　……ビスコがいて、ほんとによかった。いなかったら今ごろ僕らの町は大だい惨さん事じだよ。


    「だからごめんなさいですぅ～！」


    　ばたばた両手を振り回すカルラ。


    「バカ、手、振り回すなっつの！　飛ぶだろ、トマト汁が！　シャツに染しみがついたらどーすんだよ！　つーか青臭いんだよ!!」


    　僕のシャツは染みどころか破け飛んだけどね……。


    　ビスコの冷徹なツッコミの横を通って、僕はビニールハウスを出る。


    　呆ぼう然ぜんと立ちつくす、善ぜん次じさんがいた。


    「あ……あの……」


    　僕は善次さんの前で思いっきり頭を下げた。


    「すみませんでした！　その、なんていうか、こんなにむちゃくちゃにしちゃって……」


    　ビニールハウスとトマト畑をダメにしたんだ（あとナス）。こういうのって弁償するのにいくらかかるんだろう。


    「僕らでできることならなんでもしますし、あの、ビニールハウス立て直すこととか」


    「去いね」


    「──え？」


    　稲いね？　って今言ったの？


    「わしが望んでおるのは、悪魔どもがわしの目の届かないところに消えることじゃ」


    　それは──淡たん々たんとして、感情の起伏さえも感じさせない言葉。


    　善次さんは、首にかけた手ぬぐいで額ひたいをぬぐう。


    「わしの宝物に、指一本触れるでない……次は躊ちゆう躇ちよなく撃つぞ」


    　そして善次さんは、僕らに背を向けて歩き出す。


    　ぽつりと、


    「……所しよ詮せんは、悪魔よ」


    　そんな声が聞こえた。


    



    



    　それから僕とカルラは着替えをして、ビスコと三人でビニールハウス周辺の片付けをした。ダメになった作物とかを生ゴミ置き場に持って行くときは心がずきんと痛んだ。さすがのカルラもしょんぼりしっぱなしだ。


    　泥どろと汗だくになったころには、ある程度片付いていた。だけれど、ビニールハウスだけはどうしようもない。


    　しばらくして帰ってきたあかりちゃんはビニールハウスを目にして唖あ然ぜんとしてたけど、善次さんは「イノシシの仕し業わざじゃ」と怒ったように言ったという。


    　その日、身体からだのあちこちが痛くて僕はまともに行動できなかった。午後はずっと昼寝だ。


    　僕は寝転がりながら考えていた。なんだか、善ぜん次じさんの言葉、振る舞いに……違和感、みたいなものを覚えたんだ。それが気になってしょうがなかった。
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    　夜、みんなで花火をしようということになった。みんなで花火！　……ふだんだったらすっごく楽しいよ。でも、今日ばかりはさすがに気持ちが乗らない。


    　庭に出ると、ニワトリたちはいなかった。家の裏手にある小屋に戻って寝ているみたい。


    　あかりちゃんがバケツに水と、ろうそくを用意する。


    　エリスとふたりで、午後に買ってきたのだそうだ。


    「わぁ、これすごいです！」


    　地面に設置して、火柱が上がる花火にカルラは感動してはしゃいでいた──ってカルラ！　カルラはもっと反省しようね!?


    　そのカルラの横について、あかりちゃんがあれこれ教えてあげている。ビスコはネズミ花火を自分の足下に放ったものだから、


    「わっ、わっ、わっ」


    　なんて、いつもは聞けないようなあわてた声で飛び跳はねていた。


    　僕は、縁えん側がわに座ってみんなの様子を眺めていた。


    　すると横に座る人影──エリスだった。


    「そんな様子じゃ、あかりさんに見抜かれますわよ」


    「う……」


    　エリスにはさっき、午前中の出来事を全部話しておいた。ビスコとの……えっと、ほら、あのことは省略したけど……。


    「……あのさ、変、じゃないかな」


    「？」


    「善次さんは悪魔を信用しない。さらには退魔士エクソシストも信用しない。それなのに、あかりちゃんと僕らがいっしょにいることには文句を言わない……これって変じゃない？」


    「そう言えば」


    「それに善次さんを見ていて思ったんだ。あの人は、悪魔が嫌いなんじゃなくて、なにか……ああ、うまく言えないな。あの人は、こう、あきらめちゃった、っていうかさ……なんていうんだろ」


    「デモン」


    　エリスの手が伸びた。


    　その手は僕の頭に当てられ、そっと僕の頭をなでる。


    「偉いですわ」


    「……え？」


    「わたくし、あなたがビニールハウスを壊してしまったことや、七なな竈かまど家けの人に嫌われたであろうことを気に病やんでいると思っていましたの。でも……違いました」


    　エリスはにっこりと微笑ほほえむ。な、なんか恥ずかしい！　でも、頭をなでられるのって、ちょっと気持ちいい……。


    「あなたは、あの老人のことが気がかりなんですわ。心配しているのです」


    「心配……」


    「そうなれば、デモンのやるべきことは決まっているでしょう？」


    　エリスは立ち上がる。


    「正直に、誠せい実じつに、すべてを打ち明け、あの老人に話を聞くべきです。それがデモンの今なすべきこと。こっちは任せてください。あかりさんが、デモンを捜しに行かないようになんとかしますからね」


    「……うん」


    　僕はうなずいた。


    「行ってらっしゃい」


    　エリスは小さく手を振った。僕は縁えん側がわに上がり、家の中へ入った。


    　中はやたらと静かで、そして暗かった。


    



    



    　僕が考えていたよりもあっけなく、善ぜん次じさんは「入れ」と言った。


    　善次さんの部屋は八畳間。床とこの間まがあって、僕にはまったく読めない文字の書かれた掛かけ軸じくがある。


    「……なにしに来た」


    　木目の見事な卓に、碁ご盤ばんが載っていた。善次さんは囲い碁ごの本を読みながら打っていたらしい。老眼鏡をかけ、碁盤と本を見ている。


    　正直に、誠実に……とエリスは言った。僕にできることなんてそれしかない。


    「聞いて欲しいことがあるんです」


    　それから僕は話をした。話したのはあかりちゃんのこと。僕が今までどんなふうにあかりちゃんのそばにいたか。どう過ごしてきたか。


    「扉を開く」能力──その話になったところで、善次さんは本と老眼鏡を置いた。そして腕を組み、目を閉じた。


    　僕は話を続けた。


    　退魔士エクソシストのエリスが日本に来たこと。あかりちゃんの能力が開花し始めたこと。


    　あかりちゃんの開けた扉からカルラがやってきたこと。ネクロマンサーで発明家。いろいろ迷惑をかけることもあるけれど、根は悪いヤツじゃないってこと。


    　最後はロキの話だ。学校中の人間の動きが止められ、僕ら四人が駈けずり回って解決方法を探したこと──。


    「……ふん」


    　そこで初めて、善ぜん次じさんの反応があった。


    「北欧神話のロキか……分身とはいえ、まさか本物のロキが人間界に来るとは」


    「う、ウソじゃないですよ」


    「ウソじゃぁなかろうよ。わしもウワサくらい聞いたことがある」


    　ウワサ？　ロキのウワサ？　ロキが実在するというウワサ？


    「黒くろ羽ばくんとか言ったか……お前さん、悪魔の中でも吸血鬼とのハーフだったか。だが、ハーフとはいえ……わしは悪魔を信用せん。退魔士エクソシストもだ」


    　善次さんは言った。


    「それには事情がある。今から……そうか、もう十年も前のことだ」
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    　七なな竈かまど家けには代々、奇妙な力が受け継がれている。その力は人によって様々で、あかりちゃんのお父さんのようにまったく力を持っていない人もいる。


    　善次さんは──見えた。とにかく悪魔を感知した。人間と違う存在を察知できた。


    　十年前の旅行先はイタリアのヴェネツィア──あの古い写真の裏に書かれていた文字は、ヴェネジアじゃなくてヴェネツィアと読むのだそうだ。


    　イタリアでの善次さんの体調は万全ではなかった。それでも能力は働いていた。


    　ヴェネツィアのレストランで夕食を摂っていたときのこと。レストランへ、強い力を持つ悪魔が近づいてくるのを感じた。


    　誰を狙ねらっている？　自分か？　それとも家族の誰か──あかりか？　他の客じゃない、視線はこちらにだけ向いている。


    　善次さんは立ち上がった。立ちくらみがした。イタリアに来てから頭がぼうっとすることが多かった。


    　誰にも真実は告げず、トイレに行くと言って善次さんは席を立った。レストランの電話から退魔士エクソシスト協会へ電話をかけた。悪魔がいるから退魔士エクソシストを寄よ越こせと訴うつたえたのだ。


    　だけれど、信用してもらえなかった。そして仕方なくひとりで悪魔へと立ち向かった。


    　店の外、夜風が冷たい。石畳の通りに立つ、ひとりの姿。


    　ロングコートに身を包んだ、長身の男だ。


    　──お前、なにか用か。


    　──用心しろ……楽しい旅行を台無しにしたくはないだろう？


    　それは、不自然なイントネーションながらも、日本語だった。


    　悪魔は善ぜん次じさんに背を向けて歩き出した。


    　──おい、待て、どういうことだ！


    　善次さんは走って追いかける。ずきん、と頭が痛みを発した。


    　追うべきか、戻るべきか──追う、と判断した。この悪魔が「用心しろ」と言った。警告してきた。これから襲ってやるということか？　いずれにせよ情報が必要だ。


    　走った。距離が開いた。迫った。距離が開いた。気づけば見知らぬ通りにいた。


    　周囲は暗い。人ひと気けもない。しまった、罠わなか──と気づいた。


    　背後、悪魔の気配。


    　首をつかまれた。振り返れないほどの強い力だ。


    　どくん、どくん、と心臓が跳はね上がるほどの鼓こ動どうを刻んでいる。残りの力で、悪魔察知の能力を全開にする。こいつはさっきの悪魔だ。どんな悪魔だ。わからない。つかまれた首から、悪魔の力が、流れ込んでくる──。


    　──止やめろ……なにをする、止めい！


    　──それは俺のセリフだ。その力、奪わせてもらう。


    　熱せられた血液のようなものが、身体からだにどんどん流れ込んでくる。急速に善次さんの意識が遠のいていく。


    　──楽しい旅行を……さようなら。


    　悪魔が立ち去る足音──。


    



    



    「そ、それでどうなったんですか」


    　僕は身を乗り出していた。


    「それで終わりじゃ」


    「えええ？」


    「わしはすぐに目が覚めてな、歩いてレストランへ戻った。そのときは不思議と意識ははっきりし、足取りもふらつかない。じゃが──」


    　善次さんは顔を背そむけると、襟えりを広げてうなじの下を見せてくれた。


    「紋もん様ようが……」


    　絡からまるツタと、妙な文字の紋様があった。黒いタトゥーというか……いや、ところどころ緑色にきらきら輝いている。


    「それ以来わしは能力の大半を失った。事業を続けることもできなくなり、田舎に引っ込んだ。これでは大切な家族を守ってやることもできん。今じゃ、こうしてお前さんを見ても、悪魔のハーフとはわかってもどんな悪魔のハーフかもわからん程度」


    「退魔士エクソシストもわかるんですか」


    「退魔士エクソシストは独特じゃ。身にまとう空気が、他者を寄せつけん」


    　僕は素直に感心しつつ、なんとなく心に引っかかるものもあった。


    「退魔士エクソシストが嫌いになったのも、その事件があったからですか？」


    「いや……レストランに戻ったわしは、家族がもう帰ったと知らされたんじゃ。ホテルのロビーにみんなおったが、わしの息子が大荒れでな」


    「あかりちゃんのお父さんが？」


    　落ち着いて優しそうな人ってイメージしかないのに、大荒れ？


    「五分ほど、あかりが行方ゆくえ不明になったようじゃ。わしが勝手に出て行ったから、あかりがそのあとを追ったんだと言いがかりをつけてきおった」


    「ああ、なるほど……ってあかりちゃんは行方不明!?」


    「ちょっと姿が見えなかっただけじゃよ。問題があったとすれば、わしよりさらに遅れてそこに退魔士エクソシストが来たことじゃ」


    「え」


    「それ以来退魔士エクソシストは信用せん。一番必要としているときにいない連中じゃよ……それ以来、わしは悪魔に狙ねらわれておるのやもしれぬ。三年前にも一度、家のそばを悪魔がうろついていたこともあったからの」


    　善ぜん次じさんの人生に大きな影響を与えた能力──それを奪われた。


    　喪そう失しつ感。


    　それがきっと、善次さんの心の奥底にある。


    「でも、僕らがあかりちゃんのそばにいても、怒らないんですね……」


    「……それはあかりのためだ。あの子は自分の能力を知らないまま生きていくほうがいい。お前さんたちは、あかりの能力を開花させないように努力しているらしい。それならば……交通事故のように人生のどこかで悪魔に出合い、その能力が覚かく醒せいするよりも、お前さんたち悪魔自身が悪魔からあかりを守るほうがいくらかマシだ。毒をもって毒を制すという言葉もある」


    「あかりちゃんの能力もご存じだったんですね」


    　うなずいて、善次さんは棚に飾られた写真に目を向けた。


    　そこには、すでに亡なくなっているという奥さんの写真があった──柔やわらかな笑顔は、どこかあかりちゃんに似ているようにも思えた。


    「あの……それと、蔵くらの絵についてうかがいたいんですが」


    　善次さんは僕の鼻先に手を広げて見せた。


    「話は終わりじゃ。七なな竈かまど家けのことを、これ以上お前さんが知る必要はない」


    「でも……」


    「行け」


    　善ぜん次じさんは老眼鏡をかけ、本を手に取った。


    「……わかりました。いろんなお話、ありがとうございました」


    　僕は立ち上がると、部屋を出た。
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    　引っかかる。なにかが引っかかる。


    　暗い廊ろう下かを歩いていくと、ビスコとエリスがいた。


    「ようやく終わったか」


    「待ちましたわ」


    「あれ……どうしたの、花火は？」


    「もう終わりだよ。今、あかりがシャワー浴びてるから、こっち来い」


    　僕らは昨日のように、円になって居間に座った。


    　ちょっと迷ったけれど、僕は善次さんの話を手短にふたりに伝えた。


    　ふたりとも──特にエリスは驚いたようだった。退魔士エクソシストが、救いを求める人に冷たく当たったことに。


    　ポケットから、僕はあかりちゃんの写真を取り出した。蔵くらから持ち出して、そのままになっていたのだ。


    「これ、当時の写真みたい」


    　エリスが写真を手に取ると、あ、と声を上げた。


    「あかりさんの後ろにいる、この金髪の人物、退魔士エクソシストですわ。イタリア支部の方です」


    「ええ？　どうしてそんな人が写真に写ってるの？」


    　するとビスコが言う。


    「事件のあとじゃねーの？　見張り代わりにいてもおかしくない」


    「そうか……」


    「なんだよ、なにか変か？　この写真」


    　ビスコに言われて僕は首を横に振る。


    「あのね、僕、話を聞いて引っかかるんだ……悪魔のこと。あのさ、悪魔がその気なら善次さんを……殺せたはず、だと思う。でも、能力を奪った？　そんなことしてどうなるの？」


    「あのジイさんに感知されちゃマズイなにかがあったってことか？」


    「わかんない。でも……その悪魔が誰かわからないかな？」


    　ビスコはため息をついた。


    「わかるわけねーだろ」


    「だよね……」


    「……ま、でも調べるだけ調べてやる」


    　ビスコがそう言ってくれたので、僕は思わず笑顔で言う。


    「ありがと！　だからビスコって好きだよ」


    「ばっ、バカじゃねーの!?　す、好きとか……」


    「え？」


    「デモン」


    　横からエリスが割って入る。


    「わたくしも退魔士エクソシスト協会に連絡して聞きますわ。そのときの事情」


    「ほんと！　助かるよ」


    「わ、わたくしは？」


    「はい？」


    「わたくしは好きじゃありませんの!?」


    「そ、そりゃ好きに決まってる──」


    　言いかけて、気がついた。


    　なんか……誤解生んでないか？


    「ほら、わたくしは『決まってる』んですわ」


    「そんなの、わざと言わせたんだろーが」


    　なんかふたりがケンカしてるけど!?


    「待ってふたりとも、待って──」


    「あ、ここにいたですか」


    　僕がケンカを止めようとしたそこへ、カルラがやってきた。


    「いやーたらふくトウモロコシを食って満足ですー」


    「ってカルラ、アンタなに当然のようにあたしの膝ひざの上に座ってるんだよ」


    　ぴょこんと膝に飛び乗るカルラを押しのけながらビスコが言う。


    「そうだよ、カルラ……ちゃんとビニールハウスのこと反省してる？」


    　僕が聞くと、カルラは心底わからないように首をかしげた。


    「えぇ？　カルラなにか悪いことしたですか？」


    「……ビニールハウスを破壊することはきっと悪いことだと思うけど」


    「カルラ、ビニールハウス直そうとしただけですよ」


    「はぁ？」


    　わからない僕にカルラはポケットからごそごそとデジタルカメラを取り出した。


    「見ればわかるですけど」


    「ええ？」


    　その拍ひよう子しに、ポケットから出てきた草がぽろぽろと床に散らばった。


    「ちょっと、そんなもの家の中に持ち込まれては、汚れて──」


    　エリスが草を拾い上げて、固まった。


    　手にしていたのは細長くて青々とした──なんだろ、珍しい草なのかな。


    「その草、カルラが見つけたですよ」


    「カルラが見つけた──草？」


    「魔界名で言うところの、浄じよう円えん鉱こう牙が草そうです。人間界にも生はえてるですねぇ」


    「じょ、じょうえん……ってなに？　ていうか魔界の草が生えてるの!?」


    　するとエリスがつぶやいた。


    「いいえ、もとは人間界の草ですわ。退魔士エクソシスト協会が管理している、特定の悪魔を退しりぞける魔ま除よけの効果があります。が……変ですわね。この草は、イタリアにしか生えていないはずですわ」
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    　最終日、あかりちゃんは僕らの申し出を喜んでくれた。


    　お世話になったお礼にこの家を掃そう除じしたい──という申し出を。


    　僕は頭にタオルを巻いて、Ｔシャツにハーフパンツという大掃除スタイルでぞうきんとバケツを手に取った。


    「じゃ、あたしたちちょっと出てくるから」


    　ビスコとカルラは「おみやげを買う」と言って外に出た。エリスは「最後に散歩して、風景を心に焼きつけてきますわ」と外へ。


    　家にはふたりきり、僕とあかりちゃん。


    　善ぜん次じさんは蔵くらにいるみたい。


    　僕とあかりちゃんは掃除を始めた。


    　一見きれいだと思える家も、始めてみると意外なほどに汚れが出てくる。しかもこの夏で暑い。始めてすぐに、汗だらだらだ。


    　あかりちゃんが、窓の桟さんに溜たまった汚れを拭ふきながら言う。


    「デモンくん、これ終わったら、スイカ、食べようねっ」


    「うん！」


    　僕らは客間、廊ろう下か、居間と掃除していく。


    「戻ったですー」


    　一時間もして、玄関から声がする。カルラとビスコが掃除に参加する。


    「…………」


    　ビスコは僕を見て、こっそりと指で丸を作ってみせた。


    　僕もうなずいて返す。


    「お待たせしましたわ」


    　そこへ戻ってくるエリス。エリスは僕にうなずいて見せた。


    　僕とビスコも、うなずいて返す。


    　それが意味することはつまり──昨晩、僕らの立てた仮説の証しよう拠こが集まったということだった。汗だくになりながら、窓の外、入にゆう道どう雲ぐもを見ながら僕は考える。


    　どうやってこの事実を、善次さんに伝えようか。


    



    



    　あかりちゃんに連れられて、僕らは外へ出た。掃除のご褒ほう美びに、スイカを食べるのだ。


    「スイカっ、スイカっ、スイカです～」


    　妙な歌とともにカルラが先頭を切って歩いていく。


    「おい、デモン」


    　ビスコが僕のシャツの裾すそを引っ張る。


    「どうする。あのジイさんに話すのか？」


    「……信じてもらえるかは、五ご分ぶ五ご分ぶというところじゃありませんか？」


    　横からエリスも言う。


    「言ってみりゃ、あたしたちの仮説を裏付ける証しよう拠こは全部が全部、状況証拠なんだよな」


    　ビスコに僕はうなずいて返す。


    「そうだね……まずはイタリアにしか生えてないはずの草」


    「あたしが『おみやげを買う』なんてウソついてまで、あのジイさんの主治医に聞いてきたこと。それにあたしの仲間の悪魔から聞いた情報」


    「わたくしがイタリアの退魔士エクソシスト協会から聞いたことも、仮説の裏付けになりましたわ。さらに──この家のあちこちに、まるで隠すように置かれていた退魔士式の魔除けの札」


    　エリスが手にしていたものは、ぼろぼろの紙切れ。それらは天井裏や縁の下など、ふだんの生活で絶対に目にしないようなところに置かれていた──もう効力は切れているみたい。


    　これらの証拠は……あるひとつのことを指している。


    　でもあとひとつ、足りない気がしていた。


    　それは物証だ。僕たちの考えを裏付ける決定的な証拠。


    「僕、もうちょっと探してみてもいいかな……この敷地のどこかに、まだなにかあるかもしれないから」


    



    



    　畑へと出る。斜面の畑はちゃんと手入れされている。几き帳ちよう面めんな手入れは善ぜん次じさんの性格だろう。どの野菜も元気そうに育っていた。


    　畑の周囲は森になっていた。僕は、手にしている浄じよう円えん鉱こう牙が草そうを見つめた。色の濃い茎くき、細い葉、表面にみっしり生えた毛。ヴァンパイアにサキュバス、ネクロマンサーには特に影響がないらしい……ある特別な魔物にだけ効くという魔ま除よけの草。この草は、畑の外周に沿って生えている──何者かが意図的に植えたように。この家を守る結けつ界かいのように。


    　善次さんはきっと、この草に気づいていない。


    　僕は畑の外周を進んだ。


    　暑い。草が手に当たってちくちくする。だけれど足は止まらない。汗が噴ふいて出た。


    「……あれ？」


    　僕は周囲を見回して、気がついた。


    　茂みに隠れて見えなかったけれど、この場所からはうっすら見える。


    　朽くちた小屋がある。


    　僕は額ひたいの汗をぐいっとぬぐって、歩き出した。


    



    



    　それから十五分後、汗だくで戻った僕にあかりちゃんはびっくりしながらも、


    「はい、これ、冷たいよ」


    　と、井戸水に浸ひたしたタオルを渡してくれた。


    　タオルはほんとうに冷たくて、ほてった僕の身体からだをひんやりさせてくれる。興奮している頭も冷静さを取り戻していく。


    「……で、どうだった？」


    　ビスコが聞いてきた。


    「聞くまでもないのでは？　デモンの顔を見ればわかりますわ。……あったのでしょう？」


    　微笑ほほえむエリスに、僕はうなずいた。


    「善ぜん次じさんに、全部話そう。僕らの仮説を──いや、十年前の真実を」


    



    　　　　　　２


    



    　蔵くらから出てきた善次さんは、驚いたような顔だ。僕らが来るとは思っていなかったらしい。僕ら──というのは、僕とエリスとビスコだ。あかりちゃんは、カルラにがんばって引き留めてもらってる。


    「お話があります……これを見ていただけますか」


    　僕はひとつかみの草を取り出した。それは浄じよう円えん鉱こう牙が草そうだ。青々として、鮮烈なにおい。


    　善次さんは草をちらりと見て、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


    「それがなんだ……？　わしはお前さんに、もうおとなしく帰れと言ったろうが。こんなもの、あちこちに生えて──」


    「いつからこの草は生えていましたか」


    「なに？」


    「十年前からじゃありませんか？」


    　僕はたたみかけた。


    



    



    「これから僕が話すことは、善次さんにうかがったことをもとにしてます。でも、善次さんの知らないことばかりだと思います。聞いて……もらえますね」


    　近くの納な屋やに、蝉せみがへばりついている。無言で見つめ合う僕らに、蝉の声がじりじりと迫ってくる。


    「十年前、善ぜん次じさんは悪魔に能力の大半を奪われました。それは悪魔を見る力──悪魔を察知できる能力でした」


    　僕は唇くちびるを湿らせ、言葉を継いだ。


    「この草、浄じよう円えん鉱こう牙が草そうは魔ま除よけの草だそうです。これを植えたのは、日本の退魔士エクソシストたちです。イタリアの退魔士エクソシスト協会から種が送られ、この家の周囲に植えられました。それもすべて善次さんを守るためです」


    「魔除けじゃと？　お前さんたち悪魔が素通りできる魔除けの草にどんな意味がある？」


    　横からエリスとビスコが補足する。


    「この草は特定の悪魔にだけ効くのですわ。その悪魔とは……食人鬼グール」


    「人間の血肉を食らう、あたしら悪魔からも嫌われてる連中だよ。あいつらはさ、ただの人間じゃない、特殊な能力を持った人間を狙ねらう性質があるんだ」


    「……ということはなにか、退魔士エクソシストどもは、わしの救援要よう請せいを無視した罪つみ滅ほろぼしのつもりで草を植えたのか？　ハッ、そんなことで贖しよく罪ざいとは」


    　僕は首を横に振った。


    「違います……この草を善次さんのもとに届けるよう、退魔士エクソシスト協会に進言したのは──外ほかならぬ、あなたの能力を奪った悪魔です」


    　ここから先はエリスの情報だ。


    「ヴェネツィアで撮られたあかりさんの写真……あの後ろに写っていた人物にわたくしも見覚えがありましたの。わたくしは、故郷であるドイツの退魔士エクソシスト協会に問い合わせました。──すると、イタリアからの情報では確かに十年前日本人の能力者──強力な『悪魔視フオアスコープ』を使えるナナカマドという人物がいた、と」


    　エリスはぼろぼろになった紙の札ふだを見せた。


    「この家のあちこちに隠されていましたわ。退魔士エクソシスト式の魔除けです。これはあなたが設置したものはございませんでしょう？　とある悪魔の助言で、イタリアの退魔士エクソシスト協会が日本支部に送り、日本の退魔士エクソシストが設置したということです」


    　エリスの言葉は事実に基もとづいている。だけれど、善次さんはちょっと眉まゆをひそめただけで、首を横に振った。


    「バカバカしい……考えてもみい。悪魔はわしの能力を奪った。そのわしを心配して魔除けの草を送る？　魔除けの札を送る？　理屈に合わん」


    「バカバカしいことなんてあるかよ。簡単なことだろ」


    　横からビスコが言葉を突っ込んだ。


    「その悪魔がアンタになにを言ったのか、思い出してみろよ」


    　そう、悪魔はこう言ったのだ。


    　──用心しろ……楽しい旅行を台無しにしたくはないだろう？


    「アンタはさ、悪魔の言葉を文字通り『警告』だと受け取った。『悪魔に用心しろ』って意味のな。でもそれは大きな間違いだった。用心すべきは、アンタの体調だったんだ」


    　旅行中も善ぜん次じさんは調子が悪かったと言っていた。その理由は、高血圧だ。


    　ビスコはそのことを、善次さんの主治医──集落に唯ゆい一いつある診療所を訪ね、さらには集落の碁ご会かい所しよで善次さんの古い友人だという老人をつかまえて聞き出したのだ。


    　話の内容は一致していた。


    「ジイさん、もともと高血圧だったと、この村に来た十年前、医者に相談したよな。だが血圧は正常に戻っていたそうじゃねーか。それがなんでなのか──いや、そもそもなんで高血圧だったのか、考えたことはなかったのか？」


    　ビスコが突きつける事実。


    「まさか……お前さんたちは」


    　僕はうなずいた。


    「善次さんの『悪魔視フオアスコープ』の能力は、身体からだへの負担が大きかったんです。それを見抜いた悪魔は、善次さんの能力の大半を奪うことで健康を回復させた……たぶん、親切心から」


    　また、無言の時間が流れた。蝉せみはすでに鳴くのを止やめて、どこかに飛んでいった。


    　空を巨大な入にゆう道どう雲ぐもがもくもくと流れていく。


    　ぬるい風が吹いていった。


    「……はっ」


    　乾いた声。


    「はっはっは……はははっ。おもしろい。危あやうくわしはだまされるところだった。なかなかよくできたホラ話じゃな。はっはっはっは」


    　善次さんは笑った。エリスが反応する。


    「なにをおっしゃいますの？　わたくしたちは、ひとつもウソなど話していませんわ」


    「はっ、だまされるものか。お前さんたちの目的は、蔵くらの絵か？　それとも、わしや、あかりの能力か？」


    「ですから──」


    　いきり立つエリスを、ビスコが手で制する。


    「あの絵、そんなに高価なものなのか？」


    「ふん……お前さんたちが知ったところでなにが起きるわけでもない。あの絵はわしの、ひいひいばあさんが描いたと言われる絵じゃ」


    　ひいひいばあさん？


    　ちょっと想像できないくらい前だ──と僕が思っていると。


    「江え戸ど時代の後期じゃ。一族でも優れた能力を持ったばあさんでな……わしの力に近いが、わしなどとは比べものにならない力、『予知』ができたそうな。未来、どんな悪魔がやってくるか、そういうことを予知したという」


    　エリスがぽつりと言った。


    「『悪魔予知デビルキヤスト』……世界でもその能力を持つ人間はひとりかふたりですわ。まさか日本にそんな人間がいたなんて……」


    「その予知は百発百中じゃったが、たったひとつだけ当たらなかった。それが、あの絵じゃ。ばあさんが死ぬ直前、描きおいたのがあの掛かけ軸じくじゃった。『人と物ものの怪けの戦いくさが起きよう』と言葉を残した。七なな竈かまどの一族はあわてふためいたが、結局そんな戦は起きなかった。そして人々は、ばあさんのことも、七竈の一族も忘れていったんじゃよ」


    　人と物の怪の戦──戦争ってこと？　それって最悪の予知じゃないか。


    　でも……予知が外れたのなら、おばあさんには悪いけれどいいことなんじゃないだろうか。


    「じゃから、あの絵にはなんの価値もない。……お前さんたちはおとなしく帰れ。わしもあと何十年も生きたりせん。今さら悪魔とつきあいを持ちたいとも思わん」


    「……そうですか」


    　僕は素直にうなずいた。


    　でも、


    「善ぜん次じさん、ビニールハウスのこと──」


    「あれのことを蒸むし返すな。お前さんたちに弁償せいなどとは」


    「違います」


    　僕は強く言った。


    「悪魔と人間はちがう。でもいい悪魔もいるんです。それを信じて欲しいんです」


    　カルラのデジタルカメラを差し出す。撮影されたデータを再生モードにして。


    



    



    『おお、立ったですねぇー。やっぱり植物の生命力を利用して、擬ぎ人じん化することは可能だったんですよ』


    　カルラの能天気な声が聞こえる。


    　映っているのは、トマトだ。トマトの細い茎くきが巻きついているのは、ティッシュの箱くらいのマシンだ。マシンはちょうど胴体のようになり、そこから足が生え、立ち上がった。


    　大きさは、カルラの肩よりも下。このくらいのサイズならかわいらしい。


    　そこはビニールハウスの横だった。まだ壊れる前のビニールハウス。


    『んんん？　あの骨組み、きしんでないですか？」


    　カメラを向けた先は、ビニールハウスの屋根の部分。しなっているパイプだ。


    　それが、今にも折れそうで──。


    　ガキイイィィンッ！


    　折れた。


    『あ、あ、あ、あ、アレをなんとかするです──！』


    　カルラが叫ぶと同時に、巨大化するトマト。


    　ビニールハウスの骨組みに蔓つるを伸ばし、崩ほう壊かいを防ごうとする。


    　弾はずみで、がしゃんとカメラは落ちて、カルラの声はかなり遠くなった。


    『わぁぁ──？』


    　そこへ近寄る足音。


    　化け物が、という声と、二発の銃声──。


    



    



    「……あの子は、ビニールハウスを守ろうとしたということか」


    　僕は善ぜん次じさんに、うなずいた。


    　いつもの振る舞いを見てて、僕だってカルラが実験の失敗でビニールハウスを壊してしまったのだと思った。


    　でも、そうじゃなかった。カルラはビニールハウスを守ろうとした。勘違いした善次さんはトマトを撃ってしまい、トマトは防衛本能を剥むき出しにして襲いかかってきた。


    「カルラは……人間の世界に来てまだ日が浅いんです。こんな大事なことどうしてすぐに言わなかったのか、って僕が聞いたら」


    　カルラはこう答えた。


    「人間とは理解し合えないですから、誤解されたままでも別にいいですけど？」


    　人間と悪魔は理解し合えない。


    　ほんとうにそうだろうか。


    「善次さん。あとひとつだけ聞いてもらえませんか？」


    　黙りこくった善次さんに、僕は言う。


    「善次さんの能力を奪ったその悪魔は、こう呼ばれています──闇の魔人ナイトフアントムと。三年前、この家のそばに悪魔が来たと言いましたよね？　その悪魔こそ、彼だったんです。あなたに、真実を伝えるためにここに来た」


    　さすがに善次さんも驚いて言葉を失った。


    　僕はポケットからあるものを取り出した。


    「畑の奥……森との境さかい目めのあたりに、朽くちた小屋がありますよね。そこで、この手紙を見つけました」


    　それは、イタリアからはるばる日本までやってきた、魔人フアントムの置き手紙だった。


    



    



    　申し訳ないと思ったけれど、僕も先にその手紙に目を通した。プリントされた文字は日本語だったから、僕もちょっと驚いた。


    　ナイトファントムは夜にだけ行動する悪魔だ。見た目は人間そのもので、物静かで理知的、紳しん士し的な行動をする者が多い──って、ビスコが言ってた。


    　ビスコが知り合いの悪魔に聞いたところ、イタリアに住む人型の悪魔で、退魔士エクソシストに協力していそうなのはナイトファントムくらいだろうということだった。


    　ナイトファントムは、偶然イタリアで見かけた善ぜん次じさんの異変に気づいた。このままでは、死んでしまうかもしれない疾しつ患かんを心臓に抱かかえている。だけれど悪魔である自分がのこのこと人前へ会いに行くわけにもいかず、善次さんがひとりで出てくるよう仕向けたらしい。


    　ほんとうは警告だけで済ますつもりだった。だけれど善次さんは追ってきた。折しもナイトファントムは退魔士エクソシスト協会の内ない紛ふん事件を捜査しており、協会を裏切った退魔士エクソシストからも追われていた。長居はできない。早口で説明をしたが、日本語は得意ではないし、うまく通じなかった。だから、無理に能力を抑え込む方法を取ってしまった。


    　ナイトファントムは、そのことを後悔していた。


    　なんとか善次さんにコンタクトを取りたかったが、退魔士エクソシスト協会に連絡を取ることもできなかった。退魔士エクソシスト協会が善次さんに冷たく当たったのは、内紛事件で退魔士エクソシストたちが神経過敏になっていたからであるらしい。ナイトファントムは、応急処置として魔ま除よけの草とお札ふだだけを送ることにした。


    　いろんな問題が片付いたころには、もう五年が過ぎていた。


    　ナイトファントムは悩んだ。能力者が能力を奪われるということは、想像を絶する苦痛だ。理由を説明すべきときに説明せず、五年も経ってからどんな顔をして話をしたらいい？


    　結局、さらに二年を経へて、日本に来た。善次さんに会おうと思ったけれど、善次さんは悪魔を強く警戒しており、会えなかった。だから置き手紙を残した──。


    　しかし、手紙を置いた小屋は、周りの草木が成長しすぎてつい数日前から使われなくなった小屋だった。手紙は発見されないまま、どこまでも思いはすれ違うことになる。


    　手紙の最後は、こう締めくくられていた。


    　──いくら肉体を救うためとはいえ、あなたのような誇り高き人物の能力を、無造作に奪ってしまった。生きるよりもつらい思いをさせたのであれば、詫わびるに詫びることもできない。だが、あなたの存命を知ったときの私の喜びはたとえようもなく大きかった。あなたが元気でいたことは、私にとっても喜びだった。ありがとう。そしてすまなかった。


    



    　僕らは蔵くらの中にいた。善次さんは手紙を読むのに老眼鏡が必要だったからだ。


    　善ぜん次じさんは読み終わって、手紙を閉じた。


    　老眼鏡を外して、眉み間けんを親指でぐっと押す。


    　手紙の中には、ナイトファントムの施ほどこした封印を解く方法が書かれていた。それはとても簡単な方法で、呪じゆ文もんの詠えい唱しようだけでよい。


    「……こんな」


    　ぽつりと善次さんは言った。


    「手紙まで用意するとは……なかなか手の込んだホラ話だ」


    「!?」


    　聞いて、身を乗り出そうとするビスコを僕は押しとどめる。なんで止めるんだ、という、今にも嚙かみつきそうな目でビスコが見てくる。僕は首を横に振った。


    　善次さんは続ける。


    「お前さんたちのホラが、果たしてホラなのか、真実なのかを確かめるには……この呪文を詠唱すればよいのか」


    「……そういうことになります。でも」


    　そう、能力を戻すことはできる。


    　だけれどそうすれば──強すぎる「悪魔視フオアスコープ」の力が、また善次さんの身体からだに負担をかけるだろう。


    　そうなったら、もう農作業どころじゃない。手入れされて美しい畑も、おいしいナスも、トウモロコシも、スイカも、みんななくなってしまう。


    　それでも……「悪魔視フオアスコープ」の力は、善次さんの人生だった。人生そのものだった。


    　善次さんはどっちを選択するんだろう。


    「……ナイトファントムは、今でも退魔士エクソシストの味方かい？」


    　エリスは小さくうなずいた。


    「そう聞いていますわ」


    「わしはずっと勘違いをしていたというのか……」


    「そうかもしれません。でもこれでナイトファントムは、満足していると思います」


    　答えたエリスの表情は、明るかった。


    　善次さんは手紙をたたむと、老眼鏡とともに棚に置いた。


    　そして、言った。


    「呪文は詠唱しねえ。お前さんたちのホラは、ホラのままだ」


    「──てめぇ、さっきから聞いてりゃ」


    「待って、ビスコ！」


    　ビスコの怒りたい気持ちもわかる。でも──ビスコ、そうじゃない。そうじゃないんだ。


    「善次さん」


    　こちらを振り向かないままの老人の背に、僕は言った。


    「僕、ここの畑が好きです。野菜、とってもおいしかったです。これからもずっと、農業続けて欲しいって思います」


    「…………」


    　僕はビスコを見た。


    「ね」


    「……ま、まぁ、うまかった、けど……」


    「とってもおいしかったですわ」


    　エリスもうなずいた。


    　振り返らずに、善ぜん次じさんは答えた。


    「そんなふうに言われちゃあ……野の良ら仕事ができねえ身体からだになるわけにもいかねえ。次に来るときには、お前さんたちにもしっかり働いてもらおうか」


    　善次さんの声が、肩が震ふるえていた。


    　僕は善次さんに答えた。


    「はい……また来ます。きっと」
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    　荷物をまとめ、善ぜん次じさんにもあいさつをして、僕らはあかりちゃんの家を出た。


    　強い日差し。青い青い空の、とっても高いところを一羽の鳥が飛んでる。あれは鳶とんびと言うらしい。鳩はとでも雀すずめでもカラスでもない鳥なんて、なんだか久しぶりに見た。


    「また……みんなで来られたらいいなぁ」


    　あかりちゃんも空を眺めていた。


    「楽しかったよ。すごく」


    　僕が言うと、あかりちゃんがはにかんだような笑顔を見せた。


    　僕らの後ろではこそこそとビスコとエリスが話している。


    「あのジイさんかわいくないよなー」


    　口を尖とがらせたのはビスコだ。


    「わたくしはこれでよかったのだと思いますけれど？」


    　ぱたぱたと手であおぎながらエリスが応じる。


    　とにかく誤解……というのか、十年前の事件はこれで解決したのかもしれない。あかりちゃんにもバレなくてよかった。悪魔のこともまだちゃんと隠せてる。


    　蔵くらに掛けられていた絵の謎なぞも解けたしね。当たらなかった予知──当たらなくてよかった予知、だね。


    「……ん」


    　僕ははたと気づく。


    　なにか忘れているような……？


    「どうしたの、デモンくん」


    「う、ううん、なんでもない」


    「？　あ、まだバスが来るまで時間があるから、ちょっと寄り道していいかな」


    　あかりちゃんが言ったので、僕はうなずいた。


    



    



    　寄り道の先は、神社だった。お祭りのあった、あの神社。


    　祭りの後の寂しさ……なんてものはなかった。お祭りがあったなんてウソみたいだ。露ろ店てんもきれいに全部撤去されていた。


    　木々が鬱うつそうと茂っていた。人ひと気けはなくて、とっても静かだ。なにもない境けい内だいを眺めていると、こんなに狭かったのかと思う。よくあれだけの人が集まったなあ。


    「御参りはどうやりますの？」


    　エリスに聞かれたので、僕は手ちよう水ずの使い方や御参りの仕方なんかを教えてあげた。ビスコやカルラも見よう見まねで、御参りを済ませる。


    　からから……と乾いた鈴の音が鳴ったあとは、静かだった。


    　また来年もここに来られますように、って僕はお願いした。


    「ふう……」


    　ほんとうに静かだった。僕ら以外に誰もいないし。


    「……って、あれ？」


    　なんか、変じゃない？


    「どうした、デモン」


    　ビスコに小声で聞かれ、僕は首をひねった。


    「いや、なんていうか、違和感っていうか……」


    　するとエリスが、そう言えば、と言った。


    「蝉せみがいませんわね、ここ」


    「蝉が？」


    　あ──そうか。


    　静かすぎるんだ。ここ。


    　こんなに木々が生はえてるのに、音がまったく──。


    　どさっ。


    　なにかが落ちる音がした。


    　振り向いた僕が見たのは、参さん道どうの中央でこちらに背を向けているあかりちゃん──その足下に、バッグ。


    「あかりちゃ──」


    　言いかけて、止まった。


    　冷たい。足下が。寒いとかそういう感じじゃない──ひんやりした空気が漂ってる。


    「え？」


    　空に分厚い雲が垂たれ込め始めた。暗い。通り雨？　いや、そんなんじゃない、なんだ、なんだよこの感じ。


    　まるでイヤなことでも起きそうな感じ。


    　異変の正体は、


    「……あかりちゃん？」


    　そこに立っているのは、間違いなくあかりちゃんだ。


    　だけれど、なぜか近寄りがたい空気。あかりちゃんからにじみ出ている黒い霧きりのようなもの……目の錯さつ覚かくかと思ってこすってみたけれど、その黒さは消えなかった。


    「……………………」


    　ゆっくりと、あかりちゃんが振り返る。


    「!?」


    　目は──紫むらさき色だった。


    　僕らは言葉を失い、あかりちゃんを見つめる。


    　この田舎いなかに来てからだ。あかりちゃんの目の色が変わって、あかりちゃんはこの神社で妙なことを口走った──。


    「お前……誰だ」


    　僕は質問をぶつけた。


    　すると、あかりちゃん──あかりちゃんの中の誰かが、答えた。


    「…………我われは七なな竈かまどの者」


    　その瞳が僕らをにらむ。観察するようでいて、一方で怒りとか、憎しみとか、そんな奇妙な熱を持っていて。


    　そんな感情のどれも、ふだんのあかりちゃんにはないものだった。


    　あかりちゃんの中の誰かが、言った。


    「我は予言者なり」


    　僕と、エリスと、ビスコの間に衝撃が走り抜ける。


    　予言者。予知する者。
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    　まさに、ついさっき聞いた言葉。


    「言うたであろ……半人半魔の者よ…………時間がないのじゃ」


    「ど、ど、どういうことですか、あなた、まさか昔いたっていう」


    「我われは死んだ…………死の間ま際ぎわ、意思を遺のこした……我が予知が実現せんときのため」


    　予知が実現？


    　予知って──予知って。


    　あの予言者が、あかりちゃんに乗り移ってる？


    「あのおかしな絵のこと言ってんのか」


    　鋭くたずねるビスコに向かって、予言者はうなずく。


    「絵を見たのなら……話は早い…………残された時間は短い……」


    「だって──だって、あかりちゃんの能力は、このまま悪魔を知らなければ覚かく醒せいしないんでしょ？　だったら僕らにできるのは、あかりちゃんを守ること──」


    　言いかけた僕に、予言者は、


    「否いな」


    　一言で切り捨てた。


    「もはや……そのような事態ではない……」


    「ど、どういう意味ですか」


    　違うの？　僕は、僕たちは、あかりちゃんのそばに悪魔が近づかないように、あかりちゃんが悪魔を知ることがないようにがんばってきた。それが間違いだったっていうの？


    　いや──それとも。


    　それよりももっと大変な事態が迫ってるの？


    　予言者は僕らへと、一歩、二歩、近づいてくる。


    「…………扉を閉じよ」


    　僕はつばを飲み込んだ。のどはすでにからからなのに。


    「魔界とこの世界をつなぐ扉のことですの？」


    　エリスの問いに、


    「左さ様よう……『開かれたままの扉』じゃ」


    　世界のどこかにあると言われている、「開かれたままの扉」。


    　来年、皆かい既き日食の日、悪魔の力が最大化するその日──この扉を固定化して、自由に人間界に入って来ようとする悪魔がいるという。


    　先日初めて、僕は父からその話を聞いた。


    　だけれどこの予言者は、百年以上も前にそのことを予言していた──。


    「待って、でも、それってじゃあ、あの絵は『開かれた扉』と、そこから出てきた悪魔と人間の戦いを描いた、っていうことに……」


    　予言者は、もう僕の目の前に立っていた。


    　僕を見つめる紫むらさき色の瞳ひとみ。


    　それは暗い感情を点ともしていたけれど──変わっていった。鏡のように僕を映し、次には慈じ愛あいに満ちた色へと変わっていく。


    「半人半魔の者よ…………貴様にこれを託す……」


    　予言者は僕の右手に触れた。


    　ぞっ──と身体からだ中じゆうの毛が逆さか立だつようだった。


    　でも、怖いとか、気持ち悪いとか、そういう感覚じゃない。


    　流れ込んでくる──力が。あかりちゃんの身体が発光し、あかりちゃんの豊かな髪の毛が光をまとって波打つ。


    　持ち上げられた僕の手に、予言者はなにかを置いた。


    　そのなにかは僕の手のひらに当たると、そのまま溶けるように手のひらに吸い込まれた。生ぬるい液体が、手のひらを伝っていくような感触。


    「我われは予言者……我の予知は当たる…………必ず」


    　必ず予知は当たる。


    　つまり「開かれたままの扉」から、悪魔が出てくる、ってことは確実なのか……？


    「じゃが……あかりの能力と協力者の力があれば……扉を閉じることもできる」


    　予言者は言った。


    「託したものはカギじゃ……扉を閉じるカギ…………」


    「な、なんで、あなたがこんなものを──それより、どうして僕に!?」


    「……我は七なな竈かまどの者しか媒ばい介かいできぬ…………貴様になら託してもよいと……この娘もきっと言うたであろ……」


    　予言者の瞳の色が、紫から黒に明滅する。


    「よいか……我の予知は必ず当たる…………が、最悪の事態を防ぐことはできる」


    「──ちょ、ちょっと!?」


    　予言者の身体から、ふっと力が抜けた。


    　倒れ込んだあかりちゃんを支える。


    　予言者は最後に、言った。


    「扉を…………この娘を………………救うのじゃ」


    　そして完全に力が失われた。


    　その身体はほてっていて、高熱に冒おかされてるみたいだ。


    　あかりちゃんの意識はなかった。


    　空の雲は消え、周囲に光が満ちていく。


    「デモン、大丈夫か」


    「あかりはどうしたです!?」


    　ビスコとカルラに言われ、僕はなんとかうなずくのが精一杯だった。


    　あかりちゃんをその場に寝かせた。エリスが手ちよう水ずへと走り、濡ぬれたタオルを持ってくる。


    「寝てるみたい」


    　タオルで額ひたいの汗をそっとぬぐうと、あかりちゃんが小さく息を漏もらした。


    「…………」


    「…………」


    「…………」


    「…………」


    　僕らは無言でお互いの顔を見合った。


    「……あかりちゃんに、悪魔を見せないようにがんばるだけじゃ、ダメ、ってことなの？」


    　立ち上がり、僕は三人を見渡した。


    「扉は、今でも開いてるですよね……？」


    　カルラが言った。


    「もし予知が当たるっつうなら、来年、扉が固定化されるってことじゃねーのか？　それで、大量の悪魔がこっちに来る。でもって人間と戦う……ってことだろ」


    　ビスコが言った。


    「……防ぐ方法はある、ということでしょう。デモンが託されたそのカギで」


    　エリスが言った。


    　三人が僕を見つめる。


    　僕が──扉を閉じる？　カギを使って？　どこにその扉があるかもわからないのに？


    「……むにゃ、ネコさんに囲まれて……幸せ……」


    　あかりちゃんの寝言は場違いなまでに平和で、今、目の前で起きたことがウソみたいだ。


    　でも、もちろん、ウソでも幻まぼろしでもない。


    　僕は右手を開いた。


    　手のひらには赤い円がふたつ、同心円というのだろうか、二重に描かれていた。


    　円と円の間には見たことのないような文字──もちろん、今まで僕の手についていなかったものだ。


    　こすっても消えそうにない。


    　それは正しよう真しん正しよう銘めい、僕らの目の前に予言者がいたという証しよう拠こであり──託されたカギが存在しているという証拠でもあった。

  


  
    あとがき


    



    



    　ぎゃーん！　こんにちは、三み上かみ康やす明あきです。


    　今回はかっこよく効果音とともに登場してみました。皆様も「ここぞ」というときにはぜひ効果音をつけてみてはいかがでしょうか？　きっとなにかが変わります。


    　たとえば、体育祭の一〇〇メートル走。ライバルたちと抜きつ抜かれつ残り二〇メートル。ちょっとだけ負けている……くぅ、ここで逆転したらヒーローになれるのに、というとき。


    「ハッ、ハッ、フッ、ハフッ……ぎゃ、ぎゃぎゃぎゃっ、ぎゃーん！」


    　たとえば、試験でわからない問題があったとき。


    「……ぎゃーん（ぼそっ）」


    　たとえば、大好きな女の子に告白するとき。


    「お、俺さっ、お前のことが前からずっと……す、好きでぎゃーん！」


    　どうです。かっこいいでしょう？


    　ちなみに失敗したときにも使えます。


    「ぎゃぁぁぁぁあああああんんんんんん！」


    　魂が哭ないている……！


    



    



    「えくそしすた！」もいよいよ四巻目です！　今回は最後の最後で「おおおっ？」というシーンがあります。五巻からはなんと、世界を舞台にしたスケールの大きな物語へと突入し、愛と友情、めくるめく陰謀、ハラハラドキドキの連続──なんてことはありません。学校に戻ったデモンたちのお話になります（もちろんメインとなるお話も進んでいきますが）。たぶん。


    　お楽しみに！


    　では末筆ながら、謝辞を申し上げたく。まずはイラストレーターの水みず沢さわ深み森もりさん。すばらしいイラスト、ありがとうございました。目次に使われているビスコのカラーイラストがとてもお気に入りです。パソコンの壁紙にしたい。それに担当編集の☆さん。的確なツッコミに毎度頭が下がります。今後ともよろしくお願いします。


    　最後に、本書を手に取ってくださった皆様へ。あなたにとっての「田舎」であったり「ふるさと」とはなんなのか……なんてことをちょっとでも思っていただけたらうれしいな。


    　それでは五巻でお会いしましょう。ぎゃーん！


    



    
      三　上　康　明
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